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第4章調査の記録

出土造物は石器のみで、接合資料舎弟j片がある。

接合資料 (247-253.257) 247には、 248，..._，252の奈Ij片が接合。 a面上位の打面形成の後、縦

e横長剥片を順次剥離するG 素材は擦皮面をもっ河原石と考えられるo 253には、 254"'256

の剥片が接合。 257には258-259の剥片が接合したが、打点が1800異なる。

奈Ij片 (248~252e254~2560258~265) 248~252 の接合資料が 247、 254'"'-'256 の接合資料が

253、258.259の接合資料が259である。すべて同一個体である。 260'"'-'263は横長、 264舎265

は縦長奈Ij片であるO

( 7) 右器集中部

S X Q01 (第140.141図、図版20.73)

下段で調査区中央やや北西のME58区、 MF58.59区に位置し、高い位置では削平面の舘か

に下で検出。主に河道A堆積層出土と考えられるが、一部平面的には傑層上部に当たる所もあ

るO 出土遺物の総数は 169点で、長職7mx短軸3mの広がりをもっO 垂直分布では、東側上

部の幅が狭く平坦で、西側程深い傾向にある。西側では平均約1m、東側では約0.2mである。

出土遺物は石器のみで、両面調整素材・石鎌@削器@二次加工ある剥片がある。

両面調整素材 (266) 片側が厚い河原石の素材で、 a面上位右側縁の表裏面に調整があるO

石鎌 (267) 細長い二等辺三角形で、尖端と底辺の両端を欠損。円基式で側縁の剥離は粗い。

削器 (268'"'-'270) すべて縦長奈Ij片で、両側縁に調整のあるもの (268.269)と、片側だけの

もの (270)があるo 268のa面右上位の側縁には、使用痕と考えられる微小剥離痕がある。

二次加工あるまIj片 (271) 横長剥片で、下端に使用痕と考えられる微小剥離痕があるO

S X Q31 (第140図、図版20)

下段で調査区中央やや北西のMF57区に位置し、表土下約0.4mの河道A堆積層上部と考え

られる砂層で検出。総数は81点で、長軸3.2mx短軸2.4mの広がりをもっO これらはチップ

が主体を占めるが、南西の径O.4mの円内に特に集中している。垂直分布は、平面でまとまり

を示す所が約0.15m、全体では約0.4mの!隔がある。 SXQ32と関連する可能性がある。

S X Q32 (第140図、図版20-21)

下設で調査区中央やや北西のME571三に位置し、表土下約0.5mの河道A堆積麗上部と考え

られる砂層で検出。総数は647点で、チップを主体に僅かな奈Ij片を伴っているO その広がりは

長軸0.9mx短軸0.7mの楕円形で、狭い範留に集中している。垂直分布では、ほぼO.lmのl福

に収まる。 SXQ31と関連する可能性がある。

S X Q73 (第142図、図版18.21048.52.55-74)

t段で調査区中央やや東側のLS53区に位置し、 0.3mの河道B堆麓層下部で検出。

取り上げ総数は776点で、約3.5mx2 mの広がりがある O ここでは、大きく東西2つのフーロッ
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第4章調賓の記録
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東 4章調査の記録

クに分けられ、東側は径0.8mの円形に西側では1.1mxO.8mの楕円形にまとまる。垂直分布

の最大幅は、東側がO.lm西側では 0.3mで、後者は摺鉢状を呈した落ち込みであったことを

示唆する口遺構は、多量のチッフ。が共作ーする石器製作跡である。

出土遺物は石器のみで、接合資料@両国調整素材@両面調整石器@削器があるO

接合資料 (272~276c283) 272には 278、273には 280サ81、274には 279の、両面調整素

材および石器 (Tool)に、剥片が接合したものo 272は浮く扇平な河原石を素材にしている。

上端は原石の段階から平坦で、 a面上位右側縁と共に打面に利用している。 C • d両側縁は、

交互剥離で調整を施す。 273は表裏の自然面より、分割礁を素材にしている。当初、構内形の

石斧もしくは両面調整石器を意図したが、 a面からの折断で製作を断念している。この後下位

の奈IJ片に調整を施す。 274は横長剥片を素材にしている。 275は上位で折断があり、そこから

剥離を施す。 276は、自!J器に剥片が接合したものO

両面調整素材 (275-277) 277は扇平な大型の河原石を素材にする O 縁辺に粗い奈Ij離がある

接形の形態で、磯皮面を大きく残す。 a-b両側縁には交互奈IJ離を施す。

両面調整石器 (278'"'-'282) 278は272の石核で、両面に粗い調整がある。 279は274の石核

で、横長者l片の素材であるO 打点の表裏に調整があり、 b面の左側縁上部に二次加工を施すo

a面からの折断がある。 280-281は273の石核で、折断後新たに調整を施す。比較的整った楕

円形を呈し、 b面iこは自然面が接る。

削器 (276) 一部付面上位)は、縦長剥片を素材にするo a函の右側縁下位に剥離がある。

向面の左側縁と右側縁上位には、磯皮面が残るo

S X Q80 (第147'"'-'149図、図版21@50.74)

上段で調査区中央やや南東むLR a L S52 し、表土下約0.4mの河道B堆積層上部

で検出。寂り上げ総数(チップを含む)は 1，146点で、約長紬 5.5mx短軸 3.5mの広がりをも

っO この内、北東側の長軸2mx短11i由1.2mの範聞には特に集中している。北東側の垂直分布

は、最大rlJ話0.3mである。 遺構は、 チップロが共伴する石器製作跡であるO

出 i二遺物は石器のみで、 e両面調整素材 a両面調整石器 a掻器@削器がある。

接合資料 (283-284) 283は両面調整石器に、 284は両面調整素材にまIj片が接合したもの O

283は分厚く細長い。 b面は平坦な摂理面で、分害!Jl擦を素材にしたと考えられる。 284は、楕

円形で薄く扇ギな河原石を素材にするO

fつQ/l-i
¥_LJVー玄J は234 三うり、メjきii状に作り出す。

(282) 283の石核。下端は表裏に調整がある両刃で、石斧を意図した可能性

がある。中央a面からの折断があり、 a面中央左側縁からの奈Ij離が影響したと考えられるO

(285~287) 285は縦長奈IJJ午、 286a287は横長制片である。 285は巾高で、両側縁や刃
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弟 1up 縄えrtiff丸山慌出ユ事情とで U.J;ta初

部に f寧な調整がある。 286は薄い半円状の形態で、定形化している。刃部に a b両面の調

整がある。 287は薄く、両側縁と刃部lこ了寧な調整がある。 a[話には燦皮面が残る。

前器 (288) 縦長まIj片でa面の左側縁下位には細かな、右側縁には粗い調整がある O

S X Q92 (第 150""'-'171図、巻頭図版4.8、図版47""'-'49.51""'-'55.74)

上段で調査区東側LQ52区に位置し、表土下約O.4mの河道E堆積層上部で検出。取り上げ

総数は 1，963点で、約長軸1.5mx短軸 1mの広がりをもっO この西側の径0.5mの狭い範閤か

らは、特に集中して出土した。垂直分布は最大0.2mで、中央部がやや山成りを示す。遺構は、

チップが共伴する石器製作跡であるO

出土した遺物は石器のみで、接合資料@石絞@両面調整素材。両面調整石器@石斧@石箆@

掻器 a百Ij器がある。

接合資料 (289，-.....，304) 290は311、292は310、294は309、295は308.315、301は306の、

両面調整素材や石器に剥片が接合したものo 300.297.304は、石斧 (317)、石核 (305)、掻器

に剥片が接合したものo 291.293.296-298-299-302.303は、両面調整を意図したまIj片接合資料

で、 291.298の両側の例とこれ以外の片側がある。

289は両面に自然、面が残り、大きめの河原石を素材にしたことが判る。側縁の交互奈iJ離が、

している。石核に当たる 317は原石に対比して小さく、途中の失敗で当初想定していた大

きさが得られなかったと考えられる。 290はb面が平沼なことから、分割繰を素材にしたもの

である。 bllrIJ二位が分惇:く、側縁とどドの縁に交互奈IJ離がある。 291は、組長く件j里い

が素材である。 C面と b面下位の右側縁を平坦に分割し、左右鎚縁の打面に利用している。分

i*1j片が多し )0 292は分厚く扇平で、かっ細長い岡原石を素材にしているo C はざらつい
た蝶皮面である。ここでは、先に CI認の左右でa b面倒を調整してから、河面の中央に

からの薄いまIJ離を施し、機皮[屈をi宗主-している。さらに、交互剥離で接線を作り出す。 293は、

a面に1擦皮面をb面に摂理面を残した分割!擦で、薄く扇平な素材である。上下の端部には、

坦な磯皮面をそのまま残す。 294は断面三角形の珂原石を素材にする。 cedllfU側縁に調整を

施すがミ特にd面では交互まIJ離が良好。 295は、 a面にi諜)支出'のある分割!離を素材にしている

と考えられる。当初、 t端を丸く整えた楕円形の両面調整石器を意図したが、 b面からの折新

で断念している。 296は、 a屈に自然出が残る原みのある擦を素材にする。 ト端に刃部を形成

したが、その部分にはa出ーからの折断がある。 297は、 b面の!J¥さな星雲皮面やa面上位の

まIj片の{擦皮面より、僅かに厚い河原石を素材iこしたと考えられるo 298は、分厚い楕円形の対

原石を素材にするo 1諜皮面のa面左の側縁は僅かに角張り、その角度を打面に利用している O

制片は分厚いものが多し )0 2臼9は、すべて探皮面のあるまIJ)干の接合資料である O 薄く小さいも

のが多い。 300は;横長まIj片を素材にしており、 a出にi諜j支而がある。 301も横長まIj片を素材-に
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第4章調査の記録

して、 b面に摂理面を残す。 302はb面に平坦な自然面の一部を残す。 303はa の左側縁に

打面を形成し、下からj二へ連続した奈IJ離がある。 304は磯皮面のある去Ij片が接合している。

(305) a 出左{WJ~;i}:や b[古側縁で、多くのまIJ片を得ていることから石核に分類した。

しかし、 b面右側縁の調整より、石核から両面調整系ー材に転化した可能性があるO

両面調整素材 (306"'-'310) 306は301の石核。 ゎ bの両側縁に粗い調整がある。 a面に白

307は描長剥!十を素材にしている口 b面左側縁中央の調整は、 a而右中央の奈Ij離

と対応して、鋭い刃部を作る。 308は295の石該で、 a.b両側縁に粗い調整がある。 309は

294の石核で、分厚い木の葉形を呈す。 a.b両面に自然、面を残す。 310は292の石核。 a面右

上位が大きく訣れた形で、全体として粗い調整がある。

両面調整石器 (311"'-'316) 311 は290の石核。楕円形の整った形で、上下の端部を丸く仕

上げるO 石斧を意図した可能性がある。 a面からの折断があるo 312は届平で薄く、 a面右側

縁が鹿線的な半月状を呈す。 a.b両側縁には丁寧な調整を施すが、 a面からの折断がある。

313は、左右非対称形でa b両側縁に調整があり、 a面右側縁に細かく丁寧な剥離を施す。

小さな l片の破片が接合する。 314は横長剥片を素材にし、 a面の左側縁と同右側縁の表裏に

調整がある。掻器にすべきかもしれなし'¥0 315は295の石核に当たり、両面調整石器の片割れ

であるo 316は縦長奈Ij片で、打点を残す両面に調整があるo a面からの折断があるO

石斧 (317.318) 317は289の石核。細かい短冊形を呈すが、刃部は丸く基部はやや尖りぎ

みである。製作途中の刃部は、一時誼刃状を呈し見事な両刃に整えている。 318は300の石核。

刃部は丸く鋭角な両刃を呈すが、 a面では自然面をそのまま利用しているO 両面調整石器の可

能性もある。

石箆 (319.320) 小型で細長い楕円形。刃部は丸く鋭角で、石斧に分類すべきかもしれなし可。

全体がやや分厚い楕円形。 a面の上半と刃部の一部に自然面が残る。

掻器 (304) 304の片割れで、二等辺三角形の底辺部を刃部として加工o a面右側縁は剥離

面のままで、同左但IJ縁には謂整がある。

削器 (321) 292の1つで、横長表Ij片のa面両側縁と b面左側縁に調整がある。 c面の側縁

は鋭角に仕上がる。

S X Q96 (第 172r-_，180図、図販 21056.57074)

上段で、調査区中央部のMC54.55区、 MD53，...._，55 し、表土下約0.8mの河道B堆積

層上部で検出。取り上げ総数は 1，111点で、長斡9.4mx短軸8.2mの広がりをもっO この北側

には、径0.6mと径0.8m

mのi福がある。遺構は、

みで、

したブロックがある。これらのブロックのまま底分布は、約 0.2

チップが共伴している石器製作跡である。

穆両面調整素材 e両面調整石器@石箆。 j蚤器ー削器 e 二次

ハU
A
斗ム
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第 1節縄文時代の検出遺構とその造物
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第 1節縄文時代の検出遺構とその造物

加工ある剥片がある。

接合資料 (322----329) 322'土、平坦な分割Jl擦を素材にしたと考えられる。 c は自

然面が平坦iliiで、下半部は交互主IJ離が下から i二へ及ぷ。効率の良い奈IJ離を意図したが、失敗し

ているo 323は、厚みのある細長い河原石を素材にしたと考えられる。 a面右下側縁の奈IJ離後、

!可面左上位側縁からの奈Ij離があるO 機皮面側の郡片が分摩い特徴をもっo 324は、 a面で右側

の固まりを分割した後、左側の回まりから多くの奈Ij片素材ーを確保している。それは、 diliI上か

ら右端の奈Ij片を 1つ奈Ij離してから、 90
0

転移し a面分割面を打面にして行ったもので、その後

90
0

戻ってd面左の上からさらに奈Ij片を得ているo a面分割面の右側にある固まりでは、 c面

の左右側縁から小さな剥片を得ている。 325"'-'327は上揺が平坦な舟底形石核から、細石刃状

の小さな縦長表IJ片を連続して剥離したものO これらは同一個体の可能性がある。 328と329は、

両面調整を意図した片面のまIj片接合資料であるO 両資料共、分割礁か河原石を原石にしている

と考えられ、 328は小形の 329は大形の奈Ij片である O

両面調整素材 (330.331) 330. 331は322の一部で、両面調整を意図した石器の製作途中

に折i析したものo 330はa面に摂理面が、 331はa面に摂理屈をb面には磯皮面を残す。

両面調整石器 (332) a面上方が窄まり下方が膨らむ、左右非対称形の形態であるo c iiiも

逆S字状を呈す。両側縁に粗い調整がある。

石箆 (333) 短冊形で横長剥片と考えられる。刃部は表裏とも素材面を利用し、 b面lこ小さ

な剥離を施すのみ。刃部は鋭い両刃を作ることから、石斧にすべきかもしれない。

掻器 (334"'-'336) 334はつまみの付く三ヶ月状の形態である。つまみ部は折れ、先端部の

謂整は a面倒が途中である口両側縁を刃部にしたと考えられ，るo 335は横長剥片、 336は縦長

剥片と考えられるO 縁辺に了寧な調整があり、刃部を丸く仕上げている。

削器 (337"'-'342) 337と338は、縦長まIj片で両側縁に調整がある。 339は横長剥片で両側縁

に調整があり、 a面の右側縁には直線的な細かい剥離を施す。 340では、 a面右側縁中央の一

部と左側縁に調整があるo 341は縦長剥片で、 a面左側縁に調整があるo 342は細長い縦長奈Ij

片で、 a面の左側縁に急角度の調整があるO

一次加工ある剥片 (343.344) 343は横長剥片で、 a面下位と上位荘に細かい調整がある。

344は、 a面下位と省側縁に粗い調整がある。

S X Q99 (第 180""'183図、図版21=62)

上段で調査区中央のMB56区に位置し、表土下約0.7mの河道B堆積層上部で検出。取り上

げ総数は 107点で、主に径O.8mの範囲にまとまる。これらには僅かに擦を含んでいる。

分布は、最大約0.2mの!揺がある。遺構は、チップ。が共伴している石器製作跡である。

は石器のみで、接合資料@両面調整素材ーがある。
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SXQ102 

8 

SXQ99 

1 [り3黄褐色ゴニ(10YR6/8) 砂粒、白色砂粒を含むO
B しまるo

2 を褐色土(10YR5/8) 際、ft.l、粒を含む。しまる。

3 褐色土 (7.5YR4/6) 磯層。組i沙を含む。しまる 0

4 褐色土(lOYR4/6) 礁、組砂を含む。しまり弱。

5 ~竜褐色土 (IOYR5/6) 細砂を含む。しまり弱。

6 明一流褐色土 (IOYR6/6) シルト、粘質土を含む。

しまる。

7 明黄褐色土(10YR6/的 資褐色 I~、総砂を含む。

しまるO

B 明黄褐色土(10YR6/6) 細砂を含む。しまる。

9 明黄褐色土 (10YR6/8) 黄褐色土、細I弘、を含む。

しまる。

10 明裁f.ill色土(10YR6/8) 前日砂を含む。しまるo

11 黄褐色土 (lOYR5/日) jJ~褐色土、細砂をふくむ。

。
マ
hv
土
4
1
」

12 1支払J色土(lOYRti./日) 際居。犯砂を合む。 しまる。
1:1 ffiH喝色土 (IOYR5，'/8) 草書簡。革IU砂を含む。 しまる。

14 煎褐色土 (10YR5/'S) 潟色士、砂材、擦を合む。

。
一'Q
土品ーし



d 

/一¥

く~~/ム

a 

/ 

SXQ99 347 

第182図遺構内出土遺物 (117) D X Q99② 

-249.250-

第1館 縄文時代の検出遺構とその遺物
b 



i fyj 

O~:- 一一一-一一二人?と

縄文時代の検出遺構とそのj毒物第 1節

@ 

中MA5嗣

-

開

F
D

一

@

同

@
5

向

2
a

醐

4
士

「

D

'
円

b
e

一
ゐ
@

4

6

@

同

4

中山

58 = n 
CiI CiIー υ

59 14 17 0164 
事
62 

30 

• 0132 
84 

0139 

037 

5三、、、:>J o 1 m 

sx 己~99接合間{系図 (15)

-251 

第 183図



(
∞
ご
)
察
側
刑
判
姐
宝
蝶
酬
明

1

1

0

的

Tl」
呂

町

卒

、51
K

1

/

/

/

的

ト

一

的

ト

〆/
i
i
l
¥
ω
E
t
ト
辺
↑
E
T
ト
U
7
3
|
目
的
同
↑
∞
出
|
ト
0
7
ω
四
回
↑
さ
↑
的
N
7
1
m
m
T
し
∞
?
さ
↑
0
2
・J

『

N
O
刊
の
ト

N

C

H

m

ト

N

O

H

m

ト

N

C

H

m

ト
一

C
N
司
↑
ご

?luト
マ
ム

的ト

N
C
J
[

一

G
3
A
l
a
m
t
 

のト

N
O
J
[

@NOFσ
×
ω
 

鰐
口
問

調査の記録

ぐヨ

第4章

」コ

塑
寸
∞
↑
紙

司

∞
略
的
目
〔
一
円
一
ぱ
阿
∞

.-0 



窓
口
出

縄文時代の検出遺構とその遺物

¥ 

第 1節

I 0 I 今、'" " 
I ，-; I勺、、 f

、〆F 司-.....白色仁、 __.-

o 

⑮

NOFσxω 
(
∞
工
)
容
師
刑
判
型
宜
糊
枠
制
摺

iコ

日コ
台町
，.-; 

? 
m 
t-ー・
?吋

雪 ?
、Jσコ

Fコ"'1
む、明日コ

o t 
.--<、、 ~句、 戸、、 戸向、

c9' 0;コ ξヨミF
"-.....l ，....-'!r叶 ヂ叶，.-;

日L_____j

岡
山
田
∞
↑
塘

<<l 



第4章調査の記録

d 

SXQ102 350 

a 

102 
203→58→301→66→207→ 

b 

むよグ

→224 .，.147→ 207 

102 
:""'57 

92 
→106→111→176→218→174---57 ..，.217→357→1463→1423 

d a 

η
4
U
 

1

i

7
一
t
q
u

出

↓

η
3
 

ワ
t

ワ

ム

為

F

円

U

一

寸

f
ム

ラ

G

7

0

1

i

Q

0

6

3

4

 

U
1
-
一円い

Ld
。 5cm 

(120) S X Q 102(玄)

-254 



i3-596 

73 102 73 102 73 
..618→71-"'168戸 108タ517→116→104→596→23

1 73 
424 詰 187密

d 

SXQ102 352 

102 73 102 73 F→65→m 
)2 

134→143 タ 197~28

80 

d 

伊
SXQI02 353 

第 i節 縄文時代の検出遺構とその造物

a 

a 

明パ(パパハソ/ノ

(121) S X Q 102⑧ 



第4章調査の記録

b 

ζコ
b a 

くつ

ぷ
U

356 

に〉
a 

くコ

¥
)
l
u
v
 

b 

359 



第 l節 縄文時代の検出遺構とその遺物

接合資料 (347) 分割礁を素材にしたと考えられ、 a面左側縁より横長の大きく厚い剥片を

剥離しているO 同面の中央に燦皮面がある。

両面調整素材 (345@346) 345は磯皮商のある横長剥片を素材とし、両側縁に粗い調整があ

るo 346はa面が甲高で、両側縁に粗い調整をもっO

S X Q 102 (第 180.181e184~188 図、巻頭図版印、図版 50.52~54)

上段で調査区東側のLS53区に位置し、表土下約0.5mの持道B堆積層上部で検出。取り上

げ総数は389点で、主として長軸1mx短軸0.7mの楕円形の範囲に集中している。特に 0.6

mxO.4mの範囲では、濃厚な分布状態を示す。垂直分布は最大0.3mのi福があるO 遺構i立、多

量のチップ。が共伴している石器製作跡であるO

出土遺物は石器のみで、接合資料 e雨面調整石器@石斧があるO

接合資料 (348，-...，359) 348は、摂理闘で分割している古く扇平な磯を素材にしている。両

面調整を意図するo 349は分割磯を素材にしたと考えられ、下端が尖った両面調整石器を意図

しているo a面下位の両側縁に丁事な調整がある O 中央と上位にa面からの折断がある。 350

は分厚い横長剥片が素材で、両側縁と刃部に交互剥離を施す。 a面に磯皮面が残るo 351は横

長剥片の素材である。 352は古い分割!擦を素材にしているが、その淳さや大きさは本資料とさ

ほど変わらなし'0353も古い分割!擦を素材にしたもので、この素材も本資料とあまり変わらな

い。中央やや上でa面からの折断があるO

両面調整石器 (354.359) 354は素材が横長剥片の可能性があり、やや分厚い半月形に近い

形状であるo C面の側縁は直線的で、下端は両面からの調整がある。 359は348の一部で、 b

部左側縁に細かく丁寧な調整がある。

石斧 (355~358) 355は350の石核。甲高の短冊形で、刃部は水平な直刃状を作る。 356は

351の石核。刃部を両刃状に作り出しており、全体の形状から石斧の失敗品と考えられる。

357は352の石核。上位が甲高の素材-で、それに僅かに手を加えたものである。刃部はやや丸

みのある両刃である。全体に素材の形を生かした、無駄の少ない作りであるo 358は353の石

核の一部。効率の良い作りで、丸い刃部は素材面の傾斜を利用しているO

S X Q 104 (第 189~193 図、巻頭図版 6、図版 22"58.59.75)

上段で調査区東側のL0511R一帯とL052区南東杭付近を中心にし し、表土下約 l

mの河道A:堆積層上部の砂層で検出。取り上げ総数は370点で、この外に縄文早期の土器数片

が出土している。 L052区南東杭の語Fj-に径1.6m(aブロック)の、これより南西3mには

1.5m x 1.1m (bブロック)と 2つのブロックがある。土器は、これらブロック外のL051 

北側で同一層から出土した。量産分布は、 a署 bブロック共にi福が O.1m前後の水平な状態で

しているが、両者は約O.4mの高低差がある。 2つのブロックは、チッフ。を共伴している

ウ
t
a
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第 l節 縄文時代の検出遺構とその造物
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第 194図遺構内出土遺物 (127) S X Q 1150150① 

石器製作跡である。

出土造物は、深鉢の縄文土器以外に接合資料.e両面調整素材の石器があるO

深鉢 (D31) 口縁の1/2、腕部の約 1/4を残存。口径 10cm、現存高 8cmである。口唇は

肥厚し、口縁部は外湾するO 胴部は直線的で、中央やや下位より底部にかけて丸みを帯びる。

口唇部は丸みをもっO 口縁部はi隔1.5"'2cmの無文帯で、その下に縦位の撚糸文がある。撚糸

文はRの原体と考えられ、条の長いもので約 lcmあり、横位に帯状のまとまり(帯縄文)をも

っO 最も長く現存する腕部で、 5段の帯縄文が確認される。 2段以下の条は、上にある条より

僅かづ、つず、れている。したがって、原体を各々の幅分だけ上下に回転しそれを横に連続させた

か、大きな原体を用いて絡状体圧痕文を施したかである。帯Ip菌の短いことを考慮すれば、後者

の可能性が強い。内面には指頭圧痕があり、器厚は 3"'4mmである。色調は内外面とも褐色

が主体で、下位の一部に黄櫨色が認められるO 外面と内面|二位に、煤が付着しているO 胎土は

砂粒を僅かに含む。焼成は良好。この土器については第6章で考察するが、早期の範轄として

捉えた。

接合資料 (361~367) 361~367 は、両面調整を意図した片側の剥片接合資料である。 361 e

364"-'367は、 i醸皮面を大きく残しているo 362と363は向一樹体と考えられ、縦長表Ij片が多い。

263 
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第4主主 調査の記録

365-----367は大型奈IJ片が目 く横長になる傾向があるo 364のa面は平坦である O

両面調整素材 (360) 細長し の形状で、上下の先端はやや尖らせている。 a面の左側縁

を両面から調整するが、 b面のた制に

SXQ115 (第 194.195図、図版22.75)

上段で調査区北西部のMG MH62墜に位置し、表土ド約0.6mのV層で検出。取り上げ総

数は 59 点で、約長ìf!出 4.5m 短斡 2 .4 mの広がりで議長らな在り方を示す。主~露分布は 0.2m の

!揺に収まる。チッフ。は確認できなかった。出土造物には、右錐 e背Ij器がある。

石錐 (368) 横長調j片で、刃部に当たる所の両側縁に浅い挟りを施す。先端には細かい調整

があり、その断面は三角形を呈す。

削器 (369.370) 369は、 a面左側縁に調整を施す黒曜石である。向上下端にもノッチ状の

まIJ離があるo 370は縦長剥片で、 a面の右側縁に調整がある。

S X Q 128 (第 196図、図版22)

上段で調査区中央のMC55 し、表二|二下約0.5mの河道B堆積層上部で検出。すでに

多くが掘り上げられていたが、状況を聞いて元に近い状態の撮影だけは行った。総数は 14点

で、径0.3mの狭い範囲に集中しており、

いない。

SXQ141 (第 134.195図、図版73)

上段で調査区中央のMA52• 53 

は0.1mの幅に収まる。チップは出土して

し、表土下約 O.8mの河道B堆積層上部で検出。

S Q79の南西に近接する。総数は 48点で、南側の径O.8mの広がりに比較的まとまる。

分布はi福0.2m以内に収まるO

出士通-物は石器のみで、両面調整素材@両面調整石器@削器がある。

両面調整素材 (244) a面の左側縁には粗い調整を施すが、 c面下方は 1cm内外のi福で自

然面を残す。表Ij片を得ていた残核の可能性もある。

両面調整石器 (245) 薄い仕上がりで、横長剥片素材の可能性がある。 a面左側縁が直線的

で、右側縁は大小2つの膨らみがあり、全体に剥離を施す。

削器 (246) 横長剥片で、 a面右側縁の表裏と b面下端の右側縁に調整がある。未調整の

片側側縁は、大小2つの膨らみから 245の形態をもっ両面調整石器の、未製品の可能性があ

る。

S X Q150 (第 194.196~200 図、図版 22.61.62 倉 75)

MB  MC53区に位置し、表二上下約0.5mの河道B堆掻層上部で検出。

取り上げ総数は 382点で、長，jiHl1.1mx短軸0.9mの楕円形の狭い範i現に集中している。特に

qJ央の径O.25mの部分は濃密である。垂直分布は、;最大0.2mで端ほど浅い傾向があり、土坑



d 

巴

a 

ζミW46

b 

p
h
u
 

ワ
i
t
;ム↓
 

zu 

ハ
Uηム

口同

υ
ηρ ↓
 

0
0
 

4
1
1南↓
 

ワ
μ

寸
1
4
4

ρ
b
 

nぺ
U

寸

t
ム↓
 

.44ゐ
1
.よ
η〆A“
 

↓
 

ηぺ
U

1
i
 
↓
 

η
ノ“
に
Uη，ム
“
 

与令
〆

4e' 

.
4ふ

η，れ必
“
 

4
4
ム

‘

'

よ

η

/

L

μ

L
ヤ7
 

↓

A

↑
 

「

円
同

υ

.

n

叫苛み

民
U

t

i

↓

↓

 

n
d

円

U
η
i

問ワソ
t

F

h

U

ハH
υ

寸
}
Iム
晶

寸

t
ム

ηyω

戸
|
|
し

民
U
ハ
U
1
}ム↓
 

A
q
 

p
h
u
 

η

。↓ 
F
円

unu 
qρ ↓
 

に

u
n同
υ

4
t
i
 

ハh
u↓
 

λ
せ
噌
t
よ
1
よ↓
 

nJμ 
A
q
 

n
L
 

8
4

一

7

4

 

ηペ
U

ρ

n

u

ザ

0

3

 

R

U

4

4

 

q

↓
 

E

0

4
晶

、-巳
U
R
U

C
U
1
t
1
4
 

第 197図遺構内出土濯物 (128)S X Q 150② 

-267-268-

第 1節 縄文時代の検出遺構とその遺物

、
.
、
.

-
-
U
J
，
h

.

H

、

.

1
・r・・:ρ
へ-
v

H

H

・

V
・市戸川、いドぺ・

.1
・1
・
-

t
1
・z
-
s
h
・民・
l

i

'

aHJ
・
.?ιta--Hr

巾¥・
Jr

引けおい・・
.4.

・.

v
s
・-
a
L喝
占

s

・
.
・

曲

、

.

・

・

綱

旬

、

⑧ 



第 i節 縄文時代の検出議構とその遺物
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議4主言 語査の記録

の存在を示唆するものかもしれな ~ìO 遺構からは、 チップが出土している。

出土遺物は、接合資料 e両面調整素材 e ある。

(374窃375) 374は分割!療を素材にしたもので、 !二面担iJで、右から した

がある。 b面の左上と右下を結んだ線を輸にした、両甫i調整を意図したようである。 375は、

平坦な面をもっ河原石を素材にしたもので、両面調整石器 (373)iこ繰皮面のある多くの剥片

が接合する。 376には、両面謂整素材 (371)に自然面の付く表IJ片が接合。 377はc面上位のよ

うに、打点が磯皮面になるものがほとんどである。

(371) 扇平な河原石を素材にして、両側縁に粗い調整を施す。 a面の左側縁

は、幅のある諜皮面を打面として利用している。 b面からの折断がある。

両面調整石器 (373) 375の石核。槍状の先端部破片で、 b面からの折断がある。 両側縁の

調整は粗いが、形は整っているO

石箆 (372) 剥片素材と考えられ、刃部と基部を丸く整えているO 特に刃部は雨刃で、小型

の石斧にすべきかもしれない。

SXQ151 (第 196.201図、図版 23075)

上段で調査区中央のMD54区に位置い表土下約 0.7mの河道B堆積層上部で検出。総数は

27点で 1m xO.8mの広がりをもっO 特に、径0.3mの範囲で、は集中して出土している。

分布は O.lmの幅に収まる O 微細なチップ。は含んでいない。

出土遺物は石器のみで、掻器密削器がある。

掻器 (379) 横長針片でa国の底辺が践線的になるO ーとの縁辺は、南西からの調整で鋭利に

校 i二がる。

削器 (378) 横長まIj片で、 a面右下の側縁をi強い らの調整があるO 定形的な

可能性がある 0

S X Q154 (第 196号201図、図版

MD55 し、 0.7m 総数は

18点で、長紬1.8mx短事ru1.5mの楕円形の広がりをもっO 全体には、疎らな:在り方を示して

いる。中でも、東側の長軸0.7mx短lli由0.3mの範屈には集中して出土した。垂直分布は O.lm

のi幅に収まる。チップは含まない。

出土遺物には、石箆 a線刻!諜がある。

(380) 主主之
υ'_.) .oJ 0 

I ナ.~ ，?ノI士Jペマコ :::l弓三，~
V''-II-ソ 」、 しもはiJV"-

僅かな調整があるO 同面に!穣皮面を大きく残す。

線亥l]l穣 (381) 板状擦の片側lこ、!幅約 lmmの浅い線安IJがある。 はほ しており、

最大約 10cmの幅がある。 として使用した可能性があるO
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第4章調査の記録
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第 l節縄文時代の検出遺構とその造物

B 

MA53より南へ1m
rθJ 

8 

1 明黄褐色土(lOYR6/6) シルトを含む。しまる 0

2 策褐色土(10YR5/日) *1lI砂を含む。しまる。

3 ]立褐色土 (10YR5/6) 細fr:l、を含む。しまるO

4 黄褐色土 (10YR5/8) 車mfiJ、を含む。しまる。
5 策褐E'.土(lOYR5/6) 砂粒を合む。チップ出土。しまる 0

6 策褐色土 (10Y R 5/8) *-IH砂を含む。チップ出土。しまる。

司月賞褐色こと (10YR6/8) シlレトを含む。 しまる。

主2褐色土(10YR5/6) 細砂を含む。しまるO
9 明黄褐tsニ!こ(10YR6/8) 砂粒を含む。しまる。
10 ]竜褐色上 (10YR5/8) 絢砂を含む。しまる。

第 202鼠

11 黄褐色土 (10YR5/8) 磯を含む。しまる。

12 t立褐色二!こ(lOYR5/8) 細砂を合む。しまる。
13 明黄褐色こi二(10YR6/8) シルトを含む。しまる。

14 磯!国組1沙を含む。

15 磯層籾fiJ、を含む。

16 磯層粗砂を含む。

17 Iil整腸 粗砂を含む。

18 磯脳相砂を含む。

19 際R雪組砂を含む。

20 磯層粗砂を含む。

(20) S X Q 156 



第4章調査の記録
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SXQ151 

A 103.()rn 
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1 ~竜褐色ゴニ (10Y R5/8) 

資褐色土 (10YR5/8)

黄褐色土 (10YR5/8) 

4 貨褐色土 (10YR5/8) 

5 黄褐色土(lOYR5/8) 

6 J釘黄褐色土(lOYR6/8) 

7 J羽黄褐色土 (10YR6/8) 

8 茶褐色土(lOYR5/8) 

9 黄褐色土 (10YR5/8) 

10 J列車主褐色こと (10YR6/8)

11 品一褐魚十 (10YR5/8) 

12 黄褐色土(lOYR5/8) 

13 J切黄褐色土 (10YR6/8) 

14 ]定褐色土(lOYR5/8) 

15 ;竜褐色jニ(lOYR5/8) 

16 lijHを褐色土(10YR6/8) 

17 黄褐色土 (10YR5/8) 

18 竜褐色土(10YR5/8) 

19 ~竜褐色土(lOY R5/8) 

20 ~褐色土(10Y R5/8) 

21 明裁褐色土 (10YR6/8) 

22 ~立褐色土(lOYR5/8) 

23 策褐色土(lOYR5/8) 

24 黄褐色土(10YR5/8) 

25 策褐色土(lOYR5/6) 

26 黄褐色士(lOYR5/8) 

27 黄褐色土 (10YR5/8) 

28 黄褐色土 (10YR5/8) 

29 資褐色土(lOYR5/8) 

30 ~î~掲ち土 (10YR5/8)

31 貧褐fち土 (10YR5/8) 

32 茶褐色土 (10YR5//8) 

33 ~竜褐色二士 (10Y R5/8) 

m 

34 策褐色オニ(lOYR5/8) 

35 策総色土(lOYR5/8)

36 黄褐色土(lOYR5/8) 

37 策褐色土(lOYR5/8) 

38 

39 策褐色土(lOYR5/8) 

40 策褐色土 (10YR5/6) 

41 茶褐色土(10YR5/8) 

42 明黄褐色土(lOYR6/6) 

43 明黄褐色土(lOYR6/6) 

44 賞褐色土 (10YR5/8) 

45 黄褐色土 (10YR5/8) 

46 黄褐色土(lOYR5/8) 

47 J羽策褐色土(10YR6/6) 

48 ~竜褐色土(lOYR5/8) 

49 ~竜褐f0.土 (lOY R5/8) 

50 策褐色土(lOYR5/6) 

51 黄褐色土(lOYR5/6) 

52 黄褐色土 (10YR5/6) 

53 1竜褐色土(lOYR5/6) 

54 黄褐色土 (10YR5/8) 

55 礁周 *IH砂を含む。
56 礁周組f渉、を含む。

A 

57 j繰層

58 磯層

59 を褐色士 (10YR5/6)

60 磯層

61 磯!笥

62 磁!翠

63 j.立褐色土 (10YR5/6)

64 磯麗

6G j幾層

A 102.0111 

白白，
弘、匂

SXQ155 

203 ~窓 (21) S X Q 155寸前

8 

B 

102.0111 

101.0111 

100.0m 
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第4章調査の記録

S X Q 155 (第203図、区!版23)

上段で、調査広中央のMD54区に位置し、表土下約 1mの河道お堆積層下部の!諜層上面で検

出。総数は 26点で、約径1.4mの広がりをもつが疎らである O 垂直分布は O.lmのi福に収まり、

繰層の回出に沿うように僅かな高低差が見られる。チップは確認されなかった。

S X Q156 (第202図、図版23)

上段で調査区中央のLT52 し、 1.8mの河道A堆積層上部の砂層で検出。

取り上げ総数は 160点で、主に長軸0.6mx短軸O.4mの楕円形の狭い範囲に集中している。

垂直分布は平均O.lmでほぼ水平な状態を示し、石器集中範閣の下に窪みらしいものは認めら

れない。遺構は、多最のチッフ。が共伴する石器製作跡であるO

S X Q159 (第 196図、図版23)

上段で調査区中央のME55区に位置し、表土下約 1mの河道A堆積層下部の磯層上面で検

出。総数は 23点で、長軸 0.8mx短軸O.4mの楕円形の範囲に集中しているO 垂直分布は 0.05

mのi隔に収まるものの、東から西へ緩やかに傾斜する。チッフ。は確認されなかった。

SX色160(第 196.204園、図版23062)

上段で調査区中央のMD54区に位置し、表土下約 2mの河道A堆積層下部の!深層上回で検

出。総数は 11点で、長軸4mx短軸3mの範聞に疎らな在り方を示す。霊-直分布は 0.2mの

!隔に収まるものの、個々には高低差のばらつきが激しい。チップは確認されなかった。

出土遺物は、接合資料@両国調整素材ーがある。

接合資料.(382) 分厚い円盤状の河原石を素材にし、縁辺に組い調整がある O 両面調整素材

に、いくつかの剥片が接合する。

両面調整素材 (382) a面右上の側縁を除いて粗い調整がある。下位に同固からの折断があ

り、途中で製作を断念している。

SXQ161 (第203図、図版24)

上段で調査区中央のMA• MB54区に位置し、表土下約2.5mで河道A堆積層中位の礁と砂

膳の混在する}脅から検出。総数は 21点で、長軸1.3mx短軸 1mの楕円形の範聞に疎らに出

土した。垂直分布は O.lmのI福に収まり、水平な状態を示す。チップ。は確認されなかった。

3 前期

前期の遺構と遺物は、 中心;こ弧状の分布を示す。層位的には、

河道F堆積層から河道日堆積層までで、基本属位のrv層が中心と考えられるO 遺構の種類と数

は、竪穴住居跡2軒、竪穴状遺構1基、土坑 13墓、石器石材集積遺構 1ヵ所、焼土遺構 1

土器集中部1ヵ所、石器集中部8ヵ所であるO 遺物は、羽状縄文@条痕文の前期土器の外に、
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P 1 1 暗褐色土(10YR3/3) 炭粒を含む。しまる。

褐色土 (10YR4/4) 炭干立を合一む。 しまる。

黄褐色土(10YR5/6) しまる。

P 3 1 黒褐色土(10YR2/3) 炭粒を含む。しまる。

2 階褐色土 (10YR3/3) 炭粒を含むO しまるO

3 褐色卜今 (lOYR4/6i しまる Q

4 黄褐色土 (10YR5/6) しまる。

P 4 1 巳潟色土 (lOYR2/3) 炭牧を合む。しまる。

Il告褐色こ1'.(10Y R3/び) 炭粒を含む。しまる。

黄褐色土 (10YR5/6) 砂粒を合む。しまるo

4 情褐色;上(10YR3/市 炭t¥Lを含む。しまる。

l清潟tsこt(lOY R3/1) 炭粒を合む。しまる。
誠一褐色土(10YR5/6) しまるO

2む5密

第 i節 縄文時代の検出議構とその追物

一九

Q， 
P1 

P3 

I 100.2m 
つ ーーJー K 100 2 m 

づニ¥
P4 

@P3  

P4 

φ¥ M 100.0m N o 100.0m 

P5 P7 

zl 
/ Q 100.0m 

。一
/)¥ 

¥⑬「二
芝i

P 10 

¥ 

悶

P 11 

P 7 1 褐色こと(lOYR4/6) 炭粒を含む。しまる。

2 ~主褐色土(10YR5/6) しまる。

P 5 1 褐色土 (10YR4/4) 階褐色土、炭粒を含むo

P10 1 暗掲色土 (lOYR3/4) 炭粒を含む。しまる。

2 ~立褐色土 (10YR5/6) 砂粒を合む。しまる。

PII 時褐色土 (10YR3/3) 炭粒を含む。 しまる。

279-

H青褐色ー上 (10Y1そ3/4) 炭f立を含む。 しまる。

3 f品色-1二(10YR4/4) 炭杭を合む。 しまる。
4 黄褐色土(10YR5/6) 炭粒を含む。しまる。

5 褐色土 (10YR4/Gl 炭粒を合む。しまる。

( 1) S I 46 
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第4苦言 調査の記録

⑭ 

A 

C 。

C 100.0m 。

SK163 

l 褐色士 (10YR4/4) 隊、砂粒を含む。しまる。

日音褐色土 (10YR3/3) 炭化物を含む。しまる。

褐色土(10YR4/4) 炭化物、砂粒を含む。しまるo

4 暗褐色土(lOYR3/3) 炭化物、砂粒を含む。しまる。

第206

8 

I 黄褐色ニi二(10YR5/8) 炭粒を含む。しまり弱。
暗褐色土(10YR3/4) 炭粒を含む。しまる。

情褐色土(10YR3/3) 炭粒を含む。しまる。

4 褐色土(10YR4/6) 炭粒を含む。しまる。

5 暗褐色土(lOYR3/4) 炭粒を含む。しまる。

褐色土(10YR4/4) 炭粒を含む。しまる。

暗褐色土 (10YR3/3) 焼土、炭粒を含む。しまるD

8 暗褐色土 (10YR3/3) 焼土粒、炭粒を含む。しまる。

9 楕赤褐色土 (10YR3/4) 焼土を含む。しまる。

10 褐色土 (7.5YR4/4) 焼土、炭粒を含む。しまるo

11 黒褐色土(10YR2/3) 焼土粒、炭粒を含む。しまるo

12 褐色土(10YR4/4) 炭粒を含む。しまる。

13 黄褐色土(10YR5/6) しまる。

14 U音褐色土 UOYR3/4j 炭設をきむ。しまる。

(2) S I 46炉 e S Iく163

-280 
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第4章調査の記録

D41 

D46 

D53 
5cm 。

D43 

D45 

D47 

D51 

D50 勢判

¥凶¥
第208国遺構内出土遺物 (134)S I 46Cll土器

理経滋-η
劇部，;lJ 

l D52 



石鎌@石匙 e石箆等各揮の石器が出土しているO

( 1 ) 竪穴住居跡

S 146 (第205，..__，208肉、図版ト75)

第 I節 縄文時代の検出遺構とその遺物

下段で調査区南西端のML52053区に位置し、表土下約1.4mの河道日堆積層で検出。掘り

下げ途中で、焼土とその上の撹乱層より縄文中期の土器が確認されたものであるO 撹苦しで壁が

削平されているものの、辛うじて床面の一部曾柱穴@炉跡@焼土が見つかっている。遺構が確

認された時点で、当地区は島状に残された状態のため、すでに削平されてしまった柱穴もある

と思われるO 平面形は不明だ、が、現状のピットによる広がりは 4.7mx3.4mであるO 炉の掘り

方は、1.15mxO.9mの不整楕円形で、この北側には緩い傾斜部をもっO 深さは 0.5mと深い。

壁面は、南側で直角に隣り合う面を造り、外は湾曲している。直角に交わる面では、壁づたい

に仕切り状の溝が直角に巡る。その隔は約O.lmで、床からの深さは約 0.3mである。上部の

緩い傾斜部は、 SK163の関口部と考えられる。炉の覆土は、上位 0.2mまでは明確な焼土を

含むが、それ以下は焼土粒を含んだ暗褐色土で締まりがなし1。溝の覆土は、黒褐色土で焼土粒

を含まず軟らかい。炉の直下にはSK163が存在するので、二上坑の窪みを利用した構築と考え

られる。ピットはP1，-..，Pllまで検出した。その大きさは、 P1が0.25mx 0.25mで深さ 0.4

m、P2が0.3mxO.3mで深さ 0.2m、P3が0.3mxO.3mで深さ 0.5m、P4がO.4mxO.3m 

深さ 0.5m、P5が0.35mxO.3mで深さ 0.3m、P6が0.3mx 0.25mで深さ 0.5m、P7が

0.3mxO.3m深さ 0.2m、P8が0.35mx 0.25mで深さ 0.2m、 P9がO.4mxO.3mで深さ 0.3

m、P10が0.3mxO.3m深さ 0.25m、Pllは現状の径が 0.4m深さ 0.45mである。形態は円

形もしくは構円形で、覆土は暗褐色土が主体を占める凸との内、 P7 • P 9 e P 10は於ー穴と

は考えにくし1。焼土は炉跡を含んだ周りにあり、約2.5mx1 mの広がりがある。住居跡の南

東からは、ピットに近接して縄文前期の土器が出土しており、これが住居跡に伴うと考えられ

るO したがって、本住居跡の時期は、縄文時代前期に考えている。

出土遺物は、深鉢の縄文土器以外に、擦石@凹石の磯石器があるO

深鉢 (D32，-..，D57) D33，-..， D40、D41，-..，D49はそれぞれ同一個体である。 D32は、口縁部

と胴部の一部を欠損。口縁部は幾分波状で、口唇部はやや丸みをもっO 胴部中央からラッパ状

に外反し、そこから底部へは緩く広がる。口径19cm、底径13.5cm、器高22.3cmである。底

部は上げ底で、成形は粘土擦の周囲に粘土紐を巻き、その土に積み上げている。口縁部には僅

かな無文帯あり、以下にLの縄文を全部に施す。内面には工呉によると考えられるナデがあり、

底面は指頭圧痕の後削り込んでいる。色調は外部が樟色から褐色で裏面は褐色。内面には、煤

が顕著に認められるO 器厚は腕部中央で約 1cmである。胎士には 1，.....__2mmの白色粒が顕著

で、焼成は良好。 D33からD40の内、 D33e D34は口唇に刻み状の痕跡がある。箆状の器形

-283 
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P7 

シルトを含む。しまる。

地山粒を含む。しまる。

地山粒を含む。しまる。

地山土を含む。しまる。

地山土を含む。しまる。

F 

黒褐色土(lOYR2/2) 

黒褐色土(lOYR2/3) 

黒褐色土(lOYR2/3) 

黒褐色土 (lOYR2/2)

黒褐色土(lOYR2/3) 

E 102.7 rn 

P2 

∞∞品ーー

P3 

ロ

P5 

iヌ。
¥i 

E黒褐色土(10YR2/3) 池山粒を合む。しまる。

にぷい策褐色土(10YR4/3) 地山土を含む。しまる。

黒褐色土 (10YR2/2) 地山土を合む。しまる。

黒褐色土 (10YR3/1) 地山土を~1~~む。しまる。

黒褐色土 (10YR3/2) 地山土を合む。しまる。

しまる。

粗粒を含む。しまる。

地山土を含む。しまる。

地山土を含む。しまる。

黒褐色土 (lOYR2/2) 

黒褐色土 (lOYR3/2) 

黒縞色土 (10YR2/3) 

}jl~;褐色土(lOYR2/3) 

N 

P3 

M 102.6111 

S I 142， S K 140 竪穴住居跡(3 ) 第209図P7 



A 102.7m 

P9とSK140

H 

P4 

第 l節縄文時代の検出遺構とその遺物

B 

I 黒褐色土 (10YR2/2) 土tll山ニtを含む。しまる Q
階褐色ニヒ(10YR3/4) 池山土を合む。しまる。

黒褐色土(10YR2/2) 地山土、炭粒を含む。しまる。

祭褐色土(10YR2/3) 地山土、炭粒を含む。しまる。

黒褐色土(10YR3/2) 士協はl土、焼土粒、炭粒を含む。しまる。

褐色土(10YR4/4) 地山土を含む。しまる。

7 黒褐色ゴニ(10YR2/2) 地山土、焼土粒、炭粒を含む。しまるO
R 践総合十 (711Y R::l/::l) 鋭1111十

9 黒褐色土 (10YR3/2) 地u1土、焼土粒、炭化物を含む。しまる。

10 黒褐色土(10YR2/3) 地山土、焼二日立、炭粒を含む。しまる。

11 黒褐色土(lOYR3/2) 池山土、;焼二日立、炭粒を含む。しまる。

12 黒褐色土(10YR2/3) 地山土、焼土粒、炭粒を含む。しまる。

13 暗褐色土 (10YR3/3) 地山土、焼土粒、炭粒を含む。しまる。

I 102.7m J _!S_102.4m 1 

m P6 

し

l 黒褐色土(10YR2/1) シルトを含む。しまる。 P5

黒海色よ (10YR2/ノ2) 士富山土を含む。しまる。

黒褐色土 (10YR3/1) 地山土を含む。しまる。

暗褐色土(10YR3/3) 地山土を含む。しまる 0

5 黒褐色土(lOYR2/3) 地t11::iこを含む。しまる。

褐色士 (10YR4/6) 地LL!士、シルトを含む。 しまる。

i渚褐色土 (10YR3/心 地山:士、シルトを含む。しまる。

3 黒褐色土(10YR2/3) シルトを含む。しまる。

4 黒褐色丈(lOYR2/3) シルトを含む。しまる。

黒色土 (10YR2/1) シルトを含む。しまる。

灰黄褐色土(10YR4/2) シルトを含む。しまる。

7 黒褐色土(10YR2/2) シルトを含む。しまる。

目 黒褐色土(lOYR2/3) シルトを含む。しまる。

第210

1 黒褐色土(10YR2/2) 地山土を含む。しまる。

暗褐色土 (10YR3./.1) 池山土を含む。しまる。

褐色土(10YR4/4) 地山土を含む。しまる。

4 にぶい賛褐色土 (10YR4/3) 地山土を含む。しまる0

5 黒褐色土(lOYR2/3) 池山土を含む。しまるロ

( 4) S I 142， S K 140 
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第4章 調子号の記録

で、口縁部がやや外傾するO これらの器厚は 1cm内外である。色調は内外面共にぷい褐色土

で、外面に燥の付着がある。胎 1:-.は5mm前後の小石を合み、焼成は堅徴。 D32は大木 5式

に属す。 D41'"'-'D49 は、J1~j-.iú~tこ丸みがあり底部へ窄まるキャリバー状の形態で、地文にL

Rの縄文を施す。 LI縁は無文書で、制部 i二位には沈線や沈線状の列点文による区画文がある。

文様は渦巻きや曲線文で構成され、磨り消し文を多様する。これらの器厚は、服部で 5'"'-'10m 

m である。色弱は外面が掻色~にぷい褐色で、内部は灰自色である。内部には煤の付着が著

しし 1。胎土は砂粒が顕著で、焼成は不良。 D50はLRの縄文を施すが、日縁部で羽状を呈すo

D53には沈線と擦り消し縄文が、 D54には貼付文を認める。 D50"-'D 57は器厚が 5""10mm 

である。色調が褐色のものが多く、胎土には砂粒が日ー立つO これらの焼成は、 D53• D54が

良好な外は不良。これらの時期は、中期と考えられる。

擦石 (383) C D d面に擦った不明瞭な痕跡が認められる。

凹石 (384) a面の中央に田部がある。 b面の上位を擦っている可能性があるo

S I 142 (第209.210図、図版 1) 

上段で調査区南側のLT49 D 50区、 MA49• 50 し、表土下約0.3mのV属で、検出。

とV層の掘り下げ途中で、ピットおよび、焼土を含む士ー;坑等まとまった遺構が見っかり、個々

に精査を行った。その結果、炉跡を中心にした周辺に柱穴と考えられるピットが確認され、竪

穴住居跡と判断するに歪った。床面はV属中と考えられ、覆土と掘り込み面の予想されるIV麗

は黒色土で覆土と類似しているO そのために、プランを確認できないまま掘り進めてしまった

もので、壌の一部分も留めることができなかった。炉跡はSK140に切られている O 平面形は

不明だが、ピットによる広がりは 5.5mx4.7mで£る。住思跡からは、炉捗l基、土坑J!支の落

ち込み l基 (P8)、柱穴7伺 (P1'"'-' P 7)、炉跡を切り込んだピット 1個 (P9)を検出してい

るO 炉跡は長!拙 1mx短軸 0.8mの不整楕円形で、深さは 0.35mである。覆土は暗褐色系の

で占められ、すべてに焼土粒を含む。 P8は長軸 0.8mx短軸 0.7mの不整楕円形で、深さは

0.15，...__，0.2mである。覆土は黒褐色土が主体である。柱穴はP1 '"'-'P7まで検出した。その大き

さは、 P1が推定0.35mx推定0.35mで深さ 0.35m、P2が0.35mx 0.3mで深さ 0.2m、 P3

が0.6mxO.5mで深さ約 0.9m、P4が0.7mxO.55mで深さ約0.8m、P5が0.5mxO.4mで深

さ0.6m、P6が0.35mxO.3mで深さ 0.75m、P7がO.4mxO.3mで深さ約 0.65mである。形

円形もしくは楕円形で、黒褐色土が主体を占める。この内、 P3は東側にかなりの傾斜を

もち、 P4では根石として約 0.2mの擦2j個が揃えて置かれてあった。この外P9は、長iliffl1.2 

mx短剥10.75mで深さ約0.2mの不整楕円形である。覆土より、中部もしくは後期と考えられ

る大型の土器片が二している。覆土は黒褐色土主体である。

住居の炉跡からは、縄文があり繊維を含んだ仁器片が 1点11¥土したが、紛失してしまった。
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暗褐色土(10YR3/'3) 炭粒、砂粒を含む。しまる。

暗褐色土 (lOYR3//4) 炭粒、砂粒を含む。しまる。

暗褐色土 (lOYR:L，."4) 炭粒、砂粒を含む。しまる。
褐色土(lOYR4，/4) 炭粒、砂粒を含む。しまり弱。

褐色土(lOYR4/'6) 炭粒、砂粒を含む。しまり弱。

褐色土(lOYR3/'4) 炭粒、砂粒を含む。しまる。

}
'
t
e
-
-
:
2・

s
;
I
・
e
・

-
i
;
:
-

Z

2

3

3

 

i
s
-
-
3
:
 

1
・

1
E
i
-
-
-

j~とく集仁l' する部分

S X H19 竪穴状遺構(3 ) 第211函

o 25cm 
ニ==cl



調査の記録

. 
ー‘. ・，‘. 
-a 

“ . 

第4章

'. .・.
ー一

--
a' .，
 

合
狭〈集中する部分

や

-. 
，~ 

・-. . 
. ， 
・・ .' .・.・・.・・.・ 一千・・ . ー . 一 一ー

~" ，一 一ー.
， ..、‘~・.・. "' ・ー，~ . . ・ 2・・.-. .... . ・
・ 包，，' ." ， '~\. ・品 . 
・ - --.a主主・ 匂・.. -!_. .!そ包も ・・・
' ・a・・Z・~ー .. .. ""'..:守 . 

a..: 雫~，;，:、-，"l. .. .-.'. :~ -:....'" . .. .. 
.. a."'-!・6・2 ・・"・屯・'，'".. ， 一"_De_.B>.: ・

.・・・~・.，. ・.-‘・ ・・・ . . .-..:-.: ・j・も "長~ ... ..-. J"e 
-.. .. --・.屯'.A ・・.・....... ・

‘・ ー苧 ・v・.・"，'・・"・.. ...0 .. ・• ・Jい守・.奇~H 品雫'!o.， I __.s・・.、 .. a_ o. ••• 
.1" "ーも 司・・J、，'L'，"1， ¥.-て.・"・. ・・ ':._ ... 
¥... '"・・・ ・もL・・ 1句九.."..・. 網 . 

: ••• • •• -.:. i I ・.・，-.・;;.・.・
_. "'，...・・..~・ . ~ .・ . ~ 

.-_..-- .. 2.. ・
一ー・ ，.一・.・・・ ・ー・-・・. .. .. . . -... ....・ J ・.~ ，・.ー・.， I • : ・・ー~ ・・ ・ ・. ・"・ .-_8 - ..・・.-.・一一 ー・・ ・，.'・.'. ー ・・・・・ ・・・. .，・・.. .. _. ・・ ' ・ . ， .・ A ・・ ・. ， . ・・ ' ・. ・ ・. .・. ・・t ・・・ー・ ~ ・ . ・ 一.，・・・. ・ 8 ・ .ι  ・・. "・. ... .噌 ・ ・・ ・・- ・・ 一 ーー. ・ 6・. . ・ー・ . ・ 、. .-....... .: ・

. ー. _.:' '"・・.、.・.' ‘・. ・ ・・.一帯 ・・ 一ー. ・ 誠・.，・..:・干・.・ ・ . ・ー ・.. ..・!f _..... . " . ・ . . ・・ a・ v ・ .， ..  .. ..・・.，・ ー . 
.. '. ・白句・・ . ; . . ...・. ， 閉.. ， . ・ ・.・._. ..... .ー.，. . 
ー . ー...・・ ，" 1.  " ・ . 

・.'・， . -・←・.・.. . .・.ーー・・ .. . ー

.・・ ・.・. . .... . ー.・・ .・・一・ .・
.・ ・・一.・.".・ . . . 
・一， " . . . .・ . . . 
ヨ‘. . . . . . 

. 
' e 

- . . • "0  

.・・
.・

・

MJ 55 

φ 

臨
(
〉

c二コ 388く二ごフ 387 

J 

くごこ>386 

くコ 385

S X H19 (ヰ)

。。

212函



抑制点./7 
喝をう端的1け
も.%'~科 i，ti~ i I 

11ri 
a 

〈二二〉

b 

389 

く二>

くここミ

b 

一喝jU91
くこ〉

第 l節縄文時代の検出遺鵠とその遺物

ハハハハ
M

M

くコ
385 

(S=l/l) 

b
d
u
 

c
A
A
U
v
 

a

政
川
端
nu 

c

爪
川
ハ

M
W
V

九一輝

〈二二フ

こごこ〉

b 

ζ二〉
第213詔遺構内出土遺物 (135)S X H 19土器@石器

口。



第4言者 調査の記録

住居跡の年代はこの土器によっている。

(2) 竪穴状遺構

S X H 19 (第211"'-'213図、図版2&75)

下段で調査区中央西側のM154 • 55区に位置し、表土下約0.3mで河道G堆積層上部の暗褐

(第15関@-a層)で検出。竪穴状遺構には、これに伴う石器が集中して出土した規模は、

長軸2.4mx短軸1.9mの楕円形で、深さは約0.2mであるO 床は西側へ僅かに傾斜する。 北西

の援際より、長軸0.7mx短紬0.6mの楕円形で、深さ 0.15mの落ち込みを検出した。その東

側の壁際からは、 0.2"'-'0.25mで深さ約0.05mの浅いピット 2つを確認している。これらの覆

は、炭粒を少量含んだ砂質の暗褐色土であるO

石器集中部は、総数が 1，849点で、 5.5mx4 mの広がりをもっ O その中には、縄文時代の

土器片を僅かに含む。石器の集中は、竪穴状遺構を含むその腐りと北西部に顕著に認められる。

特に、後者は径0.3mの狭い範囲から多量に出土し、その垂謹分布から深さ 0.2----0.3mのピッ

トが存在したものと考えられるO 石器集中部は、竪穴状遺構に伴うと考えられることから、竪

穴状遺構で石器製作を行った可能性がある。

出土遺物は、深鉢と考えられる縄文土器片以外に、石鎌@石匙@削器の石器がある。

深鉢 (D58----D62) 胎土にはすべて繊維を合む。 D58eD59は同一個体で、外部にはRL

の縄文を施し、内面にはD61"D62と共に条痕文がある。 D61は簾状に見える痕跡で、横走す

る4本の条に撚り紐の痕跡が縦位に連続するO 条の節が交互に出現することから、横走する縄

文は複数の撚り紐に絡んだ縄の原体で、これを横に回転したものである。これらの器庫は、

D61 が 7--~8m誌、外は 7-__ '10m訟で£る。色調は丹、面が鐙色、内面が灰鴇色。胎土には、織

維の外砂粒を顕著に含む。焼成は不良。前期前半に属する。

石鎌 (385----389) 棒状でc面の先端は在に反るo 386----389は未製品と考えられるが、 386

はa極右側縁に樋状剥離があり彫器の可能性があるO

石匙 (390.391) 390は横長剥片で縦が短く、再利用したものであろう。側縁の角度は、 a

面左側縁が緩く右側縁は急である。 b面はトロトロして光沢をもっo 391は先端部の破片であ

るO

削器 (392) 横長剥片で、主にa面左側縁に調整がある。

( 3) 土坑

SKむ2(第214図、巻頭図版。

下段で調査区中央北西側のM161 し、 O.lmの河道F堆積層中位の黄褐色

土で検出。掘り込み面は、河道G堆積層中位もしくは上位(第15図の③もしくは②層)と考えら

れ、黒褐色土の円形プランとして確認。土坑は坑底の中央にピットをもっ形態で、平面形は下

290 
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第 1節縄文時代の検出遺構とその造物

l 階褐包ゴニ(lOYR3/4) 砂粒を含む。しまるo

黒潟色ゴ二(lOYR2/3) 砂粒を含む。しまる。

黒褐色土 (10YR2/l) 小鹿裂を合む。 しまる 0

4 黒褐色土(lOYR2/3) しまる。

5 ;;良褐色ニ!:::(lOY R2/3) 擦を合む。しまる。

目 黒褐色土(10YR2/2) しまる。

7 黒色:t(lOYR2/1) 磯を含む。しまる 0

8 黒褐色土 (lOYR2/3) しまり弱い。

9 黒褐色土 (10YR2/2) しまり~~1.、0

10 黒褐色土(10YR2/3) しまる。

11 黄褐色土(lOYR5/6) しまる。

12 ，!(!，~色土 (10YR2/1) しまる。

1 議掲色土 (lOYR5/8) frT殺を含む。しまる。

2 黄褐色ブロック (10YR5/8) 地tll粒安含む9

3 黒褐色土 (lOYR2/3) 磯、砂粒を合む。

4 在者褐色土 (10YR4/3) 砂粒を含む。 しまる。

5 黄褐色の地LLIフロ yク(10YR5/8) しまるO

6 If音褐o土 (10YR'1/3) 砂粒を含むQ しまるO
黒褐色土(10YR2/3) しまる。

A 

ム101.;:;m

黒褐色土 (IOYR2/3) 炭牧、砂粒を含む。しまる。

9 U音褐色土(10YR3/4) 臣撃を含む。 しまる。

10 I情潟B土 (10YR3/4) しまる。
11 褐色土 (10YR4/6) しまる。

12 暗褐色土のブロック (lOYR3/4) しまるD

13 鼓褐色のブロック(10YR5/8) しまる。

14 暗褐色のブロック(10YR3/め しまる。

15 I渚褐色のブロ yク (10YR3/4) しまる。

16 黒色土 (lOYR2/1) 砂粒を含む。しまる。

17 策褐色士(10YR5/6) 小説書、砂粒を含む。

1 黄褐色土(lOYR5/8) 砂殺を含む。しまる。

黒褐色土(10YR3/2) 様、砂粒を含む。しまる。

黄褐色ブロック(lOYR5/8) 砂粒を合む。しまる。

4 黒褐色土(10YR2/3) 炭村を含む。しまる。

5 ~黒褐色土(l OYR2/3) 炭粒、磯を含む。しまるO

6 ~良褐色土(1 0YR2/め しまるO

褐色土 (10YR4/4) しまる。

褐色土(10YR4/4) 炭粒を含む。しまる 0

9 褐色土(10YR4/6) しまる。

10 褐色土 (10YR4/め しまる。

II 泉尚色土 (10YR2/2) 砂村を含む。しまる。

12 褐色土 (10YR4/6) 砂粒を含む。しまるO

13 I務褐色土(lOYR3/4) しまる。

14 褐色土 (10YR4/6) しまるO

15 I清褐色土 C10YR3/3) 砂粒を含む。しまり弱。

第214国 ( 2) S K 02909穆10
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1 ~I;H.l\l色土 (10YR2/3) 炭殺を合む。しまるO

2 n奇褐色土 (10YR3/4) しまる。

3 階褐色土 (10YR3/4) しまる Q

4 暗褐色上 (lOYR3/，j) 炭化物、 E語、砂村を含む。しまる。

黒褐色ニiニ(lOYR2/3) しまる。

黄褐色二上 (10YR5./8) 炭化物を含むのしまり弱。

褐色 1-.(lOY R4/4) しまる。

褐色土(lOYR4/4) しまるO

9 褐色土 CIOYR4/6) 礁を含むD しまる。

A lOl.Om SK26 _.e._ 
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1 黒渇色土(lOYR2_/2) 炭粒を含む。しまる。

E音褐色土 (lOYR2/3) 炭粒を;};-むロしまる。

褐色土C10YR4/4) 炭枚、擦を含む。しまる。

i清褐色土 (lOYR3/4) 炭粒、擦を含む。しまる。

5 褐色土(lOYR4/4) 炭粒を含む。しまる。

6 黄褐色土(10YR5/8) しまるD

7 黒褐色土 (10YR2/め しまる。

l 表土

2 策褐色土(10YR5/8) しまる。

3 褐色土 (10YR5/6) 1線、砂粒を含む。しまる 0

4 黄褐B土(lOYR5/6) 礁を含む。しまる。
明黄褐色土 (iOYR6//8) 様、砂粒を含む。しまる。

6 ~竜褐色土(lOYR5/8) 磁を含む。しまるo

黒褐色土(10YR2/3) 炭粒、砂粒を含む。しまる。

褐色土 (10YR4/4) 砂粒を含む。しまるO

9 鴫褐色土(10YR3/4) 炭校、擦を合む。しまる。

10 黄褐色土(10YR5/8) 砂粒を含む。しまるo

11 褐色土(lOYR5/6) 炭粒を含む。しまるO

12 明黄褐色(10YR6/8) 際、 rrT村を含むりしまる。
13 黄褐色土(10YR5/8) 砂粒を含む。しまる。

14 黄褐色土(10YR5/8) しまるO

15 t竜褐色土(10YR5/ノ〆8) 磯、中山去を含む。 しまるO
16 黄褐色土 CIOYR5_/8) シルトを含む。しまるO

17 立褐色士 (lOYR5/8) 砂殺を合む。しまり弱。

18 Jl立褐色土 (10YR5/ノ6) 砂粒、シノレトを含む。 しまるO

。 2m 

第215図土坑 (3)SK14.15.26 



第 1節 縄文時代の検出遺構とその造物

端が直径約0.9mの不整円形を呈し、深さは 0.7mである。ピットは径約 0.15m、深さ 0.55m

であるO 土坑の底面は西側にやや傾斜し、壌は直線的に内側に傾斜するO 覆土は底面付近が黄

褐色土、他は黒褐色土で、占めるO ピットは、掘り方に 3つの細い杭を束ねたように挺えたもの

で、そこに地山を埋めて固定したと考えられる。

S K09 (第214図、図版3)

下段で調査区北西のMJ 60 0 61区に位霞し、表土下約O.lmの河道F堆積層上部の黄褐色土

で検出。掘り込み面は、河道G堆積層中設もしくは上位(第15閣のをjもしくは②層)と考えられ、

黒褐色士の円形プランとして確認。土坑は坑底の中央にピットをもっ形態で、平面形は直径約

0.8mの不整p]形を呈し、深さは0.85mである。ピットはやや南側に偏しており、径は約0.2m

深さは0.4mであるO 土坑の底面は西側にやや傾斜し、壁は上位の 2/3で訣れその下は袋状を

は中央が黒褐色のレンズ状を示し、ピット中は黒掲色土で軟らかい。

S K 10 (第214図、図版3)

下段で調査区北西のMJ60区に位置し、表土下約O.3mの河道F堆積層上部の黄褐色土で検

出。掘り込み面は、河道G堆積層中位もしくは上位(第15図の④もしくは②層)と考えられ、黒

褐色土の円形プランとして確認。土坑は中央にピットをもっ形態で、平面形は直径約 O.85m

の円形を呈し、深さはO.75mである。ピットは径O.lmx O.15m、深さ O.3mである。底面は

南側にやや傾斜し、壁の断面形はやや腕の張る筒形であるO 覆土は、中央が黒褐色土でレンズ

状を示し、ピットは暗褐色砂質土である。

S K14 (第215図、図版3)

下段で調査区西側のM1 57区に位置し、表土下約O.4mの河道F堆積層上部の黄褐色土で検

出。掘り込み面は、河遵G堆積層中位(第15図の④層)と考えられ、黒褐色土の円形プランと

して確認。平面形は長軸O.9mx短軸O.8mの略円形で、深さは 0.55mである。底面はほぼ平

坦。壁面は、東側が直立ぎみで{也はやや外{頃し、底面への移行は緩やかである O 覆土は上位に

暗褐色土、下位では褐色土と黄褐色土がレンズ状に堆積するO

S K 15 (第215図、図版3)

下段で調査区西側のM158区に位置し、表土下約O.2mの河道F堆積層上部の黄褐色土で検

出。掘り込み面は、河道GL't積層中位(第15図の④層)と考えられ、培褐色土の円形プランと

して確認。平面形は長軸1.65mx短軸1.55mの略円形で、深さは 0.35mである。底面はほぼ

平坦で、壁面は外傾し摺鉢状を呈する O 護士は壁際が黄褐色土で、{也は暗褐色土が主体である。

S K26 (第2151盟、図版4)

下段で調査区中央西側のM154 • 55区に位置い表土下約1.1mの河道F堆積層中位の培褐

(第15閣の⑤層)で検出。 M1 55北壁断面の調査で大半は消滅してしまい、辛うじて断面
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A 1uO.Om 

1 ff者褐色土 (IOYR3/4) 礁を含むロしまる。

黒褐色土 (10YR2/3) 際、砂粒を含む。しまる。

陪補色土(10YR3/4) 小礁を合む。しまるO

4 陪褐色土(lOYR5/6) 礁を合む。しまる。

黄褐色土 (10YR5/'6) 擦を合む。しまる。

黄褐色 i二(10YR5/6) 陪褐色二Lを含む。しまるo

ムト (SK74 I! k寸Il J) 立

ム 101.8111 旦

4 

臼

I 褐色土 (10YR4/6) 炭校、磯を合むロしまる。

i情褐色ニiニ(10YR3/4) 礁を含む。しまる。
黄褐色土 (lOYR5/6) 時褐色ことを合む。

4 tな褐色土(1UYR5/6) 擦を合む。しまる。
5 黄褐色二t(10Y R5/6) 踏褐色土を合む。しまる。

1 暗褐色土 (10YR3/3) 地山土、炭粒、砂粒を含む。しまるO

2 褐色土(10YR4/4) 階褐色土、砂粒を含む。しまる。

3 褐色土(lOYR4/4) 精褐色土を含む。しまる。

4 黄褐色こと(lOYR5/6) 砂粒を含む。しまる。

5 黄褐色土(lOYR5/6) 明策褐色土、砂粒を含む0

6 褐色土(10YR4/6) シルトを含む。しまるo

黄褐色土 (10YR5//6) 砂粒を合む。しまる。

黒褐色土(lOYR2/2) 地山土、磯を含む。しまるo

9 ~責褐色こと(10YR5/6) 地山粒を含む。しまる。

10 策褐色土(lOYR5/6) 池山粒を合む。しまる。

11 情褐色土(lOYR3/3) 地山土、砂粒を含む。しまる。

12 階褐色土(10YR3/3) しまる。

13 にぶい黄褐色ニヒ(10YR5/4) しまる。

14 ~立褐色土 (10YR5/6) 砂粒を含む。しまる。

15 策褐色ゴニ(10YR5/8) 砂粒を含む。しまるo

16 黄褐色土 (10YR5/8) 砂粒を含む。しまるO

17 Iこぶし 1黄褐色土(lOYR5/め 砂粒を含む。しまる。

18 葉褐色ニi二(10YR5/8) 砂粒を含む。しまる。
1 9 にぷい黄褐色士 (10YR5.. /，j) 褐色土、白色砂を含む。

20 にぶい黄燈色土(lOYR6/3) 砂粒を含む。しまる。

(ヰ) S K27.28，，69.74 
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司
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A lO1.7m 

SK47 

五日褐色土(10YR2/3) 焼土、炭校、僚を含む。 しまる。

褐色土(10YR4/4) 炭粒、礁を含む。しまる。

主2褐色土(10YR5/4) 際、砂杭を合む。しまる。
黄褐色土(10YR5/6) 砂粒を含む。しまる。

E音褐色土 (lOYR3/4) 僚を含むσ しまる。

!の

A 

A l02.2m 

1 黒色ごと (7.5YRL/'2) 後半_Ù~、砂粒を含む。

しまるO

2 儲色土 (10YR4/6) 砂粒を含む。

しまる。

B 3 黒褐色土 (7.5YR3/2) 地山粒、砂粒を含む。
しまるO

4 黒褐色土 (7.5YR2/2) 地山粒、 TrHすを合む。
しまるG

5 ~~~色土 (7.5YR2/1) 地山粒、様、砂粒を合む。しまる。

6 陪ー褐色土 (10YR3/め しまる。

B 7 黒褐色土 (7.5YR2/1) しまる。
8 I情褐色土(10YR3/4) 地山粒を含む。しまる。

9 I培褐色土 (10YR3/4) 地山粒を含む。しまる。

10 褐色土(10YR4/4) 砂1立を含む。しまる。
11 陪褐色士(10YR3/ノ3) 地LLI粒、炭粒を含む。しまるG

12 褐色土(lOYR4/4) 炭粒を含む。しまる。

1 黒褐色土 (7.5YR2/1) 地w粒、細殺を含むυ しまる。
2 黒褐色土(lOYR2/ノ2) 地山粒、砂粒を含む。しまる。

3 黒褐色土(10YR2/2) 地山粒、 1擦を含む。しまる。

4 黒色土 (7.5YR2/l) 池山粒、炭粒、砂粒を合む。しまり弱。

5 黒褐色土(lOYR2/2) :t也山牧、砂粒を含む、しまる。

6 階褐色土(10YR3/3) しまり弱。

7 黒色土 (7.5YR2/l) 地山粒、[(J、粒を含む。しまり弱。

8 黒褐色土 (10YR2/2) 地山粒、砂粒を含む。しまる 0

9 暗褐色土(lOYR3/勺1) 礁を合む。 Lまる。

10 褐色土 (10YR4/の しまる。
Jl 褐色土(lOYR4/6) しまるo

12 黄褐色 (10YR5/8) しまる。

13 褐色土(lOYR4，，/G) 粉粒を合む。しまる。

14 褐色ゴニ (7.5YR4/G) しまる。

。

第217関土坑 (5)S K47.WS.W9 

8 
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だけが確認できたものである。平面形は不明。底面は平i立で、壁は西側が急、に東側では緩やか

に立ち上がる。覆土は大きく、上部の黄褐色土と下部の暗褐色土に分かれるO

S K27 (第216図、図版4)

下設で調査区中央西側のM154区に位置し、表二上下約1.4mの同道F堆積層下部の黄褐色土

で検出。西側が河道Gの時iJ平を受けているため、掘り込み面は、持道F堆積属中位の暗褐色土

(第 15閣の⑥層)と考えられる。 中央に約O.lmのピットをもっ、培褐色土の円形フoランとして

確認。平面形は約長軸 1.25m><短軸1.1mの楕円形で、深さは 0.35mである。底面はほぼ平坦

で、壁面はやや摺鉢状を呈する。覆土は墜と底面倒が黄褐色士で、 レンズ状の堆積を

す。

S K28 (第216[盟、図版4)

下段で調査陸中央西側のM154区に位置し、表土下約1.4mの河道F堆積層下部の黄褐色土

で検出。 SK27同様、西側が河道Gで削平を受けており、掘り込み面もやはり河道F堆麓層

中位の暗褐色土(第15図の⑥層)と考えられる O 褐色土の円形プランとして確認。平面形は直

径約1.1mの円形と考えられ、深さは 0.25mであるO 底面は中央部がやや盛り上がり、壁面は

やや強い角度で立ち上がる。覆土は壁と底面側が黄褐色土で、レンズ状の堆積を示す。

S K47 (第216.218図、図版4)

下段で調査区中央西側のMJ 58 e 59区に位置い表土下約0.6mの河遵G堆積層上部の黄褐

色土で、検出。北東側はトレンチ調査で削平してしまった。黒褐色士aの楕円形フ。ランとして確認m

平面形は長軸1.2mx短紬0.85mの楕円形と推定され、深さ約0.2mである。底面はほぼ平坦

で、壁は外傾して立ち上がる。覆土は上位が黒褐色土、下位は褐色土が主体を占める。

出土遺物は、深鉢と考えられる縄文土器片が出土した。

深鉢 (D63"-'D66) 胎土にはすべて繊維を合む。 D63• D64は斜縄文で、 D64は内面に条

痕がある。 D65は羽状縄文を施す。これらの器厚は 7，......，10mmである。色調は権色から褐色

を呈す。胎土は良好aで、焼成はD64が堅搬な外は不良。前期前半に属すo

S K69 (第216図、図版4)

上段で調査区北西のM162 e 61区に位置し、 SK74に切られており表土下約1.3mのV

で検出。 暗褐色土の円形プランとして確認した。撮り込み商は、 SK10号 09• 02と等距離に

連続することから、これらの掘り込み面と同じ河道G堆積層中位もしくは上位と考えられる。

土坑は坑底の中央にピットをもっ形態で、平面形は長軸 1mx短軸0.9mの楕円形を呈し、深

さは 0.8mである。土坑の底面は平塩で、その中央のピットは径約0.15m、深さ 0.45mであるO

壁はやや外傾した筒状を呈す。護士は、暗掲色士が主体を占める。ピットの掘り方には、細い

3本の杭を束ねたように据えた痕跡があり、その周りに地山を詰め込んでいる。
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第 i節縄文時代の検出遺構とその遺物

S K 108 (第217図、図版4)

上段で調査区北西のMH• M 163区に位誼し、表土下約0.9mの同道F堆積層上部の暗褐色

土で検出。黒色土の|司形プランとして確認した。掘り込み面は、 SK 10 • 09 • 02 • 69と等距

離に連続することから、これらの掘り込み面と同じ河道G堆積層中位もしくは上位と考えられ

るO 土坑は坑農の中央にピットをもっ形態で、平面形は径 0.7mの不整円形を呈し、深さは

0.9mである。土坑の底面は平坦で、そのピットは径約0.15m、深さ 0.35mである。土杭の壁

はιl'央で活れ、断面はと部が符形を下部では譲形を呈す。覆土は、全体的に黒色土から暗褐色

土で占められるO ピット内には、杭を示す軟らかい 2つの筋の暗褐色土があるO

S K 109 (第217図、図版5)

上段で調査区北西のM1 • MH62区に位置し、表土下約1.4mの同道F堆積層下部の黄褐色

土で検出。黒褐色土のFY形プランとして確認した。掘り込み屈は、 SK 10 = 09需 02= 69と

距離に連続することから、これらの掘り込み面と同じ河道G堆積層中位もしくは上位と考えら

れる。土坑は、中央と坑外に21習のピットをもっ形態で、ある。平面形は長軸約 1mx短軸 0.8

mの楕円形で之、 V層からの深さは 1.05mである。中央のピットは荏 0.15m深さ 0.45mで、外

側のピットは径約O.lm深さ 0.05mである O 土坑の底面は平坦で、壁の断面は筒状を呈す。覆

土は下半が黒褐色土主体の層で、その中央には杭の痕跡が認められた。中央のピット内は、軟

らかい褐色土が主体的で、外側のピットは炭粒を含んだ踏褐色@褐色土である。

S K 163 (第206図、図版1)

下段で調査区南西端のML52区に位置し、表土下約1.9mでS146炉跡の掘り方直下で検

出。構築は河道日堆積層で、関口部は炉跡に切られ不明であるO 下端は、径 0.8mの略円形を

呈し、深さは約 1mであるO 底面は、端部が丸くほぼ平坦で、壁は断面が長い袋状を呈す。底

面より、約10cmの磯が 1点出土した。

(4 ) 石器石材集積遺構

S X S48 (第218• 223図、図版 15)

下段で調査区北西端のML61区に位置し、表土下約2.4mの河道G堆積層下部と考えられる

黄褐色砂質土で検出。総数は 17点で、 0.15"'-'0.2mの範閣で 2つのブロックに分かれる。

は約0.3111の距離があり、西側のブロックに大きい石器を合む。垂直分布は、東側ブロックの

方が0.05"-'0.lm低い。これらの約0.5m南の同一層からは、縄文土器の細片がいくつかまとまっ

て出土したが、脆く図化は不可能であるO

出土造物は、縄文土器の細片と、接合資料@まIj片の石器がある。

接合資料 (393.394) 393は横長剥片2偲の、 394は縦長剥片2倒の接合である。

奈iJ片 (395"'-'398) 395と396は横長剥片、 397と398は縦長剥片である。
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8 

l 耕作土

2 褐色土(10YR4/4) 黒色土を含む。しまる。

3 黄褐色土(10YR5/6) 黒色二七を含む。しまる。

4 精褐色土(10YR3/3) 炭化物、礁を含む。しまるo

5 褐色土(10YR4/4) 炭粒、小磯を含む。しまる。

6 1黒褐色土 (10YR2/3) 磯を含む。しまる。

7 策褐色土 (10YR5/6) 炭化物、礁を含む。しまる。

8 時褐色土(10YR3/4) 炭粒を含む。しまる。

9 黄褐色土(10YR5/6) 炭粒を含むo しまるo

10 暗褐色土(10YR3/4) 炭化物、磯を含む。しまる。

11 暗褐色土(10YR3/4) 炭化物、僚を含む。しまり弱。

12 褐色土(10YR4/4) 炭粒、磯を含む。

13 策褐色土(10YR5/6) 礁を含む。しまる。

14 にぶい黄綬色土 (10YR7/3) 策褐色土を含む。しまる。

15 暗褐色土 (10YR3/4) 黒褐色土を含む。しまり弱。

16 黄褐色土 (10YR5/6) 礁を含む。しまる。

17 ~を褐色土 (10YR5/8) 炭化物、礁を含む。しまる。

18 If部品色土(10YR3/4) 炭化物を含む。しまる。

19 褐色土 (10YR4/4) 炭粒を含む。しまるロ

円
ロ
マ
同
(
)
阿
川
町

1 ~民褐色土(10YR2/3) 炭粒、重撃を含む。 しまる。

2 暗褐色土(10YR3/3) 炭化物、磯を含む。しまる。

3 黒褐色土(lOYR2/3) 炭粒、僚を含む。しまるo

4 黒褐色土(lOYR2/3) 炭粒、礁を含む。しまる。

5 暗褐色土(10YR3/4) 炭化物、礁を含む。しまり弱。

第219国土器集中部 (2)SXP11 
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第 l節縄文時代の検出遺構とその造物

(5 ) 焼土遺構

S N08 (第223図、図版 11)

下段で調査区中央の南西側MG50 し、表土下約 1.2mの河道G堆積層下部隊層の、

と考えられる所で検出。不明瞭であるが、焼土と炭化物の範囲として確認した。平面形は、

約長軸1.1mx短軸0.7mの楕円形で、掘り込みは不明瞭であるO

( 6 ) 土器集中部

SXP11 (第219.220図、図版 14.76)

下段で調斉区北西のM15912互に{立雷し、表土下のがj道G堆積層上部で検出した。半円状の

窪地に、 した遺物が集中して出土した。東側に張り出している窪地は、

に半ドーナツ状の掲色土が巡るように確認でき、当初は竪穴住居跡と考えていた。しかし、

側に壌の立ち上がりが認められないこと、炉跡 e柱穴が確認できないこと等ーから、同然の窪地

と判断したものである。窪i告は、半円状の弧を除く部分の径が4.5mで摺鉢状を宝す。遺物の

総数は 471点で、接地に広がるように出土するが、底面の褐色土中から出土したものが殆どで

ある。

出土遺物は、深鉢の縄文土器片以外に、石錬 e石匙 e削器の石器がある O

深鉢 (D67~D79) D67"-' D75は、繊維を含んだ羽状縄文である。これらは、横位に回転し

た非結束縄文の組み合わせで、 D67とD72、D68とD69は同一信体である。 D67とD72は、

口唇直下の外面に約5mmの長さで弧に直角の刻み目をもつが、 D70では同様な斜めの刻み

がある。 D68とD69の口唇部には、 LR原体の斜縄文を施す。この口縁部の下には、 RL原

体の上端で端を強く押し付けた文様があり、その結果、二重口縁のように見えている。 D74

とD75の内面には、明瞭な条痕がある。 D76'""D79は斜縄文で、やはり繊維を含む。 D76は

口唇部が平坦で、ここに縄文を施したようであるO 内面はD77が条痕文、 D79が木口による

ナデ、 D78はナデであるO その外小破片で掲載していないが、 SXH19出土のD61と類似し

た簾状のものがあり、これは隣り合う原体の撚りが異なる。繊維を含み、器厚は 7'""10mm 

である。色調は外面が樟色からにぷい褐色で、内面はにぷい褐色のものが多い。 D68• D69 • 

D77"-' D79の胎土には、約 5mmの小石が含まれる。焼成は全般に良野で、特にD68e D69 e 

D75は堅撤である。時期は前期前半に属す。

石錬 (39ge400) 399は棒状で、 c面の先端が右に反る。両側縁に丁寧な調整がある o 400 

は、薄く底辺が三又に分かれる形態で、先端を欠損している。

石匙 (401.402) 401は底辺の一部に微小な剥離が見られ、そこが広い三角形状の形態であ

る。 a面左下位を欠損。同面右側縁の剥離は新しし '0 402は、つまみ部付近の破片であるO

削器 (403窃404) 403は、縦長剥片で三ヶ月形の形状を呈する。 a面右側縁は直線的で調整
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C 

命議予5

b 

ζフ
第 224盟選議内出土遺物 (139) S X Q20 

が細かく、同左側縁は弓成りで両面にやや粗い調整があるo404はa面のi両側縁に調整を施す。

(7) 石器集中部

も

SXQ17 (第221e222図、図版24e76)

ド段で調査区中央西側のM1570 58区に位置し、表土下約O.2mで河道G堆積層上部の暗褐

(第15図②層)より検出。取り上げ総数は 849点で 7mx4mの広がりを持ち、縄文土器

この内、南側4mx3mの範囲ではまとまった在り方を示し、それ以外は希薄で

あるO この集中している所は、さらに南北2つのブロックに分けられそうである。垂直分布は

0.3"-'0.4mと隔があるが、これは遺物が地形に沿って西側に傾斜しているためである。遺構は、

チッフ。を共伴している石器製作跡である。

出土造物は、深鉢と考えられる縄文士器以外に、

掻器@自IJ器 e凹石の石器がある。

e 石鍛 s 石箆 s 石錐:e 

深鉢 (D80~D82) すべてに繊維を合む。 D80は内外面に縄文がある。 D81とD82は同

一個体で、外屈には縄文があったようで内面は無文である。器)享は約 51111110 色調はD80が

内外出にぷい黄櫨色。 D81"D82の外面はにぶい黄樟色で、内面が日高褐色である。胎上は 1

"'-'2mmの砂粒が顕著で、焼成は不良。
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第 1節縄文時代の検出遺構とその遺物

両面調整石器 (405) 剥片素材と考えられる。両側縁の全体に調整があるが、 b面中央の南

側縁より下位では連続する調整があるO 特に同右側縁は直線的で鋭い。

石鎌 (406.407) 406は基部を欠損。先端は鋭く尖り、 a面の両側縁に連続した調整があるO

407は未製品で、縦の長さが短い石箆状を皇す。 b面からの折断がある。

石箆 (408--410) すべて横長奈IJ片を素材にするo 408と409は、両側縁の全体に調整があ

るが、 410a面の左側縁は素材面を残す。刃部は 3点共a面からの奉Ij離である O

石錐 (411) 南端が尖った断面三角形の形態で、下位の先端は正三角の断面を作り鋭い。 c

面の稜線は、両面からの調整でよく整えられている O

石匙 (4120413) 412は縦長奈Ij片を素材とい a面右側縁が直線的で同左側縁は弓成りであ

る。つまみ部の中央に、小さく剥離を施して二又状にしているo 413は下位の破片である。

掻器 (414"415) どちらも縦長剥片で、刃部は 414が幅広で415は細みになる。

削器 (416) 縦長奈Ij片で、 a面左側縁に細かな調整があるO 機皮揺が残る。

医!石 (417) 両面の同じような位置に、約 2cmの凹部がある。

S X Q20 (第2230224図、図版24076)

下段で調査区南西部のM150区に位器し、表土下約1.1mの持道G堆積層の上部と考えられ

る暗褐色土で検出。取り上げ総数は 1，259点で、約1.8mxO.9mの範囲に集中している。黍直

分布は 0.3mの幅があるが、地形が南西側に傾斜していることによる。遺構は、多量のチップ

を共伴している石器製作跡と考えられる O

出土遺物は石器のみで、接合資料 e鋸歯縁石器があるO

接合資料 (418.......，420) 418は3点、 419は4点、 420は6点が接合する。

鋸歯縁石器 (421) 縦長剥片で、両側縁に鋸歯状のノッチがある。ノッチは大きく、 a面在

側縁に 3つb商左側縁に 2つがある。

S X Q21 (第225.226図、図版24)

下段で調査箆南西部のM151区を中心にして位置し、表土下約1.2mの河道G堆積層の下部

と考えられる磯層(第15図@-d層)上回で検出。取り上げ総数は 103点で、約8mx6mの広

がりをもっO 特に北西部の径0.8mの範囲では、やや大きいまIj片を含んで集中して出土した。

垂直分布は、個別には約O.lmに収まるものの、全体に北側が高く南側が低い。これは磯層上

回の傾斜を反映したものであるO

出土遺物は石器のみで、石箆 e掻器 e百Ij器 e表Ij片があるO

石箆 (422) 横長まIj片で南側縁の両面に調整があるが、 a崩はやや大きく b面は細かし'0

掻器 (423) 縦長奈IJ片で刃部は丸く、 b面在に細かい奈Ij離がある。

削器 (424) 横長まIj片でa面の両側縁と、 b面の下位側縁に調整があるO 下泣側縁を刃部に
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した、掻器の可能性もあるo a面からの折断があるO

剥片 (425) 大型の横長剥片で、 a面下位の右側縁に約4cmのJ寧な剥離がある。

S X Q22 (第227.229図、図版24.77)

下段で調査区中央西側のMH55• 56区、 M1 56'""-'58区に位置し、高い所では表土下約0.5

mの河道F堆積層上部の暗褐色土で検出。取り上げ総数は908点で、約 13mx 7 mの広がり

をもっO 全体に疎らであるが、北側の径3mの範囲がより集中する。垂直分布は平均1mの!福

があるO これは包含層が、西側へ大きく額斜していることによる。

出土遺物は、深鉢と考えられる縄文土器以外に、両面調整石器 e円盤状石器 e e石鍛 e

石箆がある。

深鉢 (D83) 繊維を含み、外面は縄文、内面に条線丈のような痕跡がある。 は7mm

で、色調は内外面とも撞色から褐色である O 胎土は 1，..._.2mmの砂粒を含み、焼成は不良。

両面調整石器 (426.427) 426は両面調整石器と推定される。 b面の先端に未調整部分もあ

るものの、両側縁に比較的丁寧な調整がある。 a而からの折断で下部は欠損o427は略楕円形

で、全周に細かな調整があり、掻器にすべきかもしれない。

円盤状石器 (428) やや分厚く、全周に翌日い調整がある。 b面に磯皮面を残す。

(429) 短い細みの槍と考えられる破片であるO

石錬 (430) 薄い縦長剥片で両側縁に調整がある。下部を欠損するが、そこが最大幅である。

石箆 (431~434) 431~433 は横長まu片の素材である o 431はb面の両側縁に、角度のある

細かい剥離を連続させている。 432は、 a面の両側縁に角度をもっ調整がある。 433..434は小

型で未製品の可能性があり、 434は石鉱かもしれない。

S X Q43 (第225.229.230図、図版24077)

下段で調査区南西部のMJ 51 • 52区に位置い表土下約1mの河道G堆積層上部と考えら

れる暗掲色土で検出。 SXQ20包含膳と問じである。取りよげ総数は 1.079点で、 5mx4 

mの広さがあるO 分布状態は、南北に 2つのブロックがありそうである。霊A産分布は約 O.4m

のi福をもっ所もあるが、包含層の西側への傾斜が影響しているO 遺構は、多量のチップを共伴

している石器製作跡と考えられる。

出土遺物は石器のみで、南部調整素材 e石斧 s撞器 e削器があるO

両面調整素材 (437) 縦長表IjJ守で両側縁に粗い調整がある。

石斧 (438を439) 438は横長剥片で、 439は縦長まu片の可能性がある。両者とも刃部は丸く、

b面の主要剥離面を残したままで、 a面に丁寧な調整を施す。 438はa面右側縁の剥離を失敗

し、折提rrしたものである。 439はb面からの折!まrrで、上位を折損している。

掻器 (440) 横長剥片で、 下位側縁に一部だけ了寧な調整があるo a面上位右側縁の剥離を
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第1節縄文時代の検出遺構とその造物

失敗し、そこの打撃で折断している。

削器 (4410442) 両者とも横長奈11片で、 441はb面の両側縁に、 442はa固定側縁に粗い調

整があるO 後者のa面下端には、細かい剥離を施し刃部を形成した可能性がある。

S X Q44 (第228・230・231図、図版25-77)

下段で調査区中央の西側MJ 54---56区に位置し、表土下約0.5mの河道G堆積層上部の暗褐

色土で検I:H。取り上げ総数は 2.070点で 7.5mx5.5mの広がりをもち、縄文土器も少量含む。

分布状態は大雑把に、北側の 5mx4mと南側の1.5mx 1 mの2ブロックに分けられる。垂

直分布は一部を除いてほぼ0.2mの幅に収まるが、これらの分布している所はほぼ平坦な面を

皇す。遺構は、多量のチッフ。を共伴している石器製作跡である。

出土遺物は、深鉢と考えられる縄文土器以外に、石錬@石匙@石箆@掻器@凹石があるO

深鉢 (D84'""D98) すべてに繊維を含む。 D84e D85は、文様構成と傾きは若干異なるが、

口唇部が鋭角的で胎土@焼成が向じことから同一個体の可能性がある。 D84は口唇直下に、

短く斜めの押圧縄文があり、その下に撚りの緩い2本の押圧縄文がある。さらに、 LRの半置

半転を施す。 D85も口唇直下に短く斜めの押圧縄文があり、その下に、一部(右端)はD84

のような一段の押圧縄文で、それと並んだ所から下へはLRの半霞半転を行う。色調は外面が

にぷい褐色で、内面が浅黄櫨色。 D86• D87は同一個体であるO 口唇は鋭角的で、口縁以下

に異原体による横位の羽状縄文を施す。最も上にある斜縄文は、[J唇直下の斜めの刻みと組み

合って羽状を皇す。 D88.D89は同一個体で、巽原体による羽状縄文を構成する。内面には

指頭庄痕がある。 D90------D92は同一個体であるo D90は丸い口唇で、この直下の内外面に短

い!掘の縄文があるO さらに下の外面には、 D91• D92も含んでRLの縄文を施す。 D93'"'"'

D95は、 RLの斜縄文である。 D97'"'-'D99は底部の破片で、 D97.D98は丸底D99は尖誌で

ある。これらの内、 D84'"'"'D87 • D90の外面は、煤の付着が著しし、。これらの器摩は 7'"'"'9

mmである。色調は、 D90の外面とD91• D92の内面が褐灰色、内外面は樫色や浅黄樟色か

ら褐色である。胎土は、 D86• D87やD90'"'"'D92で砂粒を顕著に含む。焼成は、 D88e D89 

やD95が堅織な外は不良なものが多い。

有孔円盤 (D96) 長軸7.5cmX短軸5.5cmの不整円形で、 RL縄文の破片に穿孔したもので

ある。器淳は 8mmで、色調は内外面とも樫色である O 胎土には、繊維と 5mm以上の小石

を僅かに含む。焼成は良好。

石鎖 (443~448) 445~448 は未製品で、 443 は下位が 444 は c{立を欠損。

石匙 (449'"'-'451) 449は隔の広い先端の一部を、 450は幅の狭い上位を欠損。 451は、上位

がa面から下位をb面より折損しており、故意に折断した可能性がある。

石箆 (452) 縦長剥片の整った形で、 a函右側縁が直線的に同左側縁は弓成りになる。
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第4章調査の記録

掻器 (453) 不定Jf;で両側縁に粗いまIJ離が、 a出aの左上位と右…下位の側縁に細かく「寧なまfj

離があるO 前者は凸状で後者は[11]状である。

凹石 (454) 平坦な河原石に、大きめの凹みがあるO

S X Q45 (第232，，233図、図版25，，77)

下段で調査区中央の西側MJ 54'""56区を中心にし し、表土下約0.9mの河道G堆積層

の下部と考えられる (第 15関③ d屑)上回で検出。取り上げ総数は 294点で、 13mx 6 m 

の広がりもち、全体では疎な在り方を示す。 MJ54区には...30'""40cmの大型の燥が故意に置か

れたようにあり、周辺からは多量のチッフ。が出土している。垂直分布は最大 0.2mの!協に収ま

るO 遺構は石器製作跡であるが、大型の礁は石器製作時に台石として使用された可能性がある。

出土遺物は石器のみで、石斧@石箆@掻器@削器@二次加工ある剥片があるO

石斧 (455) 上位を欠損し、刃部は両刃で直刃状に整えている。両側縁と刃部は鋭い。

石箆 (456e457) どちらも三角形状の横長奈Ij片で、 456は両側縁と刃部に 457は両側縁に調

整がある。 457の刃部には、使用痕と考えられる微小剥離がある。

掻器 (458) 横長剥片で、 a面の右側縁に特に了寧な調整がある。

削器 (459.460) 459は分厚い横長剥片の素材で、 a面左側縁に約 90
0

の刃部がある o 460 

は本来木の葉形と考えられ、上位を欠損するO 両側縁に調整があり、 a面から折断している。

一次加工ある奈Ij片 (461) 両側縁に調整があり、 a面からの折断がある。

S X Q55 (第225図)

下段で調査区北西のML60 し、表土下約2.4mの河道H堆積膳の下部と考えられる

黒褐色土で検出。総数は 178点で、 2.2mx 1.5mの広がりがある O 垂直分布は西側を除くと、

約 0.15mのl福でまとまり、地形に沿った緩やかな傾斜を示す。

4 早期から前期

早期から前期に推定される遺構と遺物は、謂査区の南北に広く散在しているO 層位的には、

河道C堆積層から河道E堆積震まで、を中心としており、早期と前期の区別がつかないものを一

括している。遺構の種類と数は、集石炉1墓、焼土遺構1基、石器集中部5ヵ所である。遺物

は、前期と考えられる土器片や、石箆@掻器@削器@凹石等の石器が出土している。

( 1 ) 集石炉

S Q 105 (第234図、図版 10)

j二段で調査区中央の北側MBe MC58 し、表土下約O.lmのV層で検出。褐色士で、

黒褐色の円形プランとして確認した。深さ 0.3mの掘り込みを造り、この中に礁を充填させた

ものである。掘り方の平面形は、長軸1.35mx短車fH1.15mの楕円形で、底面は緩く

-318 
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A 日
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SN16 A 

A 100.5m 8 

MG55より北へ2m
ィト西へ1m

A101.5m 

黄褐色土 (lOYR5/8) 暗赤褐色土、砂牧を含む。しまる。

暗赤悔色土 (5Y R3/6) 炭称、 frj、村を合む。しまる。

黄褐色土(10YR5/6) 砂粒を含む。しまる。 SXQ03 

第 1節 縄文時代の検出遺構とその遺物

l 黒褐色土(lOYR2/3) しまる。

2 暗褐色土(lOYR3/4) 

県ぽい土、隊、シルトを含む。しまる。

3 褐色土(lOYR4/6) 

炭化物、シルトを合む。しまるO

4 黄褐色土(lOYR5/8) 

シルトを含む。しまる。

• • •• • 

合色 ( 

も匂jd且
P 

8 

1..:..，1 ・・"

第 234圏集石炉(7)，焼土遺講(3 )，石器集中部 (28) SQ105， SN16， SXQ03 
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第 i節縄文時代の続出逮捕とその造物

は摺鉢状を呈す。{離は掘り方上位に集中し、 5'"'-'20cmの扇平なものが多くほとんどが亦く焼

けているO これらは乱れた状態にあり、破砕したものも比較的目立つO 覆+iま!こjJ{立が褐色士、
上位が黒褐色土である。

( 2 )焼土遺構

S N 16 (第234図、図版11)

下段で調査区中央やや南西のMF53 し、表1".下約1.1mの河道C の

で検出。不明瞭であるが、焼土と炭化物の範間として確認した。平面形は、約長lj!HJ1.4m x 

軸1mの楕円形と考えられ、掘り込み面は不明瞭。 は砂質である。

( 3) 石器集中部

S X Q03 (第233.234図、図版25)

下段で調査区中央やや西側のMG55 し、地表面下約O.lmの河道DeE堆積層上部

の黄褐色土で検出。総数は54点で長軸1.3mx短軸O.7mの広がりをもつが、これより約 2m

商から出土した石器も含んでいるO 中央部には、約10cmの礁が2点出土している。集中部で

の掘り込みは確認できなかった。垂直分布では、一部のまとまりが低い所で出土しており、ピッ

ト状の掘り込みがあったかもしれない。

出土遺物は石器のみで、尖頭状両面!穣器@石錐がある。

尖頭状両面機器 (462) 両面磯器でb面は素材面を利用し、主にa直iに調整を加えて尖った

両刃を作り出す。握り部としての上部は厚く重量があり、使用時には威力があるO 遺跡よりい

くつか出土しており、定形的な石器であろう。

石錐 (463) 横長剥片の素材と考えられ、先端の断面は三角形状に尖がる O 両側縁に角度の

ある調整を施すが、初めにやや粗く次に細かく丁寧な謁整を施す。

S X Q24 (第235図、図版25)

下段で調査区中央やや北西のMH58"'-'60 し、表二!二下約O.lmの河道E堆積層 F部の

褐色土を中心に検出。総数は 127点で12.5mx 3 mの範囲があるOこのi福は、河道E士倖措!語の

褐色土のi隔に規制されたものであるO 垂直分布の高低差は1.7mあるものの、これは褐色土が

、l福で急激な傾斜を示すことによるO そして、各グリッド毎の垂直分布では、高い東側から
低い西側にかけて相対に摺鉢状を皇す。遺構は、チップが目立たないことと石器のばらつきか

ら、石器製作跡とは言えない。

S X Q87 (第235，，236図、図版25)

上段で調査区北西部のMJ63区南東杭付近に位置し、表土下約1.8mの河道E

られる黄褐色士で検出O 総数は41点で、径約1mの範囲に集中している。

であるが、西側に傾斜している包含属の影響もある。

と考え

はO.4m
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縄文時代の検出遺構とその造物第 1節
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第4主主 調査の記録
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第 1節縄文時代の検出遺構とその造物

出土遺物は、接合資料のみであるO

接合資料 (464) b面が最も広い平坦面となる大型の河原石で、いくつかの分割!離を核にし

て剥片を得ているo a面の左上では、連続的な奈IJ離が見られるO

S X Q138 (第237"-'242図、図版25060077)

上段で調査区中央のMC52，......，54区、 MD53，-，....55区、 ME54 0 55区に位置し、表土下0.2"'-'

0.3mのV層を中心に検出O 取り上げ総数は 207点で、 14mx 9 mの広さがある。こでは 10.-....

40cmの擦が比較的目立ち、僅かに前期の土器片を含む外後期の土器も含んでいる。垂直分布

は最大0.6mで特に南側で淳く、北側ではそれが薄い。このことと、前期の土器がMD54区よ

り南東側の上位を占めていることから、大きく南東側の前期と北西側の早期に、分布域が分け

られそうである。

出土遺物は、深鉢と考えられる縄文土器やミニチュア以外に、接合資料@両国調整石器@

箆 e石錐 e右匙 e掻器 e削器 e二次加工ある若IJ片ー凹石"1穣石器の石器がある。

深鉢 (D100) やや外反する口縁部で、口唇部に刻みがあるO 口唇直下に、 RLの結節をも

っ横位の回転を施すO 結節聞は一部に押圧縄文を認めるが、基本的に無文帯である。内面には

指頭庄痕がある。器)享は6mmo 色調は内外が樺色で、胎土には砂粒を僅かに含む。焼成は良

好。時期は前期と考えられる。

ミニチュア (D101) 深鉢の胴部破片で、底径2cm、現存高4cmであるO 中央にRLの縄

文を施し、横位に棒状工具で磨り消しを施す。内外面には煤が付着しているO 器厚は 4mmo 

色調は内外面褐色で、胎土には砂粒が顕著であるO 焼成は良好。時期は晩期であるO

接合資料 (465=466) 465は片側が平坦な河原石の分割磯で、分厚い横長奈lj片をa面の下位

より連続して奈lj離している。 b面は分割面で、 a面と平行した摂理面であるo 466は、磯皮面

のある大型剥片が接合したものO 表面が 2'"'-'3 cmにわたり柔らかい頁岩で、中央の堅い部分

に到達するために表面を粗割りした可能性がある。

両面調整石器 (467) a面の右側縁が直線的で、同友側縁が弓成りを呈す半月形状であるO

両側縁には丁寧な調整がある。 b面からの折断で下位を欠損。

石箆 (468~470) 468.470は、横長表lj片で主要剥離面を大きく残すが、 469は全面に剥離が

及ぶ。 468は甲高で、両側縁の諮整はa面側にある。 4690470では両面から調整を施す。

石錐 (471) 先端の断ー面が四角形状で、側縁のやや粒い調整に対して先端側に細かい調整が

ある。先端が尖っていないことから未製品と推定した。

石匙 (472) 横長剥片で、両側縁に丁寧な調整があるO 先端のa面右側縁に樋状奈IJ離と思わ

れる痕跡がある。つまみ部は横に長く、頭部は水平で a面の自然、面に対してb面は細かく了寧

な剥離がある。



第4章調査の記録

掻器 (473"-'476) すべて横長剥片で、片面に丁寧な調整があるo 473.474は縦に長く、 475

は円形、 476は四角形である。刃部は 473・474が丸く、 475.476では直線的である。

削器 (477.478) どちらも縦長剥片で、 477は片側に 478は両側縁に調整がある。 478のa

面右側縁は角度の鋭い刃部である。

二次加工ある剥片 (479.480) 479は縦長で480は横長の剥片であるO

凹石 (481，-....，486) 481 '-""'484は細長く、 483の棒状のものを除いて扇平である。 485も扇平

で楕円形である O これらは、連続した長い痕跡を残す。 486は円形で分厚し )0 すべて南部に凹

みをもっo 482は上位右側縁を中心lこ、亦く焼けた帯状の痕跡があるO

機芯器 (487) 見ためより軽い円盤状の礁で、 目指のa.b面に鼠詣状の痕跡がある O

S X Q143 (第235.242図)

上段で調査区中央の南側MC51@52区に位置し、表土下約 0.5mのV層で検出。総数は 60

点で、南側の小ピットを含む8mx4mの範囲から僅かに!擦を含んで出土した。ピットは長軸

0.5mx短軸0.3mの不定形で、深さは 0.5mである。覆土は暗褐色土。ここからは、ややまと

まった石器が出土しているO

出土造物は石器のみで、石核@二次加工ある剥片がある O

石核 (488) d • e面に平坦な磯皮面があり、これらを主として打面に利用しているO

二次加工ある剥片 (489) 縦長剥片で、 a面上位にノッチがある。

5 中期

中期の遺構と遺物は、調査区の西端部の狭い範囲から集中して検出した。層位的には、河道

I堆積層中より出土している。遺構の種類と数は、集石炉l基、焼土遺構8基、土器集中部1

カ所であるO 遺物は、深鉢等の大木8式土器の外、石鎌@石血等の石器が出土しているO

( 1 ) 集石炉

S Q54 (第243.244図、図版 10.78)

下段で調査区西端のM057区に位置し、表土下約2.9mの河道 I堆積層中位で検出。黄褐色

砂質土で暗赤褐色の焼土として確認した。焼土は長軸0.7mx短軸0.35mの広がりを示し、長

軸は北東 南西の方向をもっO この下に幅約0.5mで摺鉢状の掘り方があり、径約 20cmの肩

平なものを主体に約20個の焼けた擦が集中する。この北西側には扇平な磯数個が縦に、反対

の南東側では東側へ開くように 1偲の礁がそれぞれ据えられていた。このことから、関口部は

北東側と推定される。護士は炭粒を含み、上位が極培赤色褐土、下位が褐色土である。

出土遺物は、炉石に手Jj}用された石市{の破片がある。

石血 (490) 楕円形の精巧な作りで、 i擦を掘り込んで削ったものである。周囲は約 2cmの

ハυ
つd
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E者褐色土 (lDYR3，/3) 炭粒を含む。しまり弱。

I清褐色土(lDYR3，/4) 焼:士、 lii粒を合む。しまる。

暗赤褐色こi二(10YR:3/6) D:t粒を合む。しまるむ
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業褐色こと (lDYIi.5//6) 炭あ/を含む。しまる。

策褐色土(l:)yR5，，/6) 炭粒を含む。しまる。

SN40 

8 

8 

__6_ 99. 5m 

S Q 54， S N 12. 40. 41 

暗褐色土(10YR3/3) 焼土、炭化物を含む。しまる。

葉褐色土(lOYIi.5/6) 焼二七、炭申立を含む。 しまり弱。

褐色土 (lOYR4/6) 炭粒を含む。しまり弱。

策褐色土(lOYR5/6) 焼土、炭粒を含む。しまる。

褐色土(lOYR4/6) 焼土、炭粒を含む。しまり弱。

黄褐色土(lOYR5/6) 焼土、炭粒を含む。しまり弱。

黄褐色土(lOYIi.5/6) しまる。

褐色土(lOYIi.4/6) 焼土、炭粒を含む。しまる。

8 

SN41 

石組炉，焼土遺構(4 ) 

も

@ 

A 

|第243図

1 極時赤褐色土 (5YIi.2/4) 炭粒を含む。しまり弱。

2 褐色土(lOYR4/6) 極暗赤褐色土、炭粒を含む。しまる。
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第4章調査の記録

幅で縁取りがあり、その上面から約 2cm下がった所に使用面がある。底部からは、緩く丸み

をもって立ち上がるO 下位の破片は炉跡出土のもので、縁沿いに害状の赤く焼けーた部分がある。

( 2 ) 焼土遺構

S N12 (第243.245図、図版78)

下段で調査区西端のMN56区に位置し、表土下約3.1mの河道I堆積層中位で検出。黄褐色

砂質士:で、炭化物を含む培赤掲色士の焼土として確認した。平面形は、約長軸1.5mx短軸

0<9mの不整彰でミ覆十白は薄く月てよった担り方はないc

出土造物には、深鉢の縄文土器があるO

深鉢 (D102"-' D 106) D 102"-' D 106は同一個体である。推定口径は約 24cm、推定高約

29cmである。口縁部には4つの波頂部があり、胴中央部より底部へ窄まる形態で、口縁部と頚

部には貼付文による装飾がある。口縁部には波状文が、頚部には2本の平行線文を施し、この直

下の波頂部には渦巻文があるO 胴部には、全面にLRの縄文を施し、所々l福が狭い縦の磨消し

があるO また、底部から約2cmの幅は磨きによる無文帯で、縄文の謄消しも認める。内面に

はナデを施す。外面に煤が付着する。器厚は胴部で 4.........， 5mmと薄い。色調は内外面が浅黄

樫色から褐色で、胎土には細砂を多量に含む。焼成はやや不良。 時期は大木8b式の範鴎であるO

S N40 (第243図、図版 11)

下段で調査区西端のMN56区に位置し、表土下約2.1mの河道I堆積層中位で検出。黄褐色

砂質土で暗赤褐色土の焼土を確認した。掘り方の平面形は、長軸1.7mx短軸 0.9mの不整楕

円形で、深さは約0.15mである O 床面はほぼ平坦で、中央西側に径約0.2mの窪みをもっ O 壁

は、長紬側で摺鉢状を呈す。焼土は掘り方とほぼ震なるが、顕著な部分が西側の一角にある O

覆士は、炭粒を含んだ赤褐色系の砂質土が主体であるの

S N41 (第243図、図版 11)

下段で調査区西端のMN56区に位置し、表土下約 2.2mの河道 I堆積層!こj二l位で検出。黄褐色

砂質土で暗赤褐色土の焼土を確認した。掘り方の平面形は、長軸1.35mx短軸 0.85mの楕円

形で、深さは 0.2mである。床面にはやや凹凸があり、壁は西側を除いて摺鉢状を呈す。焼土

は掘り方とほぼ重なるが、顕著な部分は西側に片寄る O 覆土は、約 1cmの炭化物を含んだ赤

褐色系の砂質土が主体であるO

S N49 (第246図、図版 11)

下段で調査区西端のMN57区に位置し、表土下約3.1mの河道I堆積層中位で検出。黄褐色

砂質土で培赤掲色の焼土を確認した。掘り方の平面形は、 1辺が約 1mの隅丸正三角形状で、

深さはO.lmである。底面は西鶴に傾斜し 3つの窪みがあるが、本来中央と 3つの隅に丸い窪

みがあったのかもしれなし1。壁は摺鉢状を呈す。覆土は焼土が東側半分に片寄り、その西側に

-334-



A 。巳コ B 

SN49 

A 98.5 rn 8 

自音赤褐色こと (5YRil/4) 炭化物、砂粒を含む。 しまる。

岩手褐色土 (5Y R4/8) 1定称、砂手伝を含む。 しまるO

褐色土 (10YR4/6) 炭化物、砂校を合む。しまるO

争
A : ン立

SN51 

~99.5m 2 B 

策褐色土(lOYR5/8) 焼土、砂粒を含む。しまる。

i清褐色土 (2.5YR3/3) 炭校、砂粒を含む。しまるO

階赤褐色土 (2.5YR3/4) 炭粒、砂粒を含む。しまる。

4 にぶい赤褐色土 (2.5YR4/4) 炭粒、砂粒を含む。しまるO

5 にぷい黄褐色土(10YR5/4) 炭粒、砂粒を含む。しまる。

A 

SN53 

f2._ 98. 3 m 8 

2m 

第 1節 縄文時代の検出追構とその培物

8 

SN50 

~98.6m 8 

1 I後赤掲f百ト (5Y R3/6) 炭牧、砂紡を含むりしまる。

2 r-!¥l色土(10YR4/6) 砂粒を含むO しまる。

4区~ヘ
丘間企JJB

1 褐色土(10YR4/4) 

2 極赤褐色土 (5YR3/4)

3 赤褐色土 (5Y R4/8) 

SN52 

B 

4 極暗赤褐色土 (5YR2/4) 

5 極!清赤褐色土 (5YR2/4) 

6 褐色土 (lOYR4/6) 

川 55よりいや

SXP42 

。

第246~認 焼土濯構 (5)，土器集中部(3) S N 49'"'-'53， S X Pヰ2

~ 

m 
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a b 

第 247~ヨ 遺構内出土遺物 (153) S X P42 

くこ二二二〉

a 

〈二〉

a 

ζコ

lB 

b 

491 
(S=l/l) 

b 

b 

@石器， S X P04e65， S K 140土器



第 i節縄文時代の検出追構とその造物

は炭化材が目立つO

S N50 (第245.246図、国版 11.12.78)

下段で調査区間端のMN57区に位置し、表土下約3mの河道 I堆積層中位で検出。

{沙質土で培赤褐色の焼土を確認した。掘り方は大小2つのピットを残すのみで、床面は西損IJに

傾斜し壁面などは不明である。ピ y トは、長軸O.65mx短ili由0.45mと長軌O.4mx短軸 0.25m 

の楕円形である。焼土はピットを覆うようにしてあり、約O.lmの厚さがある。

出土遺物には、深鉢の縄文土器がある O

深鉢 (D107'""D 110) D107'""D110は、同一個体である。推定口径は約 16cmで、

約14cmである。日縁部には左右非対称形の突起があり、それは 3つあった可能性がある。

体は、緩いキャリパー状の形態で、日唇部には沈線状の区画による段が付く。突起の内面には

裾巻文が、外面下位には丸し 1貼付文がある。文様はLRの縄文に、頚部では5本の平行沈線文、

胸部では縦位に円周の 116位の間!痛で3本の平行沈線文が施される。縦位沈線文を含む所々に、

磨消縄文があるO 器厚は胴部で 5"'-'7mmである。色調は内外国がにぷい黄櫨色から精褐色

で、胎土には砂粒が顕著であるO 焼成は良好。

S N51 (第246図、図版 12)

下段で調査区西端のMN55• 56区を中心に位置し、表土下約 2mの河道 I堆積層上位で検

出。暗褐色土で赤褐色土の焼土を確認したが、半分程を削平してしまった。掘り方の平面形は、

長軸約1.7m x短軸O.8m以上の不整形で、深さがO.lmと浅い窪み状を呈す。底面は東側に緩

く傾斜し、壁は不明瞭。焼土は掘り方とほぼ震なるO 覆土は、炭粒を僅かに含んだ赤褐色系の

砂質土である。

S N52 (第246園、図版 12)

下段で調査区西端のMN56区 し、表土下約3.3mの河道 I堆積層中位で検出。黄褐色

砂質土で暗赤褐色の焼土を確認したが、一部掘り過ぎている。掘り方の平面形は、長軸1.4m

以上×短軸約O.7mの不整形で、深さが約O.1mであるO 底面は西に緩く傾き、西側に径 0.2"'-'

O.25mの2つの窪みをもっO 焼土は掘り方とほぼ重なる。覆土には炭化物を顕著に含み、極i詩

褐色土が主体である。

S N53 (第246図、図版12)

下段で調査区西端のMN56 し、表土下約3.3mの河道 I堆積層1=1=1位で検出。黄褐色

砂質土で、lf音赤褐色土の焼土を確認したが、西側の一部を掘り過ぎているO 掘り方の平面形は、

約長軸1.1mx短軸0.6mの不整形で、深さが0.05mと浅い窪み状

し、援は摺鉢状である。毒十に

( 3) 

は東側に傾斜

ある。
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S X P42 (第2469247盟、図版 14.78)

下段で調査民間端のMN54区に位置し、表土下約2.3mの同道 11ft積層中位で検出。黄褐色

砂質土で土器片の集中する範問として確認した。ほぽ 1個体分の鉢形土器が細かに砕け、かっ、

土器の外1mが北と南側の端に分かれた状態で出土した。 りながら土器の裏Wj;ly;中央側

に集合していること、口縁部が両側に底部が東側にまとまることから、横倒しの完形品が土正

で押し潰されたものと考えられる。その広がりは1.4mxO.8mで、これに石鍍が伴う外東側の

近くからまIJ片{--i**1点が出土している。

出上造物は、鉢や浅鉢の縄文土器以外に石鉱がある。

鉢 (D111) 口径35cm、底径 16cm、器高 29.5cmであるO 口縁の平面形が、明瞭な橋円形

になるほど大きく歪む。口縁部が内湾し、服部と口縁部の境に最大径をもつもので、そこから

平底の底部まで直線的に窄まるO 文様はLR縄文の地文に、沈線と経帯による渦巻文(蕨手状)

や区画文を施すO 口縁部と腕部上位の文様は、最大径で上下に 2分されるO 上段は横位に展開

する渦巻文と、その間に縄文が充填された横長の楕円形文で構成され、それぞれ7つの単位が

あるO その一面には、異なる渦の組み合った横C字形の渦巻文(左が中央から外側へ左回りの渦、

右が中央から外側へ右回りの渦)がある。これに基本を置くと、その左渦巻き側へは左回りの渦

きが連続して展開するO 下段にはよ段の渦巻文に対応して、縦位に垂下する沈線と隆帯の区

間内に渦巻文がある。この渦巻きは、ほとんどが右回りである。ただし、上段で基本に置いた

C字形の渦の中央と対峠する所の下段の渦巻きだけは、左回りである。これらの関係は、 C

形渦巻文側が正面、その反対側が裏面であることを意味する可能性がある。内面には、胴部で

横位の平滑なナデを施す。器厚は胴部で 1cm内外である。色調は主に、外面と内閣上位が浅

黄楼、内面下位が暗褐色であるO 胎土には、砂粒を多量に含む。時期は、大木 8b式期であ

る。

浅鉢 (D112 e D 113) これらは、推定約4cmの底径から大きく開いた形態で、 υ113は口

縁部であるO 口陸部は破損するが、!盗帯は概ね口唇に沿ったものと考えられる。これ以下には、

細かい縦位や斜めの沈線文が密に施されるO 降帯部分に赤彩を認める。内面はナデを施し、器

厚は体部で 5mmである。色調は外面の一部が浅黄撞で、他は煤の影響もあり褐灰から黒色

を呈する。器)享は 5，......， 7mmである。胎土には細砂が顕著で、焼成は不良。時期は、 D111と

の共伴より大木8b式期と考えられるO

石鉱 (491) 三角形の小さなもので、 は平坦である。

6 縄文時代で時期不明

縄文時代で時期不明の遺構と遺物は、調査区の東西の端を除く全域に広がっている。
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SK04 

AIOl.5rn 8 

1 黒褐色土 (10YR2/2) 暗褐色土を含む。しまる。

褐色土 (10YR4/6) しまるO

黒色土(10YR2/1) しまり弱。

4 黒褐色土(lOYR2/3) 暗褐色土、車fH粒を含む。しまる。

5 祭褐色土(10YR2/3) 細粒を合む。しまる。

6 Eゑ褐色ごと(10YR3/2) 際を含む。 しまる。

階褐色土 (10YR3/3) 燥を含む。しまる。

褐色土 (10YR4/6) 炭化物、炭化菜、砂粒を含む。しまる。

8 

SK13 

A 101.6111 B 

1 黒褐色土(lOYR3/2) 炭粒、礁を含む。しまる。

黒褐色土 (10YR2/3) 黄褐色土を含む。しまる。

黒褐色土(10YR2/3) 磯を合む。しまる。

4 暗褐色土(10YR3/4) 地山粒を含む。しまる。

5 褐色土 (10YR4/4) 黄褐色土、小際、砂粒を合む。しまるC
6 1計局色二1:(10YR5/6) しまる。
黄褐色土 (10YR5/8) しまる。

íP，~褐色土(lOYR3/匂) 擦を合む。しまり弱。

9 裁褐色土 (10YR5/6) しまるG

10 黄褐色土(10YR5/6) 砂粒を含む。しまり弱。

11 I情褐色こと (10YR3/3) しまり弱。

第 I節縄文時代の検出遺構とその造物

A 101.4111 8 

1 然褐色土 (10YR2/3) 池山手立を含む。しまる。

w，褐色土(lOYR2/3) 地山粒を合む。しまり弱。

糞褐色ニヒ(lOYR5/6) しまるO

4 11電褐色士 (lOYR5/6) 黒褐s土を含む。 しまる。
言竜褐色土 (lOYR5/6) 黒褐色土を合む。しまるO

策褐色土(10YR5/6) しまり弱。

8 

A 101.2111 B 

I 暗褐色土(lOYR3/3) 黄褐色土を含む。しまる。

階褐~土(10YR3/4) 黄褐色二とを含む。 しまる。

暗褐色土 (10YR3/4) 黄褐色土を含む。しまるo

4 黒褐色土(10YR2/2) 策褐色土を含む。しまる。

i情褐色土(lOYR3/4) 黄褐色jニを含むO しまる。

黄褐色土(lOYR5/6) I渚褐色土を合む。しまるO

m 

248函土坑 (6)SK04.05.13.18 
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には掘り込み面が不明であるが、覆土や造物等から縄文時代と考えられるものを一括した。遺

構の種類と数は、士坑23基、柱穴状遺構7基である。 造物は、深鉢の縄文土器の外、石箆、

掻器等の石器が出土している。

( 1 ) 

S K04 (第248図、図版4)

下段で謁査反中央問担IJのMH54医に位置し、 O.lmの黄褐色土で検出。掘り込み面

は不明で之、里掲f五十の同形プラント Lで確認 Lた門平市形は得約 O.9m の円 ff~で、深さ 0.6m

の袋状を呈する土坑であるo )氏面は西側へ健かに傾斜している O 壁面は北西側で直立している

外は、底面から連続的に湾曲しているO 覆土は黒褐色土が主体で、上位ほど黒さを増す。

出土遺物は、擦石の石器のみである。

(492) 両両と c側縁の一上位に接り屈があるo

S K05 (第248図、図版5)

下段で調査区中央西側のM155 し、表土下約0.2mの河道G堆積層上位の黄褐色土

(第15図の③層)上面で検出。掘り込み面は不明で、黒褐色土の丹形プランとして確認した。

面形は長軸0.9mx姫軸O.75mの不整楕円形で、深さは O.25mである。底面は中央に緩く傾斜

し、壁面は短軸側でやや狭い摺鉢状を長す。覆土は底面付近を除いて黒褐色土である。

S K 13 (第248図、図版5)

下段で調査区中央西側のMH55区に位置し、表土下の黒色土を僅かに除去した河道F堆積

層上位で検出。掘り込み面は不明で、黒褐色土の楕円形プランとして確認した。平面形は長軸

1.25m x短軸O.9mの楕円形で、深さは O.3mの袋状を呈す。底面の中央やや北側には、長さ

O.3mxl幅O.25mx深さ O.2mのピットをもっO 底面にはやや凹凸がある。壁面は底面から連続

して内湾するが、南西側ではほぼ直立するO 覆土は、ほぼ均一な黒褐色土が主体を占める。

S K 18 (第2481君、図版5)

下段で調査区中央の西側M156区に位置し、表土下約O.4mの河道G堆積層上位の黄褐色土

(第15図の③層)上面で検出。掘り込み面は不明で、暗褐色土の円形プランとして確認した。

平面形は直径O.95mの略円形で、深さは O.3mである。底面は中央に緩く傾斜し、壁面は全体

に摺鉢状を呈す。覆土は底面付近を除いて黒褐色土である。

S K25 (第249図、図販の

ド段で調査区中央西側のMト MJ57 し、表土下約O.lmの河道G堆積麗上位の黒

(第 15図の①層)で検出。 MJライン西壁の断面調査で確認できたもので、東側の大半が

沼滅する。平面形は径1m以上で、深さ 0.85mの円形もしくは楕円形である。底面は壁際で

湾出し、壁は外傾する。覆上は上位で暗褐色上が、 下位では黄褐色上が主体で大きく 2分する

-340-
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A lu1.0m 

SK25 

l 黒褐色土(lOYR2/2) 炭粉を含む。しまる。
2 婿褐色土(10YR3/4) 炭粒を含む。しまる。

8 

3 にぶい黄褐色ニ!:(lOY R5/4) シルトを含む。しまる。
明策褐色土 (10YR6/ノ8) しまるO
黄褐色土(10YR5/8) シルトを含む。しまり弱。
6 策褐色土(10YR5/8) シルトを含む。しまり弱。
黄褐色ニ!:(10Y R5/6) しまる。

策褐色ニ!:(10Y R5/6) しまるo
9 婿褐色土(10YR5/6) 小擦を含む。しまるo

A 8 

SK64 

_6_ 103.0 m 8 

黒色こと(10YR2/1) 納粒、シルトを含む。しまり弱。
黒褐色二七(10YR2/3) 絢粒、シル卜を含む。しまり弱。
3 婿褐色土(10YR3/4) 締粒を含む。しまる。
4 褐色土(10YR4/4) 綿粒を含む。しまる。
5 黄褐色こ!:(lOYR5/8) 絢粒を含む。しまる 0
6 黒褐色土 (10YR2/2) 納粒を含む。しまる。
7 黒褐色土 (10YR2/3) シルトを含む。しまる。

第 i節 縄文時代の検出追構とその造物

A 

_6_ 102.9m 1 J~ 

1 にぶい黄褐色こiニ(10YR4/3) 砂粒、シルトを含む。しまる。
2 にぶい策褐色土(1OYR5/4) 砂牧、シルトを含む。しまる。

10 黄褐色土(10YR3/4) 小磯、砂粒を含む。しまるo
11 黄褐色土(lOYR5/8) しまる。
12 褐色二!:(10Y R4/4) 炭粒を含む。しまる。
13 耕作土

14 黒褐色土(10YR3/2) 炭粒を含む。しまるo
15 1竜褐色土(10YR5/6) 砂粒を合む。しまるO
16 明黄褐色土(lOYR6/8) 砂粒を含む。しまる。
17 褐色土(10YR4/4) しまる。
18 黒褐色土 (10YR2/3) 炭粒を含む。しまる。
19 褐色土(lOYR4/4) しまる。

~ 102.9m 8 

黒褐色土(10YR2/2) 細粒、シルトを含む。しまる。
黒褐色土(10YR2/2) 納粒、シルトを含む。しまるO
3 黒褐色土(10YR2/3) シルトを含む。しまる。

苅
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-fj)8 

A 1り3.0m 8 

i 泉純色土 (10YR2/ノ2) 地山土、炭粒、砂粒を含む。しまるo

2 黒色土(10YR2/1) :I:t!l山土を含む。しまる。

3 黒褐色二i二(lOYR3/2) t也，1jゴこを含む。 しまる 0

4 黒褐色土 (lOYR2/2) 地山土を含む。しまる。

@ 
A 

A l03.0m 

1 ぷ色ニヒ(10YR2/1) 炭校、燦を含む。しまる。

2 黒褐色土(lOYR2/2) 池山土を含む。しまる。

B 

8 

A ¥¥ j _e 

、、でーーザ/' SK112 

A 102.~)m B 

l 黒色土 (10YR2/1) 池山土、炭粒を含むo しまり弱。

2 黒褐色土(lOYR2/2) 地山土を含む。しまるO

3 黒褐色土 (10YR2/2) 地山土を合む。しまる。

瓦ノハ¥
I L ¥' r-- ¥¥ 

A ¥(寸 B
、¥ I 1 
川 11
¥1 I 
'l / I 
¥'-、ノ〆/

\品、ででづそ~/ SK119 

A l02.5m 8 

1 黄褐色土 (10YR5/6) しまるO

黄褐色土(lOYR5/6) しまる。

黄褐色土 (10YR5/日) しまるO

。 m 

第250国土坑 (8) SK1Î1~113.119 
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ことができるG

S K58 (第249図、図版5)

上段で東側調査区北東のLR54区に位置し、 V}語で検出。北側でSKP59と近接しているG

掘り込み国は不明で、にぷい黄褐色土の円形プランとして確認。平面形は長軸 0.7mx短軸

0.6mの略円形で、深さは 0.2mであるO 誌面には凹凸があり、壁面は西側が外傾し東側は内傾

する。覆土はにぷい黄褐色土で占められる。

S K64 (第249図、図版6)

上段で東側調査区中央やや北のLT55南東杭付近に位置い で検出。 北東側で SKP

65と近接する。風倒木の西側で黒色土と地山を切り込んでいるO 撮り込み酉は不明で、黒色

土の円形プランとして確認。平面形は径0.95mの略円形で、深さは 0.3mである。底面は長軸

0.6mx短軸0.25mの略楕円形で、それに接した東側には棚状の落ち込みをもっO 壁面は全体

に摺鉢状を呈すO 覆土は大きく、上位の黒色土と下位の暗褐色土に 2分できる。

S K72 (第249図、図版5)

上段で東側調査区中央のLT53区に位霞し、 VI層で検出。掘り込み面は不明で、黒褐色土

の楕円形フoランとして確認した。平面形は長軸0.9mx短軸0.6mの略楕円形で、深さは 0.2m

である。底面は溝状の惰円形で狭く、壁面は摺鉢状を呈す。覆土は、底面まで黒褐色土で占め

られる。

S K74 (第216図)

上段で調査区北西のM1 61-62区に位置し、 V層で検出。 SK69と切り合うが、先後関係は

不明。掘り込み面は不明で、 H音褐色土の楕円形フ。ランとして確認。平面形は推定長軸1.6mx 

1.3mの楕円形で、深さは 0.2mと浅い。誌面は中央に緩い傾斜を示すようで、壁面は摺鉢状を

覆土は暗褐色土主体の層で、壁際は褐色ことであるO

SK111 (第250図、図版6)

上段で調査区東側のLP53区に位置し、 VI層で検出。北側でSKP76と近接する。掘り込

み面は不明で、黒褐色ニヒの円形プランとして確認した。平面形は上端が長軸 0.8mx 0.75mの

l略円形、下端が長軸1.05mx短軸0.9mの楕円形で、深さは 0.5mである。底面は下端から中

央に緩く傾斜し、壁面は強く内傾するO 覆土は中央ほど黒く黒色土を呈し、他は黒褐色土で占

めるo

S K 112 (第250図、悶版6)

上段で東側調査区中央やや北のLT55区 し、 V層で検出。掘り込み面は不明で、

褐色士の円形プランとして確認した。平面形は長軸0.85mx短軸0.75mの略楕円形で、深さは

0.35mである。底面は比較的平坦で、壁面は特に北東側が内傾した台形状を呈す。覆土は上位



第4章調査の記録

企〈

_d_lOl.6m 

l 黒褐色土(lOYR2/3) しまり弱。

2 婿褐色土(lOYR3/3) しまる。

A 

A 

A 

_6_102.4m 

¥ 
¥ 

SK131 

8 

8 

SK133 

8 

14 15 

A ~) 干¥8 

~102.4m SK132 s 

l 黒色土(lOYR2/1) 地山土を含む。しまる。

2 ゑ褐色土(10YR2/2) 地山土を含む。しまる。

1 黒褐色土 (10YR2/3) 地山二七を含む。しまるo

2 暗褐色土 (10YR3/4) しまる。

1 黒褐色土(lOYR2/3) 地山士、細粒を含む。しまる。

暗褐色土(10YR3/3) 地山土、細粒、シルトを含む。しまる。

黒褐色土(10YR3/2) 砂粒、シルトを含む。しまる。

黒褐色ニヒ(lOYR2/3) 地山土、シルトを含む。しまる。

黒褐色土(10YR2/3) シルトを含む。しまるo

6 婿褐色土(10YR3/3) 地山土、細粒、シルトを含む。しまる。

黒褐色土(10YR2/3) 地山土、砂粒、シルトを含む。しまるo

策褐色土 (lOYR5/6) 池山土、シルトを含む。しまる。

9 培褐色土(lOYR3/4) 池山こと、シルトを含む。しまるO

10 黒褐色土 (10YR3/2) 地山土、砂粒、シルトを含む。しまる0

B 11 暗褐色土 (10YR3/4) 地山土、車!日常立、シルトを含む。 しまる。

12 褐色ニt(10YR4/4) 地山土、炭粒、納粒、シルトを含む。しまる。
13 黒褐色土(10YR2/3) 地山土、シルトを含む。しまる。

14 暗褐g，土(lOYR3/4) 地山土、細粒、シルトを含む。しまる。

15 にぶい策褐色土(lOYR3/4) 砂校、シルトを含む。しまるロ

16 1清褐色土(lOYR3/3) 地山土、総粒、シルトを含む。しまる。

17 黒褐色土(10YR2/3) 池山土、納粒、シルトを含む。しまる。

18 黒褐色土(10YR2/3) 地山土、細粒、シルトを含む。しまる。

19 黄褐色土(10YR5/6) 地山土、細粒、シルトを含む。しまるG

問

第 251国土坑(g) S K 131 '"'"' 135 
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下位は底面まで黒褐色土である C

S K 113 (第250図、図版6)

t段で東側諮査区北側のMA56

第 i節 縄文時代の検出遺構とその遺物

し、 V層で検出。掘り込み面は不明で、黒色土の

円形プランとして確認した。平面形は長軸1.4mx短軸1.2mの楕円形で、深さは O.4mであるO

底面は平坦で、壁面は大きく外傾して立ち上がる。覆土は黒色土が主体で、底部には黒褐色土

が薄く堆麓している。

S K 119 (第250図、図版6)

上段で調査区北西端のMH63区に位置し、表土下約O.5mのV層で検出。掘り込み面は、 W

}麗の可能性があり、黄褐色土の円形プランとして確認した。平面形は径約O.8mの不整円形で、

深さは0.55mである。底面にはやや凹凸があり、壁は一部を除くと袋状を呈す。覆土は、黄

褐色土が主体であるO

S K 131 (第251図、図版6)

上段で調査区中央やや南東のMB51区に位置し、 V層で検出。 SK132と切り合い、それよ

りも新しい。掘り込み面は不明で、黒褐邑土の楕円形フ。ランとして確認。平面形は長軸1.2m

×短軸O.95mの略楕円形で、深さはO.15mであるO 底面は中央が緩く濯み、木の根と考えら

れる多くの凹凸があるO 壁面は摺鉢状を呈す。覆土は上位が黒褐色土、下位が暗褐色土であるO

S K 132 (第251図、図版7)

上段で調査区中央やや南東のMB51区に位置し、 V層で検出。 SK131と切り合い、それよ

りも古い。掘り込み面は不明で、黒褐色土の不整形7
0

ランとして確認。平面形は長軸約 1.4m

×推定短軸O.95mの楕円形の可能性があり、深さは O.15mである。底面は凹凸が激しく、壁

面は摺鉢状に立ち上がる。覆土は、黒褐色土が主体を占めている。

S K 133 (第251図、図版7)

上段で調査区南東側のLR47 @ 48区に位置し、河道C堆積層 t部で検出。西側が突出して

いるが、掘り過ぎと考えられる。掘り込み聞は不明で、黒褐色土の不整形プランとして確認し

た。平面形は長軸O.9mx短軸O.8mの略楕円形と考えられ、深さは O.lmと浅い。底面にはや

や凹凸があり、壁面は摺鉢状を皇す。覆土は上位が黒褐色土、下位が暗褐色土であるO この上

面で掘り方の中央やや南側には、約20cmの扇平な磯が水平な状態で出土した。

S K 134 (第251図版、図版7)

調査区南側斜面のMF46 e 47区に位置し、表土下約1.1mの河道D堆積層で検出。南側の S

K135と切り合い、それよりも新しい。黄褐色砂質土で暗鴇色土の円形プランとして確認。

面形は長軸1.2mx短軸 1mの楕円形で、深さは0.5mである O 底面はほぼ平坦で、北から南

側にかけて僅かな傾斜をもっO 壁面は、北側で内傾し南側では外傾して立ち上がる。護士は暗



第 4章調査の記録

日一「一ー¥ム

/一「一¥
¥ 

一」
8 宅刀zB 

A 102.6m 

SK144 

8 主 102.6m SK145 
8 

1 黒色土(lOYR2/1) シルトを含む。しまる。

2 黒褐色土(lOYR2/2) 地山土、シルトを含む。しまるO

長良褐色土(10YR2/3) 地山土、シルトを含む。しまるo

黒褐色土(10YR3/2) 地山土、シルトを含む。しまる。

5 灰褐色土(lOYR4/2) 地山土、シルトを含む。しまる。

A 

1

1

1

 

b

J

/

 

4事
/ 
/ 
/ 

/ 
/ 
/
 /
 /
 /
 /
 /

 

SK146 

~ 102.2m 

i にぶい黄褐色土(lOYR4/3) 池山校、シルトを合む。しまる。

i立褐色土 (10YR5/G) 池山粒、砂粒、シルトを含む。しまる。
黒褐色土 (10YR2/3) 地山枚、シルトを含む。しまる。

1 黒色こと (10YR2/1) 地山土、シルトを含む。しまる。

黒褐色土(10YR2/3) 地山土、シルトを含む。しまる。

黒褐色土(lOYR3/2) 地山土、シルトを含むO しまるo

4 にぶい策褐色土(10YR5/4) 池山土、シルトを含む。

しまる。

5 にぶい黄褐色土 (10YR5/4) 士tlJ山土、シルトを含む。

しまるυ

6 黒褐色土(lOYR2/3) 地山土、シルトを含む。しまる。

B 
A (( 1¥ B 

、ひ'-， ./グ SK147

~ 102.6m B 

物揚物
8 

1 暗褐色土(lOYR3/3) 地山土、シルトを含む。しまる。

黄褐色土 (lOYR5/6) 地山粒、シルトを含む。しまる。

褐色土(lOYR4/4) シルトを含む。しまるO

4 明黄褐色土(lOYR6/6) 地山土を含む。しまる。

4 ~ゑ褐色こt (lOY R3/2) 池山粒、車lU粒、シルトを含む。しまる。

5 黒褐色土(lOYR3/2) 地山粒、シルトを含む。しまるo

階褐色土(lOYR3，ノ/3) 地山粒、シルトを含む。しまる。

黒褐色土 (10YR2/3) 地山粒、シルトを含む。しまるO

8 暗褐色土(lOYR3/3) 地山粒、シルトを合む。しまる 0

9 黒褐色土(10YR2/3) :it!!LLI粒、シルトを含む。 しまるO
10 にぷい策褐色土 (lOYR4/3) 地山粒、シルトを合む。しまる。

11 黒褐色土 (10YR2/3) 地山校、シルトを含む。しまる。

12 黒褐色土 (10YR2/3) 地山枝、ンルトを合む。しまるo
m 
13 楕褐色土(lOYR3/4) 地山粒、シル卜を合む。しまる 0

14 褐色こと (10YR4/6) シルトを含む。しまる。

第252図土坑 (10)S K 144'"'"'147 
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第 l節 縄文時代の険出遺構とその造物

褐色土を主体とするが、南側の下方で褐色土が目立つO

造物は中央より、長さ 25cmXI幅10cmの擦が底面i;二密着して出上した。

S K 135 (第251図、図版7)

調査区南側斜面のMF46区に{立置し、表土下約1.2mの河道D堆積層で検出。 北側の SK

134と切り合い、それよりも古い。黄褐色砂質土で暗褐色土の円形プランとして確認。平面形

は長車fh1.1m X短軸0.8mの婿円形で、深さはO.lmと浅い。底面はほぼ平坦で、 jとから南側に

かけて明瞭な傾斜をもっO 壁面は摺鉢状を呈す。覆土は暗褐色土を主体とするO

S K 140 (第20ge247図、図版78)

上段で調査区南側のMA49区に位罷し、表土ド約O.3mのV層で検出。 SI 142炉跡を切り

込んだ、黒褐色土の楕円形プランとして確認。平面形は長軸1.15mX 0.8mの不整楕円形で、深

さは0.2mであるo )底面の中央より壁へ、緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土を主体とするO

出土遺物は、深鉢の縄文土器である。

深鉢 (D114) 口縁部がやや外皮し、やや張りのある腕部上位より底部へ緩く窄まるO 全面

にRLの縄文を施すが、底部付近で磨り消す。内面は丁寧なナデを施す。 は6，..._， 8mm 

で、色調は内外面が浅黄櫨である。胎土には 1'""2mmの砂粒が顕著で、焼成はやや不良o

S K 144 (第252図、図版7)

上段で調査区中央のMD54区に位置し、 VJ雷で検出。南側で風倒木と切り合う。掘り込み

面は不明で、暗褐色土の円形プランとして確認。平面形は径が1.45mの略円形で、深さは 0.6

mである O 底面は中央に緩く落ち込み、壁面は直立ないしは内傾ぎみである。覆土は暗褐色土

が主体である O

S K 145 (第252図、図版7)

上段で調査区中央のMD54区に位置し、表土下約0.6mの町層で、検出O 掘り込み面は不明で、

暗褐色土の円形プランとして確認した。平面形は一辺1.2mの隅丸方形で、深さは O.4mであ

る。底面には凹凸があり、壁面は底面より湾曲して立ち上がる。覆土は上位で暗褐色土が、下

位では地!JJ二!こが主体で、あるO

S K 146 (第252図、図版7)

上段で調査区中央南側のMC .MD45区に位置し、 VJ霞で検出。西側の大半を削平してしまっ

た。掘り込み面は不明で、黒褐色土およびそれと黄褐色の混在した円形プランとして確認。捕

り方は上位が括れて、その下が膨らむ袋状の形態である。平面形は上端が 1辺約1.3mの正三

角形状で、下端が長軸1.4mx短軸1.3111の略円形を呈す。 深さは0.9mである。底面はほぼ平

坦で、壁面への移行は摺鉢状で丸みをもっO 覆土は、西側の壁際に黄掲色士岸がやや顕著な外は、

黒褐色土が主体を占める。
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第4章調査の記録

8 
⑧ 。SKP61 

激物 SKP59 

! 褐色土 (10YR4/4) 炭化物、約粒を含む。しまる。
資褐色こと(10YR5/8) 納粒を含む。しまる。
培褐色土(10YR3/3) しまり弱。

手包〉立
⑧ 
A CV 8 

A103.2m 8 A102.7m 8 SKP81 

SKP76 

1 黒褐色土 (10YR3/2) 地山土、シルトを含む。しまる。
黒褐色土(10YR3/2) 地山土、シルトを含む。しまる。
黄褐色土(10YR5/6) 細粒を含む。しまる。

1 黒褐色土(10YR2/3) 地山土、炭化物を含む。しまる。
2 精褐色土(10YR3/4) 地山土、細粒を含む。しまる。
主主褐色土(10YR5/6) 暗褐色シルト、細粒を含む。しまるo
務褐色土 (10YR3/3) 炭化物を含む。しまり弱。

¥ ¥ B 11 

且 [foB 
B SKP120 ム103.9mB A102.8m 

SKP82 
1 褐色土(10YR4/4) 炭粒を含む。しまる。
褐色こと(10YR4/6) 砂粒を含む。しまる。
にぷい策褐色:士(10YR5/4) しまる。

o 2m 
1 If寄褐色土(10YR3/4) 籾粒を含む。しまる。
2 褐色土 (10YR4/4) 細粒を含む。しまる。
3 議褐色:上 (10YR3/2) 細粒を含む。しまるO
4 黒褐色土(10YR2/3) 細粒を含む。しまるo

第253図ピット SK P5g.61.76.S1"S2..120 

口円
U



Stく147(第252図、図版7)

上段で調査区中央のMC53

第 1節縄文時代の検出遺構とその造物

し、 V層で検出。摺り込み面は不明で、培褐色士の円

形フ。ランとして確認した。平面形は径約 O.3mの円形で、深さは O.lm と浅 ~ìO 底面には凹凸

があり、壁面は摺鉢状を呈す。覆土は日音褐色である。

( 2 ) 柱穴状遺構

S K P59 (第253図、図版5)

ト段で東担!l調査!文北車のLR54 1 \Tf語マ;-;~山市i日il7て、c:: v r:;只)-;斤;協すス縮れ
」ミ 亨 f百三玉~- -iJミ ιょ.4' 0 マコ U百二司王~= ~ 30... -，;_:~_= ""_.品ム J_7，;; -.;;;..'" 0 T1ii'三

込み面は不明で、褐色士の円形プランとして確認。平面形は長軸0.45mx短軸 O.4mの略円形

で、深さは約O.2mである O 底面には間凸があり、壁面は摺鉢状を呈す。覆土は上位が褐色士、

下位は黄褐色土である O

S K P61 (第253図)

と段で調査区中央北側のME60区に位置し、 V層で検出。掘り込み面は不明で¥

の円形プランとして確認した。平面形は長軸O.45mx短軸O.4mの略円形で、深さは約 O.25m

である。底面は緩く窪み、壁面は外傾して立ち上がるO 覆土は中央が褐色土で、上下が黒褐色

土である。

S K P65 (第247図、図版6)

上段で東側調査区中央やや北のLS55匿に位置し、百層で検出。南西側で SK64と近接す

る。嵐倒木の中央やや北側で、地山を掘り込んでいるO 掘り込み面は不明で、黒褐色の円形プ

ランとして確認。平面形は径O.3mの円形で、深さは O.15mである。底面は緩く窪み、壁面は

摺鉢状を呈す。覆土は上位が黒褐色土、下位は暗褐色土であるO

出土遺物は石器のみで、石箆@掻器があるO

石箆 (493) 援形に近い形態で、両側縁と刃部に調整がある。 a面の刃部には、直線部分と

左側縁の丸い部分があるO

掻器 (494) 縦長奈Ij片で両側縁に粗い調整があり、刃部は小さく丁寧な剥離を施す。

S K P76 (第253図)

上段で調査区東側のLP53区に位置し、 VI層で検出。南側でSKll1と近接する O 掘り込み

面は不明で、黒褐色土の円形プランとして確認。平面形は長軸O.5mx短軸O.4mの不整形で、

深さは O.65mと深い。形状と覆土から、下半が柱痕跡と判断される。覆土は上部が黒褐色士、

下半が暗褐色土である。

S K P81 (第253図)

上段で調査区東側のLS51区に位置し、 V層で検出。搭り込み語は不明で、黒褐色土の

整形フロランとして確認した。平面形は長軸O.4mx短軸O.2mの不整形を呈し、側面形は全体
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第4章調査の記録

A l02.9m 
SK88 

B 

:.1.¥1品色土 (IOYR2/2) しまる。
.~\U潟色土 (IOY R3/1) しまる。

3 ;ぷ褐色二t(lOY R3/2) 制粒を含む。しまり弱。
4 暗褐色土(10YR3/3) 総粒を合む。しまる。

A 102.6m 

l 黒色土 (7.5YR2/l) 炭化物を含む。しまり弱。

炭化物層 しまり弱。

黒色土 (7.5YR2/U 炭化物を含む。しまり弱。

A 

SN84 

~ 102.8rn 

I 黒褐色土(lOYR2/2) j也山土、炭化物、シルトを合む。しま

る。

2 黒褐色土(10YR2/3) 

しまり ~~o

3 泉褐色土 (10YR2/3)

しまり弱。

地山土、焼土、炭化物、シルトを含む。

地山土、焼土、炭化物、シルトを含む。

4 f品色土 (lOYR4/心 地山土、炭粒、シルトを合む。しまり弱。
5 褐色土(lOYR4/6) 炭校、シルトを含む。しまる。

_ 6 褐色土 (10YR4/6) 炭粒、シJレトを含む。 しまるO

二二 7 暗褐色土(lOYR3/3) 地山、シルトを含む。しまる。

8 

8 掘りすぎ

9 慣否し

A 8 

A 103.5m B 

1 黒褐色こと (lOYR2/2) 地山土、炭化物、際を含む。しまる。

2 黒褐色ニヒ(10YR2/2) 炭化物、磯を含む。しまる。

第 254国土坑 (11)，焼土遺講(6 )，炭焼成意樺 SK88， S N84， S S 1060107 
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第2節縄文時代j辺、外の検出遺構

に漏斗状の形態であるO 深さはO.3mで、先細り部分は柱の抜き取り痕跡と考えられる臼

は黒褐色土が主体である。

S K P82 (第253図)

上段で調査区東側のLP50 し、 VJ霞で検出。掘り込み面は不明で、日吉褐色土の不

整形プランとして確認した。平面形は底辺0.45mx高さ O.3mの隅丸二等辺三角形状で、側面

形は漏斗状の形態である。その深さは O.35mで、先細りである。覆土は上位で黒褐色土、下

位で暗褐色土が主体である。

S K P 120 (第253図)

!二段で、調査区中央北側のLTeMA57区に位置し、 V層で検出。掘り込み面は不明で、褐色

土の円形プランとして確認した。平面形は径約 O.5mの円形で、深さは O.lm と浅~ i。誌面に

は凹凸があり、壁面は直立ぎみに立ち上がるO 覆土は褐色土が主体であるO

第2節縄文時代以外の検出遺構

縄文時代以外で時代の不明な遺構は、調査ほの北西側と南東側に偏在している。層位的に掘

り込み面が不明で、主に覆土の状態から縄文時代以外と考えられるものを一括した。通構の種

類は、土坑l墓、焼土遺構1基、炭焼成遺構2基、溝状遺構4条であるO 遺構に伴う遺物は、

出土していない。

( 1 ) 土坑

S K88 (第254図、図版7)

上段で調査区南東側のLQ48区に位置し、 V層で検出。掘り込み面は不明で、暗褐色土の

不整形プランとして確認した。平面形は、長軸O.75mx短軸 0.45mで南側が棚状に突出した

達薦状を呈し、深さはO.2mである。突出部は覆土と東側上端の連続から、 2つの遺構の切り

合いとは考え難い。!底面の北西側では、上端を越えて柱穴状に入り込んでいる。壁面は全体に

摺鉢状であるO 覆土は暗褐色土が主体で、ある。

( 2) 焼土遺構

S N84 (第254図、図版12)

t段で調査医南東側のLP48区に{立置し、 V層で検出。南側の一部がSD83に切られてい

る。掘り込み面は不明で、黒褐色士を主体に地U-'土が混在した状態で確認された。焼土は北東

側に顕著で、{由は疎である。幾つかの土坑が切り合い混在している。全体の平面形は、

長軸2.3mx短軸1.5mの不整形で、深さ O.15mであるo Jま面は凹凸が著しく、壁-面は全体と

して摺鉢状を呈す。覆二i二は黒色土が主体で、全体にj実粒が認められ地山土をフーロック状に含む。



第4章調査の記銭

-t叫り東へ2m

∞/ 

¥IME59より / 

北へl平
マ/

@ 8D63 ¥fし

。/ @ 
A 103.0m 8 

8D114 
。

物物.

m
D
一
務
妨

叩

C
一
用
品
砂

D
一

8D70 

。SD63
SD70 

2m 

m 

当
第255国溝扶遺構 SD 63970.83.114 

352 



第2節縄文時代以外の検出遺構

(3 )炭焼成遺構

S S 106 (第254図、図版12)

上段で調査区北西端のM162区に位置し、重層およびIV層で検出。掘り込み面は不明で、

炭化物を含む黒色土の不整形フOランとして確認した。南西側を一部削平してしまった。平面形

は長軸2.5mx短軸2mの不整形で、深さは O.25mであるO 底面は長軸の南西側に向かつて

8
0

の傾斜がある O 床面@壁面共に不明瞭である。護士には炭化物問が認められるの 北東側

尻をもっ、細長い炭焼成遺構の可能性がある。

S S 107 (第254図、図版12)

上段で調査区東端のLL50区に位置し、百層で検出。掛り込み面は不明で、黒褐色の楕円

形プランとして確認した。平面形は長軸1.9mxO.9mの楕円形で、深さは 0.2mである。臆面

は西側で深く、中央より東側にかけて徐々に高くなるO 壁面は底面より湾出して立ち上がるO

覆土は黒褐色土で、底面に炭化物を顕著に含む。炭焼成遺構の可能性がある。

(4) 溝状遺構

S 063 (第255図)

上段で調査区中央やや北側のMD59区に位置し、 IVJ霞で検出。東西を削平してしまった。

掘り込み面は不明で、暗褐急土の溝状プランとして確認。規模は現存長 3.7mx最大幅 O.7m

で、深さ 0.25mであるO 東側では幅がO.3mと狭くなり、西側で大きく屈曲する。底面の断面

はU字形で、東側が僅かに高い。覆土は暗褐色土であるO

S 070 (第255図)

上段で調査区中央やや北東のMB56区に位置し、 V層で検出。東側は向然に消滋するが、

西側は削平してしまった。掘り込み面は不明で、暗褐色土の溝状プランとして確認。規模は現

存長3.1mx最大幅O.5mで、深さ 0.05mと浅い。 l隔は上@下端共に不均一で、緩く蛇行して

いる。底面は凸凹で東側がやや高い傾向を示し、断固は緩いU字形であるO 覆土は地山を含ん

だ培褐色土である。

S 083 (第255図)

上段で調査区南東のL047-48区、 Lp. L Q48区に位置し、 V層で検出。東西と東側の一

部を、トレンチで削平してしてしまった。掘り込み面は不明で、黒褐色土の溝状プランとして

確認。規模は現存長約 10.5mx最大幅O.4mで、深さは 0.1mと浅li 0 I隔はt.~下端共に不均

一で、現状では小さく蛇行するがほぼ直線的な方向であるO 底面は凹凸が激しく、西側が謹か

1傾向を示す。斯面は緩いU字形である O 覆土は上{立で黒褐色土、下位は褐色土である 0

S 0114 (第255図)

上段で調査区北西部のME60'"'-'62 MFeMG62区、 MH61惨 62 M 161医にまたがっ



第4望者 謂至宝の記録



第3節遺構外出土造物

し、 IV層およびVJ習で検出。掘り込み面は不明で、黒色土のカギ状のプランとして確認

した。溝は、 MF62南東杭より 2m北で、屈曲部を作り西部!と南側に向うが、それぞれの先端

はド段に連結している。西側の一部がトレンチで削平されているO 遺構は新旧2つの溝が切り

い、新しい溝は南側で西寄りに、西側では中央で重なっている。規模は西側で長さ約 13m

×最大幅0.6m、南側で長さ 9.5mx最大幅0.6mである。 深さは新しい溝が深い傾向にあり、深

い所で約0.3mであるO 底面は比較的安定しており、屈曲部からそれぞれの方向に緩く額斜し

ている O 断面は新!日共にU字状を呈す。 は古い方で黒褐色土、新しい方では黒色土である。

第3節遺構外出土遺物

1 遺構外出土土器

遺構外出土土器は、出土状況を勘案して、 f可道E'"'-'Iの埋没過程において出土層位が明らか

なものと、表土~地山漸移!留から出土していて河道E'"'-'Iの覆土との対比ができないものとが

あり、これらを分けて記述する。

( 1 ) 河道E----I堆積層出土土器

①河道I堆積層(第13.14図、巻頭図版2)

i )堆積層中位(第256図、図版79)

深鉢 (D115"""'D119) D115とD116は同一個体の深鉢。口縁部は内傾し、緩い波状口縁で

ある。口唇直下に降線で縁取られた太い沈線が巡り、波頂部で渦巻文となるO この下は無文帯

で、その下端も降線で縁取られた沈線が横位に巡る。腕部はLR縄文が縦位回転施文され、そ

のよから、沈線に縁取られた降線によって文様を描く。文様モチーフは、胴上部の横位沈線か

ら胴中央部付近まで垂下する隆線と、この降線に連結される曲線文様によって構成される。 D

117は口縁が内湾する深鉢。全面にRL縄文を施文する。原体の回転方向は斜位で、条が縦走

するo D118はLR縄文を縦位回転施文し、その上に沈線で縁取られた2条の降線が垂下するo

D119の底部も、 D118と同様の降線が7単位底辺部まで垂下する。

以上の土器は、 SN49 • 50の周辺から出土した。出土地点や出土レベルは、焼土遺構出土

土器に近~)o D115'""D119を検出して取り上げた後、若干掘り下げたところで焼土遺構を検

出した。したがっても焼土遺構よりは若干新しい時期の土器であるO

②河道H堆積層(第13.14図、巻頭図版2)

i )堆積層中位(第256図)

深鉢 (D120eD121) D120とD121は、同一個体の腕上半部と底部である。胴上部で内傾

し、顕部が最も細くなる器形で、口縁部は外反すると考えられる。全面にRL縄文が横位回転
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施文されるO 器援は厚く、胎土には繊維を多く含むo

U 堆積層下位(第256図)

第3節遺構外出土遺物

深鉢 (D122'"'-' D 124) D 122は口縁がやや外皮し、胴部が丸みを帯びて膨らむ。口啓上面

を平坦化し、 RL原体を斜位に押圧してキザミ日を施す。この下は、。段多条のLR原体とR

L原体の、交互段状施文による横位の非結束羽状縄文を施文するO 胎土には繊維を多く含む。

D123も、 0段多条のLR原体とRL原体を、横位に交互段状回転施文した非結束羽状縄文

であるO 胎土には繊維を多く含む。

D124は、口唇上面をやや内削ぎみに平坦化し、口唇外面端部に丸い棒状工具を斜位に押圧

したキザミ目を施す。その下には、横位2条のR撚紐原体搾圧痕が巡る。さらにその下には、

おそらく LR原体を斜位回転押圧して条が縦走する縄文が施文されるO 胎土には繊維を含む。

③河道G堆積層(第13-14図)

i )堆積層上位(第257図、図版79)

深鉢 (D125，-.._.， D 128) D 125は小型の丸底深鉢で、口怪15.2，-.._.，16.4cm、器高 18.5cmであ

るO 口縁部はやや外反して開く。口縁部の下でやや窄まり、腕部で若干膨らむ。胎土には繊維

を多く含む。焼成は良好で、器壁の剥落はほとんどない。器摩は 6，-.._.， 8mmで、成形時の器

厚のばらつきがそのまま残る。日縁部は薄く、胸中央部では厚い。口唇端部は丸みを帯び、平

坦面の作り出しは行っていない。 RL原体を斜位に押圧し、細かで不規則な凹凸があるO 表面

には、 0段多条のRL原体を横位回転施文するO 丸底部分と胴部の一部には縦位回転施文の部

分があり基本的には横位回転施文であるものの、回転方向の統ーよりも器面に縄文を充填する

ことを目的とした施文方法である。内面は指オサエによる凹凸が残る。指オサエの後、粗いナ

デを施すo

D126. D127は非結束羽状縄文で、 0段多条のLR原体とRL原体を横位に交互段状回転施

文する。 D126は、原体の長さが4cmと長l)o D127は2.3cmである。いずれも胎土には多

量の繊維を含む。

D128も非結束羽状縄文で、 D126.D127と同様に異種原体を用い、 0段多条のLR原体と

RL原体を横位に交互段状回転施文するO 胎土には繊維を多く含む。

証)堆積層中位(第257図)

深鉢 (D129) 0段多条のLR原体を斜位に回転施文し、条が縦走する。胎土には繊維を少

焼成は良野で硬質である。裏面は平坦にナデ調整を施す。

③河道F堆覆層(第13014図、巻頭図版2)

i )堆讃層最上位(第257図〉

深鉢 (D130eD131) D130oD131は同一個体。器厚は6. .-....，7mmとやや厚めである。焼成



第4章調資の記録

は良好。口唇部は上出がやや平坦に作られ、 ら表裏両面とも縄文を施す。図を掲載

していないが、同一個体の他のυ唇部破片ではやや肥厚し、口唇上に指頭押圧によるキザミ臼

を施す部分もある。表面は、 RL原体の横位回転施文と、 LR原体の横位向転施文の部分があ

る。また一部に、 LR原体の横位の結節回転文を施文する。裏面は、 LR原体の横位回転施文

である。表面のRL原体を除いて向一原体を用いている。

註)堆積層上位(第257図)

深鉢 (D132'""" D 134) D 132は器厚が5'"""7mmで焼成は良野。太めのLR原体を、横位

あるいは斜伎に回転施文する。縄文施文の深い部分と浅い部分があり、浅い部分では縄文施文

前の強いナデの痕跡が残る部分もある。裏面の一部に、 LR原体の横位回転施文による縄文を

施す。無文の部分には、指オサエの痕跡が顕著である。

D133は器厚が4.--..-6mmと薄手であるO 焼成は良好。外国は、 LRI京体を横位あるいは斜

位に回転させ、条が縦走する縄文を施文するO 裏面は、表面と同一原体を横位回転施文した縄

文帯と無文の部分に分かれる O

D134は口縁部破片。器厚は口唇端部で9----10mm、胴上部では5mmである。口唇部は肥

し、若干外反ぎみであるO 日唇上面のやや外面寄りの部分には、 LR原体を斜位に押)王し、

キザミ目状の装飾を施す。外面は口唇施文l原体と同ーの原体を縦位回転施文した斜縄文である。

原体には太い撚紐を用いる。

⑤河道E堆積層(第13.14図、巻頭図版2)

i )堆積層上位(第257図)

深鉢 (D135) 横位の沈線によって区画された無文帯が巡り、沈線に沿わせ貝殻腹縁圧痕を

押圧施文するO 小破片で文様モチ フは不明。

品)堆積層中位(第257図)

深鉢 (D136) 器厚は4----5mmと薄手である。焼成は良好。表裏面とも横位条痕文を施

す。原体は貝殻と推定される。内面は条痕が深く施文される部分と、浅くほとんど観察できな

い部分がある。

議)堆積層下位(第257図、図版79)

深鉢 (D137eD138) D137eD138は同一{国体。腕下半部が、やや丸みを帯びて膨らむ尖底

土器と考えられる。器厚は5.--..-6mmで、 D135やD136と比べてやや淳手である。焼成は良

好。表裏面とも、幅3mm程度の縦位方向のミガキを施す。腕部中央に、浅く細い沈線が横

位に2条巡る。沈線開の間隔は1.6cmである。 D137とD138を含め、同一個体の破片5点が

近接して出土した。

以上の出土状況を総合すると、文様の変遷では沈線文一+貝殻文 e痕文→表裏縄文→O段多条
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第4章調査の記録

の斜縄文→O段多条の異種原体による非結束羽状縄文→斜縄文という変遷がみられる O 胎上の

繊維混入は、 0段多条の斜縄文土器よりみられ、非結束羽状縄文以降に顕著である。口唇の施

文は、施文原体が貝殻から撚紐に変化する段階あたりからみられるO また、非結束羽状縄文段

階で顕著になり、斜縄文段階ではあまり見られないようであるO

各河道の形成、埋没時期を出土土器から推定すると、次のようになろう。

同道E堆積層下位は早期前葉(沈線文系士器入河道E堆積層中位~上位は早期後葉(貝殻文

系土器)、河道F堆積層は早期末(表裏縄文土器入荷道G堆積層中位~河遊日堆積層下位は前期

初頭(0段多条の斜縄文土器、非結束羽状縄文土器)であるO したがって、河道E.Fは早期の流

路、向道G.Hは前期初頭の流路であったことがわかるO その後、前期中葉頃lこ符道Hが埋没

し、河道Iが形成され、さらに河道1が埋没する途中で中期中葉の焼土遺構と大木8b式'"'-'9

式の土器が堆積土中に残されたものである。

(2 )河道E'"'"'I以外の出土土器

①縄文時代早期の土器(第258図)

D139 は細~，沈線を格子目状に施文する。

D140は尖底土器の底部。 5本1組の集合沈線によって、直線あるいは弧状の文様を描く。

D 141'"'-' D 144は同一個体。先端が台形と角形の 2種類のよ[具を用い、連続して横から突き

刺した横位刺突列を巡らす。その間には横位の沈線や、横位沈線によって区画された無文帯が

ある O 刺突の方向がすべて同一と仮定すれば、上から横位沈線→先端台形工具による 3段の刺

突列→横位沈線→先端角形工具による l段の刺突列→横位沈線→無文帯→横位沈線→先端角形

による 1段の刺突列→横位沈線、と復元できる O

D 145は員殻文土器の口唇部破片。口唇部の断面形は先が尖り、内面に刺突列を施す。

D146は、良殻腹縁圧痕文が横位に 2条施文され、その上下には貝殻条痕文を施文する。

D147も貝殻腹縁圧痕をj合わせた沈線で文様を描く。

D148は尖底土器の底部。粘土紐の接合部から割れている。表裏面共ナデ調整され無文であるo

D139'"'-' D144は、早期前葉の沈線文系土器、 D145'"'-'D147は早期後葉の貝殻文系土器であ

る。 D149は、 LR原体横位回転と RLO段多条原体の横位回転の組み合わせによる、非結束

羽状縄文を全面に施文した後、細い横位沈線が3条以上巡るO 胎土には繊維を含まない。出土

状況から河道Eもしくは持道Fの堆積層に包合されていた可能性がある。沈線の施文の仕方は、

河遵E堆積届下位出土のD138とも類似するO また、 0段多条の)京体2種を用いた交互段状施

文による非結束羽状縄文は、河道G堆積層上位以降の出土土器と共通する。本遺跡からは、類

似する土器は外に出土していない。早期~前期初頭の、いずれかの時期に帰属すると思われる

が、確実ではない。
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第4章調査の記録

②縄文時代前期の土器(第258図)

D1500 D151はいずれも飴土に繊維を含む。 D150は、 2種の原体 (RL 0段多条とLRO段

多条の横位回転施文)の組み合わせであるo D151もLRO段多条の横位回転施文と、 RLO段

多条の斜位回転施文の組み合わせであるO

D152"D153は飴土に繊維を含み、 2種の0段多条原体の交互段状施文による非結束羽状縄

文である。

D154は直径の大きい半裁竹管を用い、その押引文が横位に施文される。胎土には繊維を合

まない。 D155は、 L撚紐を巻きつけた多軸絡条体を縦位回転施文するO 飴土には多量に繊維

を含む。 D150'"'-'D154は前期初頭、 D155は前期中葉以降である O

③縄文時代中期の土器(第258図)

D156は、沈線区画文内にRL原体を縦位回転施文し、沈線に沿わせた刺突がある。 D157

もD156と類似する。区画文内には、縄文または刺突が充填されるO これらは中期後葉~末の

土器である。

④縄文時代後期の土器(第258図)

D158は櫛歯状工具による条線文で、縦方向の曲線文様を描く。工呉の幅は1.8cmであるo

D 1590 D 160は太い沈線を横位に巡らす。縄文はLR横位回転施文で、原体は細く節も細か

い。 D160は横位無文帯も巡らす。 D161はやや内湾する口縁部に小突起が付く。突起の上部

は、工具によるキザミによって2分されるO 全体にLR横位回転による斜縄文が施文されるO

D162は台付鉢の底部から台部である。台部は無文で、底辺部には細かいRL縄文が施文されるO

D158は後期前葉、 D159とD160は後期後葉、 D161とD162は後期末~晩期初頭の土器で

ある。

⑤縄文待代晩期の土器(第259図)

D163'"'-' D166は鉢形土器である。 D163は、外反する無文の口縁部下に3条の横位沈線を巡

らし、その下にはLR縄文を横位回転施文するo D164は、口唇外面に丸い棒状工具の押圧に

よるキザミ自の文様帯を設けるO 胴部はLR縄文を横位回転施文する。 D165は山形の波状口

縁をもち、口唇部に平行な 3条の、頭部に3条の沈線を巡らす。服部にはLR縄文を横位回転

施文する。 D166は大きく外反する口縁部と胴上部に、 3条以上の細し 1横位沈線を巡らす。沈

線の入る部分には、極めて細かい縄文を施文し、その後に沈糠をヲiいている。

これらの土器は晩期後葉の土器である。

⑤時期不明の土器(第259図)

D168はやや内湾する口縁部で、表面にはRL縄文が横位回転施文される。 D167eD169"-'

D172は縄文が施文された胴部破片。 D167は口縁部が外反する器形で、 RL縄文を斜位~横
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第4章調査の記録

位に回転施文する。 D169.D171"D172はLR、D170はO段多条の RL縄文である。 D173

は無文の土器でE支部に近い部分であるO

D174.-..， D177は底部資料。 D174eD175は底面に網代痕、 D176は笹葉痕が残る。 D177の

底部と底辺部は無文、嗣部には細かいLR縄文が斜位から横位に回転施文されるO

2 遺構外出土石器

遺構外出土石器も出土状況を勘案して、河道D""Hの埋没過樫および岩盤直上の操層から出

土し先後関係が明らかなものと、表土~地山漸移層から出土し河道D----五堆積層等との対比が

できないものとに分けて記述するO

( 1 )河道D，.._，日堆積層および磯層出土石器

①河道H堆積層(第 13e14図、巻頭図版2)

i )堆積層中位(第260図、図版79)

この麗にほぼ対応する層から、前期初頭の土器 (D120.D121)が出土している。石器は、

不定形石器2点が出土した。

不定形石器 (495-496) いずれも縦長剥片を素材とする a面のー側縁に刃部を作出し、 a-

b両面の他の側縁に刃潰しの二次加工を施す。 2)点、とも直刃である。 496は、 b面の全面にI

事な二次加工を施す。

品)堆積層下位(第260図)

この層にほぼ対応する層から、前期初頭の土器 (D122，.._， D 124)が出土しているO 石器は不

定形石器1点、石核1点が出土した。

不定形石器 (497) 縦長剥片を切断しその末端側を利用。 a面の一側縁に刃部形成の二次加

工を施す。刃部は直刃である。

右i核 (498) 頁岩の転石を母材-とする。原石を分割した後、分割屈を作業面として表裏両面

から剥片をとるO 石核を利用した両面調整石器の製作途中段階と恩われるO 全体にローリング

を受けて摩滅するO 河道日の河川によって流出したものであろう。

②河道G堆積層(第 13-14図)

i )堆積層上位(第260図、図版79)

この層にほぼ対応する層から、前期初頭の土器 (D125'"'-' D 128)が出土している。石器は石

匙1点、不定形石器 1点、二次加工ある剥片 1点が出土した。

石匙 (499) 縦型の形態で先端を欠失。打部調整剥離痕がa面左側縁に残るO

不定形石器 (501) 厚手の剥片が素材。 aeb両面に二次加工を施し、凸刃を作出している。

二次加工ある剥片 (500) 素材剥片の周縁から aeb両面に二次加工を施し、全体を構内形
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第4章調査の記録

に整形する。二次加五は全周せず、 a面の左上部と右…ド部の一部に、素材剥片の切断面がその

まま残る。二次加工の施された部分の立面観は、ジグザグで明瞭な刃部は認められなし、。

註)堆積層中位(第260関)

この層にほぼ対応する属から、前期初頭の土器 (D129)が出土しているO

石箆2点、石匙1点が出土した。

石鍍 (502) 尖端部で、銀長はやや長いと准定される。

は石鍍l点、

石箆 (504=505) 504のb面は、基部の一部のみの調整を施す。 505のbr自には、二次加工

を施さな~¥。両者とも刃部は凸刃である O

石匙 (503) 打面調整奈Ij離技法によって整形された大型の縦型石匙である。尖端部のみ残存o

a面の調整剥離痕は短く、素材の剥離面が広く残る。

出)堆積属下位(第260図、図版79)

石箆 l点が出土。

石匙 (506) a面の全体と b面の刃部以外の部分に、二次加工を施す。刃部は凸刃。

③河道F堆積層(第13014図、 巻頭図版2)

i )堆積層最上位(第261図、図版79)

この属にほぼ対応する層から、早期末の土器 (D130oD131)が出土している。石器は石鎌

1点、石箆 1点、縦型石匙1点が出土した。

石鎌 (507) 鎌長が長い形態で、尖端と基部側の半分を欠失。

石箆 (508) 506と同じ形態の石箆で、裏面は刃部以外の部位に二次加工を施す。

石匙 (509) 縦長剥片を素材とし、末端に二次加工を施しつまみ部分を作出するo a面右側

縁と左側縁の尖端部のみに、二次加工を施す。素材剥片のバルブは除去されていない。

註)堆積層上位(第261図)

この層にほぼ対応する層から、早期末の土器 (D132"-' D 134)が出土しているO 石器は石槍

l点、不定形石器1点、二次加工ある剥片3点が出土した。

石槍 (511) ゎ b両面に細かな二次加工を施し、肩平に整形している。

不定形石器 (510) 全体の形態を尖頭形に仕上げているo a面右側縁の上部が凸刃。刃部の

対辺は、 b面に二次加工を施して刃潰しを行う。

一次加工ある剥片 (512=513.514) 512.513はいずれも a.b両面の全面に二次加工を施し

て、尖頭形に整形しているO 明瞭な刃部はない。 514は剥片の一部に二次加工による若IJ離痕が

認められるが、刃部の作出ではない。何らかの石器の未製品の可能性があるO

世〉堆積層中位(第261国)

不定形石器4点が出土。
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第4章調査の記録

不定形石器 (515""""518) 一側縁に凸刃の刃部を形成し、他の側縁に刃演しの加工を施す。

515はa面左側縁、 516はa面右側縁の下部、 517はa面右側縁全部が刃部であるo 518はa面

左側縁の下端部に凸刃をもち、両制緩の一部に刃潰しのJ次加 Lを施す。

iv)堆積層下位(第261図)

石核が1点出土。

石核 (519) a面に磯皮面が残るo a面の周縁3辺から奈Ij片を剥離した後、作業面をb面に

転換し、さらにa函と同じ方向で3辺から剥片を得ている。

③河道E堆積層(第13&14図、巻頭図版2)

i )堆積層最上位(第262図、図版79)

石箆2点、不定形石器2点が出土。

石箆 (520"521) 520は、刃部のb面と基部のa面右側中央に、素材剥片の剥離面が残る 0

521は、ゎb両面の全面に二次加工を施す。

不定形石器 (522.523) どちらも縦長剥片を素材とし、一側縁の表面に二次加工を施して刃

部を作出するO 他の側縁には刃潰しを施す。 522は凸刃、 523は凹刃であるO

品)堆積層上位(第262図)

この層にほぼ対応する層から、早期後葉の土器 (D135)が出土している。石器では不定形

石器3点、微小剥離痕ある剥片l点、二次加工ある剥片1点が出土した。

不定形石器 (524'"'-'526) 一側縁に刃部、他の側縁に刃潰しを施す。 524は直刃、 525は凹刃

である。 525は刃部の対辺を、打面調整科離技法によって整形するo 526は、縦長剥片のー側

縁に二次加工を施し、凸刃を作出したものO 他の側縁には、刃潰しの加工は施していない。

微小剥離痕ある剥片 (528) a面の左側縁に微小剥離痕が認められる。

二次加工ある剥片 (527) 厚みのある剥片の一部を折り取り、 biiiの周縁から二次加工を施

したものO 刃部は形成されていなし可。石器の未製品であろうか。

説)堆積層中位(第262図)

この層にほぼ対応する層から、早期後葉の土器 (D136)が出土している。石器は不定形石

器 1点が出土した。

不定形石器 (529) 横長剥片を素材とする。末端側に直刃を作出し、打面側には a• b両面

に二次加工を施してパルプを除去している。

iv)堆積層下位(第262図)

この層にほぼ対応する層から、早期前葉の土器 (D137 e D 138)が出土している。石器は石

核が1点出土した。

石核 (530) 厚みのある分割繰または剥片を素材とし、 a閣で2回表Ij片を剥ぎ取った後、作

-368-
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第4章調査の記録

業面をb面に転換して 3回、さらにa面に戻して 2回剥片まIJ離作業を行う。まIJ片生産を日的と

せず、小型の両面調整石器を製作する途中で放棄された可能性もあるO

⑤河道D堆積層(第13.14図、巻頭図版2)

i )堆積層最上位(第263図、図版79)

石箆が 1点出土。

石箆 (531) ほぼ全面に二次加工を施す。 b面中央の一部に、素材の縦長剥片の主要素IJ離面

が残る。

証)堆積層上位〈第263図、区j版80)

両面調整石器1点、石箆1点、微小奈Ij離痕ある剥片が1点が出土。

両面調整石器 (533) a面の奈Ij離痕を打耐として、 b面の両側縁を加工する。 a面右上の一

部のみが、その後で加えられた調整であるO

お館内只4i 基部の引ミにのみ、 a.h耐而からの調撃手1i記す円 I円玉]で、ある門

微小奈Ij離痕ある剥片 (532) -側縁に、使用によると思われる微小剥離痕が観察される。

温)堆積層中位(第263図)

不定形石器が 1点出土。

不定形石器 (535) a面右側縁に直刃を作出し、他の側縁に刃潰しの二次加工を施す。また、

わ b両面の全面にも二次加工を施す。

iv)堆積層下位(第263図)

両面調整石器2点、不定形石器1点が出土。

両面調整石器 (5369537) 536はほぼ半分を欠失。両国の全国を加工し、薄く仕上げてある。

本来は、半円形に近い形態であったと推測されるo 537はb面に磯皮面が残る。作業面と打面

を頻繁に転換しながら加撃し、剥離痕は表裏両面とも周縁をほぼ全周するO

不定形石器 (538) 縦長表Ij片の末端を折り取り、両側縁を使用したものo a面左側縁は剥離

痕の摩滅が著しく、側縁が丸くなる。右側縁には、使用によると思われる微小剥離痕がある。

⑥磯層中(刃層)の石器(第12図、巻頭図版2)

i )磯層上位(第264図、図版80)

両国調整石器3点、石槍2点、不定形石器2点、微小麦Ij離痕ある剥片4点、磯器1点、二次

加工ある剥片1点を掲載した。

両面調整石器 (539.542.543) 539は尖頭JI:;の両面石器の一部である。両面共に側縁からの

こ次加工によって調整され、薄く仕上げである。 542"543も、同様の両面調整石器の一部であ

ろっ。

(540.541) 540は先端の角度が約900 とやや広いo a e b 両面が丁寧に調整され、先端

ハU
円

ο
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第3節遺構外出土遺物

a b 

a C b 

第270図遺構外出土遺物 (15)石器⑪

は薄く仕上がっているo 541は先端の角度が約450 と鋭利である。 a面の調整は粗く、 540に

比べて槍身が太い。

不定形石器 (544) 横長まIj片の一側縁に刃部を作出し、他の側縁に刃潰しを施す。刃部は誼

刃である。 545は縦長剥片の上部を取り去り、末端に緩い凸刃の刃部を作出している。側縁の

一部にも二次加工を施す。

微小剥離痕ある剥片 (546----549) 547は一側縁、 546.548-549は二側縁に使用痕と思われる

微小奈IJ離痕がある。 549はローリングで全体が摩滅。

機器 (550) 周縁のほぼ全面に、二次的な剥離痕を認める O 特に素材の末端側は、 a面側に

急角度で潰れ、著しい階段状剥離痕が並ぷ。ここが刃部として利用されたものであろう。ロ

リングで剥離痕全体が摩滅しているO

二次加工ある剥片 (551) a 0 b両面に二次加工を施す。刃部は整形されていなし'0a面は、

両側縁からの打面調整表iJ離技法によって調整されているO 折断面が最も新しい剥離面なので、



第4事: 調?をの記諒

不定形石器の刃部側が欠失したものを利用した可能性があるo

U 磯属中位(第265'"'-'268間)

両面調整石器4点、両面調整石器の未製品と思われる 4点、石箆1点、不定形石器4

微小剥離痕ある奈Ij片6点、二次加工ある剥片1点を掲載した。

両面調整石器 (552~559) 552e553は楕円形の両面調整石器である。 b面は平担、 a面は

中央部が厚い。 554は三ヶ月形に近い形態で、やはり b面は平垣、 a酉は中央部が厚 l)o 555 

は尖頭形の形態の一部であるo b面を平坦に仕上げ、中央部は厚く a面が盛り上がる。 554に

比べて全体に薄い。

556""559は、両面調整芯器の未製品と思われる。 556はa面に磯皮函が残るo b面は全体の

1/3程を占める大きな剥離痕が lつの外、周縁の一部に細かい剥離痕がある。 557はa面に周

縁から二次加工を施し、 b聞にも細かい調整を施す。側縁に加えられた打撃によって、大きく

分割された破片であるo 558は、扇平な頁岩の転石の周縁を打ち欠いたものo 559も、転石の

周縁に二次加工を加えたものである O いずれも、両面調整石器を製作しようとして、途中で放

棄した可能性があるO

石箆 (560) 両面の全面に、二次加工を施しているO

不定形石器 (561""564)561は一辺に切断面を残し、三角形から尖頭形に調整している 0

562はa面左側縁、 561はa面右側縁が刃部で、その対辺には刃潰しの加工を施す。 563は横

長剥片を素材とし、打面側に刃潰しの二次加工を施したものO 刃部は、末端側の縁辺をそのま

ま利用しているO 刃部には、使用によると思われる微小剥離痕が認められるo 564は、縦長剥

片のー側縁に二次加工を施し、刃部を作出したものであるO 刃演しは施されていない。

微小剥離痕ある剥片 (565""570) 565""568は縦長剥片の縁辺3ヵ所に、使用痕と思われる

微小剥離痕がある。 569-570はー側縁のみに微小剥離痕がある。

二次加工ある剥片 (571) 縦長奉Ij片の全局縁に二次加工を施すo a商に残る!蝶皮聞は、左側

下部は除去されるが、右側は残ったままである。周縁に明瞭な刃部が作出されないので、二次

加工を施した剥片として掲載した。

温)1喋層下位(第269図)

微小剥離痕ある斜片1点、石核2点、二次加工ある剥片 1)点を掲載した。

微小剥離痕ある奈Ij片 (572) 縦長奈Ij片の両側縁に、使用痕と思われる微小刻離痕があるO

石核 (573.574) いずれも頁岩の転石を素材とする。 573は、側縁を打面として aeb面交

互に作業面を転換しながら剥片剥離作業を行うが、全周の 2/5程のところで作業を終了してい

る。まIj片は小さく、剥片生産を日的としたというより、石核素材の両面調整石器などを製作す

るために傑皮屈を除去する途中段階ものと考えられるo 574も細長い転石を利用し、素材の平

-378 
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第4章調査の記録

坦面を打面として剥片剥離作業を行う。 573主同種のものと思われる O

一次加工ある剥jニ;禽 (575) 全体がローリングによって摩滅し、まIj離痕の稜が丸くなる。潤縁

に二次加工痕が認められる O

(2 ) 河道D，..._，日堆積層および磯層以外の出土石器(第13-14図)

①両面調整石器(第270図)

576は楕円形で、細かい調整剥離痕は周縁の一部のみに認められる。 aeb雨面のほとんど

には、整形段階の大きいまIj離痕が残る。 577は肩平で、楕円形の転石の一部に加工したもの O

原石の両端を打ち割って、円形もしくは方形に近い形に整形し、一側縁には a@b両面に、 i喋

皮面を除去するための打撃を行うが、一部のみで終了しているO

②石鍍(第271図)

578は田基無茎、 579も基部が欠失するが同形態と思われる。 580e 581は平基無茎で、鎌長

が長い形態。 580は熱を受けて黒変し、一部に焼け弾けがあるo 581 は柳葉形に近 ~)o 582は

凸基省茎であるO 先端は丸みを帯びる。

③石槍(第271図)

583"584とも基部側を欠失。薄く幅広の形態である O

④石錐(第271図)

585は厚みのある横長奈Ij片を素材とし、パノレブ側を基部として利用しているO 錐部先端は欠

でF

/，;)0 

⑤トランシェ様石器(第271図)

586は横長剥片を素材とし、フェザーの側縁をそのまま刃部に利用する。 他の三辺は二次加

工によって調整され、全体を三角形に仕上げるo b iTIiの基部側には、 一部に二次力!J工痕があるO

これは、素材のパノレブを除去するためと考えられるO

⑥石箆(第271.272図、図版80)

587 '""590は、 b面に調整を全く加えず平塩なものである。 587e588e590は断面形が半円形、

589は台形を呈する。 587e588は凸刃、 589.590は直刃である。 591"592は、基部の一部にb函

からの調整を行う。 591は凸刃、 592は産刃である。 593.594は基部全体に b面から調整を施

し、刃部のみ素材奈lj片の主要剥離面を残す。 594は刃部再生によって、 b出に調整まIJ離の加わっ

た部位まで使用したものであろう。 593は凸刃、 594は直刃である。 595.596は横長剥片を素

材とい表面は両側緩からの打面調整まIj離技法によって加工している。 595は凸刃、 596は直

刃に近い凸刃であるo 5979598は、 a.b両面の全面に二次加工を施す。 597は短冊形で凸刃で

あるo 598は接形で、直刃に近いo刃。 599は、 b面の刃部のみに二次加工を施す。このタイ

プは l点、のみの出土である。

380-
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第4章調査の記録
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第4掌課:査C記鎮
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第3節遺構外出土造物

⑦縦型石匙(第272図、図版80)

600-601 ，土、 aiii左側縁を打面調整技法によって調整する。刃部は右側縁で[り]刃である。

602・603は、打面調整剥離技法を用いていない。縦型奉IJJ干の一部に二次加工を施して、つまみ

と刃部を作出する。

⑧不定形石器(第272----274図)

まIj片の周辺に二次加工を施し刃部を作出した石器、および剥片の周縁に刃潰しの二次加工を

施し、縁辺の一部をそのまま刃部として利用した石器を一括した。全体の形状と刃部の形態、

二次加工の種類等を考慮し、特徴的なものを 15点掲載する。

604，..__，606は縦長剥片の末端に刃部を作出した、いわゆるエンドスクレイパーであるo 604は

a面の全面に、 605はa面の右側縁と b面の両側縁に二次加工を施して整形する。 606は刃部

を作出したのみで、外は二次加工を施さない。 607&608は石箆状の形態で、縦長の器形で末端

に刃部を作出しているO

607は厚みのある断面台形の素材を利用し、刃部の外に両側縁のごく一部に二次加工を施す。

608は横長剥片を素材とし、!幅広の凸刃を作出している O 両側縁に二次加工を施して整形する。

609-610は、剥片の一縁辺に半円形の刃部を作出したものo 609は刃部以外の縁辺に二次加工

を施し、全体を楕円形に仕上げる。 610は縦長表Ij片の末端に刃部を作出し、他の縁辺iこは二次

加工を施さない。

611 ，..__，613は、奈Ij片のー縁辺に比較的i隔の広い凸刃を作出したものo 611は、刃部以外の縁辺

に二次加工を施し整形するo 612の刃部以外の二次加工は、縁辺の一部に小規模に施されるだ

けで、素材表Ij片の形状には大きな変化を加えていなし)0 613は、縦長剥片の-側縁に刃部を作

出するが、他の縁辺に刃潰しの二次加工は施さなL、。

614.616は、表Ij片の{則縁に幅広の直刃を作出したものO とも刃部の対辺の一部に、刃潰

しさ t~ 1土棒読の t.~ めの一段加丁手権す九ぷ1 fi~h17 1士』妾!!片の{!:!!I経にlugri"了の間三([が本 J主主のマて、 J点

る。 617は二次加工を施して刃部を作出し、刃部の対辺には刃潰しのまIj離痕がある。 615は、

素材剥片の内湾した側縁をそのまま刃部に利用したものO 刃部の対辺には、一部に刃演しの剥

離痕があるo 618は横長剥片を素材とし、素材の全周を加工して小判形に仕上げたもの O 素材

のバルブもほとんど除去され、 b面は平坦でa面が丸く盛り上がり、断固形は蒲鉾形を呈する。

周縁はすべて刃部として利用可能なように、 a面には細かい二次加工が施されているO

⑨微小奈Ij離痕ある剥片(第274図)

使用痕と思われる微小剥離痕が観察される奈IJ片である。 619はー側縁、 620は2つの側縁に

認められる。

⑮嬢製石斧(第274図)

oo 
qο 
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第277図遺構外出土遺物 (22)石器⑮

戸日""i j..J- 1-"..亡Zゴ3一、子w-一手-r--..... ，、 +.:i!.=.点二-;J.、ごι自主主尋ユ.....l- _j........ I 戸 .-.;r1 i 1. r'>二zコ_，...-，.....一手-lUiiu弓 i ~dÎ L ず凸-.. ._5-一、 Fふ守恒II.ーιε曹 三'" _j_..... 
ひLJ_i V6.、 とと出jvi_;FIJ.仁ノコ jDjV..J1糸 IJ.>と/J清元主食己-1" ，;;:; 0 VDLJ vd-、 d 出jVソ辻じi共同涼一仁王品百以下下I'-:jiWjV，-主λり4[，、

a面中央部がやや凹む。基部の端部には、若干磨かれた痕跡がある。当初は現存の 2倍程度の

長さだったものが、ほぼ中央から折損し、刃部側を再度磨いて利用したものと考えられるO

⑬打製石斧(第274.275図)

622.624は大型の分割磯を素材とし、細長い基部と幅広の刃部をもっ援形に整形したもので

ある。 624の刃部は敵打痕のみであるo 622の刃部のb面は平滑に磨かれ、縦方向の擦痕が明

瞭。

⑫1諜器(第275関)

625は、傑皮面のある分割牒を素材とする。 a面右側縁から下端部にかけて、 a• b両面に

二次加工を施して刃部を作出する。
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⑬擦そJ事 (第 275~276 図)

626はa.b両面に擦面がある円礁で、 a面中央は敵打によって凹んでいる。

627はいちじく形の円離を素材とし、 a-b両面に各2ヵ所の鼓打による問みがある。

⑬石棒(第276図)

629は石捧の中央部付近の破片である。 a面には縦方向の擦痕が観察される。

⑬二次加工ある奈Ij片(第276図、図版80)

628はa面の周縁全体と、 b屈のー側縁を除く周縁に二次加工を施す。おそらく石箆の製作

途中で、 a面中央の!擦皮面を除去できず、放棄したものであろう。 630も同様の未製品と思わ

れるo 631は、両面調整を施した石箆の未製品であろう。 632.633は尖頭形に調整されている O

側縁に刃部は形成されていないn 633はお槍の未製品、 632は石槍あるいは石簡の来製品土者

えられる。

634は、小型の縦長剥片の a.b両面の両側縁に二次加工を施す。素材の末端にヒンジフラ

クチャーが残る。側縁に刃部は形成されなし、。不定形石器の未製品であろうか。 635も不定形

石器の未製品かと思われる。横長表Ij片を素材とし、フェザーの末端には二次加工を施さないo

a.b両面の打面側には二次加工を施し、打固とパルプを除去しているO

636"'-'640は、 a.b両面に二次加工を施す。何らかの Toolと考えられるが、局縁に刃部を

形成していな~'0 636.638は尖頭形、 637.639.640は円形を意識して整形されている。

⑬石核(第277図)

641は逆円錐形で、上部の平坦面を打面として 3枚の縦長剥片を側面から剥離している 0

642は周縁を加撃し、 a.b両面から交互に大型の剥片ーを得ている。

-388 



第3表五器観察表(1 ) 
大きさ (mm) j長滋 大きさ (mm) iT[J:止

NO. til L{¥'Liiff イii'l 悩 持， NO. 出土佐段 b質 。藷 Jo 

iて 事品 I手 ( g) 長 組 l手 (g) 

S XH66 (0'1 235 I 99 .12 812.3 2 -460 S XH66 fiEi 103 76 19 178.5 6;ld 11 

268 " 48 15 52.8 779 μ " 1 32 15 う臼 1.0 

384 " " 17 I 49 7 5.11 60 " " 131 41 6.5 

38 ? " 汽良 7 10. - ')ル 98 " ，'1 :J 1.0 

-34 :; " " 1 'H ιIg 7. O -<186 " " 1 2，1 23 1.0 

329 “" I 55 66 り。 2<1. 0 781 25 22 ー 3 1.5 

137 〆， :38 40 13 6.4 -7 1 9 " " 1 31 37 8 6.6 

…353 " 39 52 6 8. J " " 19 日 2 0.3 

-<1 1 0 " " 174 88 12 60.5 -133 " " 15 19 2 0.5 

592 " 27 35 11 5.2 355 " " 1 21 21 6 2.4 

277 " 31 32 5 4.2 3 " " 1220 132 36 314.2 

408 " " 171 40 6 13.5 -498 " " 154 45 9 17.3 

453 " " 141 58 16 20.1 -287 " " 161 80 B 21.7 

-280 〆， " 171 83 18 69.2 …689 " " 1 29 42 5 4.7 

MG62 23 48 13 12.3 - 20 " " I 71 42 6 13.1 
-'ゐ:.. U 1 ::;Xii忌υよUυ I :JU !J¥ υ i iH I Ol.ùl 句í:J~山. I 3[;7 68 7u 11 3u.8 i 

302 ， " 114，1 85 30 424.8 7 -670 " " 1 68 69 8 22.5 

2 " 161 116 55 628.4 -462 " " 144 44 7 8.3 

1 4 " 45 76 15 34.6 - 62 " " 1 64 64 10 23.0 

22 ， " 1 39 28 9 5.9 -459 " " 1 46 57 6 11.6 

365 " 45 50 10 18.4 -539 " " 1 55 43 7 日.8

-385 " " 1 34 36 7 5.5 -228 " " 1 60 51 8 8.4 

-694 " 21 23 6 2.5 -493 " " 1 56 60 8 11.7 

41 7 " " 135 10 2 0.8 一359 " " I 70 34 8 12.3 

508 " 46 46 10 15.6 -482 " 41 21 自 3.1 

-506 " " 17 19 3 1.1 -547 " " I 60 60 11 30.1 

- 63 " " I 27 20 1.5 -489 " " I 55 32 4 6.7 

16 " 41 51 9 16.8 295 " " I 28 50 日 7.8 

463 " " I 45 50 11 22.8 -507 " " 158 75 9 25.9 

660 " " I 75 50 8 16.6 339 " " 168 62 11 38.0 

26 " " I 20 33 7 3.1 -313 " 58 26 5 4，8 

- 99 " " I 36 38 2 4.4 687 " " I 40 25 3 2.6 

431 " " I 33 35 5 5.5 4 " " 188 145 54 522.3 

…529 " " I 20 34 4 2，3 51 8 " " I 86 82 12 58.0 

566 " 33 33 7 4.3 - 34 " " I 82 83 12 77.3 

-365 " " 145 39 13 20.6 一543 " " I 88 85 16 76.7 

58 " 42 44 17 20，9 一 35 " " 193 67 9 49，6 

日目 " "ワR ワ日 E ワq MF62 " ! 71 65 13 31.3 

…513 " 44 48 7 10.6 674 S XH66 " I 80 67 B 22.2 

286 " " 153 47 8 16.5 390 " 11 I 52 40 5 9.7 

4 " " I 58 75 9 33.5 -319 " " 144 50 12 26，5 

465 " " ! 37 40 4 丘4 " :H;28125!713，H 

-45日 :l8 35 4.8 -619 " " 141 :J8 7 8.7 

- 14 " " I 6:J 日3 7 20，6 620 " " I 92 65 12 60.4 

697 " " 148 53 B 19，6 一744 " " 143 46 7 12.8 

日 ， 26 39 5 4.3 435 " " I 58 28 5 5.4 

- 39 " " I 21 36 3 4.1 一701 " " 128 29 7 4.0 

65 j " 18 1.3 MF62 n I 4U :J:J 日b

61 " " 17 14 3 0.5 391 SXH66 " I 24 29 6 4.2 

535 " n 47 '13 10 14.5 619 " " 124 26 5 2.0 

一421 " " 19 21 3 1.0 -317 N " 141 53 6 9.6 

一765 " " 28 27 2 2.2 31 " N 1 37 31 5 4.9 

226 " " 23 18 3 1.1 334 " " 1 24 28 4 2.5 

355 N " 26 20 0.6 547 " " !日 37 。 4.3 

-301 N " 53 70 8 31.7 545 N " 1 78 58 百 24.5 

134 " N 38 22 2.3 651 N " 147 21 3 2.6 
r " 2{i q ム 0.7 605 " 40 45 日 9，0 

672 N 

" 12 1:1 0.3 5-265 N 
N 1204 113 62 1179.2 

-127 " " 23 34 l.l 6 N 1 198 144 48 1066.6 

4 1 7 " " 9124 つ】 0.8 129 N " 11ω 14~ 47 1035， <1 

29 1 " N 52 59 13 ，11.5 石器 11 MG61 N I 59 98 13 31. 2 
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内

Jι表察観器石表aH寸

考 l1f主NO汁ト2ベ「竿四
よささ

ト10，
出土{立iif1.石質 I長|脳 陣

(g) 備

uiH 'ij 

lH!11長 1制6i15012P21F右2 4 

(g) 

7 8 XH66 }.~rD 182 日目 :l:l 1 512.1 2fill日

281 " が 50 66 19 87.3 189.1 

302 " " 1144 85 30 1 424.8 :1O.9 

号 90 " fI" i iH 日目 4~ i 
"" 日日 " " 110 65 13 '10. J 

9 1 7 n 
1'1" 日自 03 352.7 6 日 i3 lUl 手I.:J

" ~1 7 10 267 105 ~(j 17:3.0 <]，1 s7 1.1 ，19.日

11 " " 1155 77 21 220.0 58-1 0 1 " 50 72 日 2G.1 

…291 " " 1 52 59 13 41.5 59 8 XQ36 " 1 168 11日 41 595.1 

-460 " 103 76 19 1 178.5 ME60 ，11 49 12 16.7 

12 1 30 " 110 84 30 174.:1 日 8XQ:16 " 132 '10 10 10.5 

13 -1 15 " " 1135 59 26 175.0 20 " 31 34 5 6.5 

14 " N 1191 5/1 19 1 115.0 113 " :15 :沼 5.5 

一583 " 131 54 20 96.3 " " 1 2:3 2:1 6 3.:1 

" " 165 37 13 18.7 " 75 '14 12 2<1.7 

15-669 " " 1 85 40 10 19.0 ME60 n 1 62 7'1 16 G2.2 

1 o - H 2 N 1i9 36 日 20.0 691 8XQ:16 " 56 47 10 19.(J 

11 128 " " 1 85 31 105 23.9 " " I 27 21 5 1.6 

18-132 " " 1119 39 18 70.7 " " 1 '15 '17 自 11.<1 

19 2 8 X 857 " 1141 120 18 I 218.4 88 S XQ86 25 19 5 2.2 

20- l " " 1213 144 18 563.2 …202 SXQ36 " 141 27 6 5.6 

21 3 " N 1207 116 29 634.9 " F 18111 2 0.6 

22 4 " 194 59 24 234.8 ME60 " 150 56 10 29.5 

23- 2 S X S9，1 108 80 25 339.8 SXQ36 " 1 30 23 4 3.0 

24 6 " n 1125 62 37 275.0 -222 N " 130 34 日 8.9 

25 4 " " 1158 93 21 499.4 198 " " 1 47 44 5 11.1 

26- 5 " N 1171 119 51 905.8 1 15 " n 1 55 7'1 11 45.3 

21- " N 1188 123 51; 944.1 n " 15 27 ワ 1.0 

28 3 " " 1198 99 47 675.9 " ρ32  23 3 1.5 

29 S XS95 " 1 188 123 59 1088.1 " 35 55 13 22.1 

92 ， " 175 34 15 63.1 " " 146 75 10 27.5 

1 1 8 " 188 123 41 1025.0 110 " 45 15 37.1 

30 " " 1 126 123 33 314.2 3 " " 1 38 35 5 6.3 

83 " n 1 96 96 21 177.0 221 " " 1 70 47 12 40.8 おお 76

- 38 " " 1120 117 15 137.2 ME60 " 134 27 日 6.7 77 

31 " 11 1135 118 27 295.7 175 S XQ36 " 1 60 ，].] 16 37.2 76 

59 " " 1124 118 2，1 259.4 1 1 3 " 85 19 110.;] 77 

104 " " 1 65 64 12 36.3 1 1 3 " " 136 3 3.7 

32- G7 !i 円1円1 lu5 dδ 110.1 I.l、5 ιJ 、i J 内δo

33 I " " 1 162 108 47 583，5 9 " " 1 35 25 5 2.7 

34 39 N 185 80 32 394.6 6 R 0 U .， 1 :H 21 2.1 

35 122 145 74 34 272.8 668 49 51 10 21.9 

~f1- 内白 lfil 日5 ::u ')~S S 号 SXO::iR 円 n ηη e 

31 18 " " 1 131 77 26 220.2 60 SXQ36 146 76 :13 269.0 

38 " " 1176 105 37 ι17.4 17 " 131 :10 6 4.6 
μ " I 62 48 35 29.2 65 " 3:1 41 5 6.0 

125 " " 1176 102 11 618.2 591 " " 1 28 26 3.4 

39… 68 " " 1147 96 36 366，1 364 " " 1 ~17 ;]0 5.1 

40- 14 N 109 73 25 175.8 " " 132 29 10 6.8 

41 1 18 " N 188 123 41 1024.2 " u 3.8 

42- 58 " u 12f1 59 2B 183. B 11 4 1 4 " 
トI，iZ IωsJi 1l 山3h 4 

6 7.0 

43 H u 130 81 26 221. 2 528 H 17 23.5 

44-1 16 ， 135 67 26 195. S u 7 fI.9 

45- 32 " u 138 80 36 327.7 405 N 
N 1 122 57 :30 198. fI Er.ii 7.1 

46 1 06 " 109 89 19 126.5 " 159 
613 5 
日lX..1 

47- 12 ， s 87 50 13 :J6.2 7569 " H 1 3，1 1:I.li 

48-120 " H 85 49 13 43.0 88 " 79 50 13 :16.5 

49 2 " n 90 102 25 138，0 7599 F " i 78 48 11 35.8 

50 " 78 102 25 121. 5 i 51 .11i IS 38.日

5 1 u '〆 121i 140 26 279.0 -10" " 5，1 i 47 日 15.u 

81 " 
， 126 131 26 273.1 61 9 8 S XQOI 9f1 1 6:1 17 7:1.，1 

<17 " " ，12 30 12 6 ry 555 SXQ36 ，11 1，10 日 10.0 

ハUny 



第5表石器観察表(3 ) 
止さ存 (mm) 1員長t f、、ぽ(白M山、 iffi註

NO. 11:1.1主II"i. Li笈 日UI.立Iぽ 1:JJc't 

I~ 私1 I￥ (g) iぺ 転i H/ (g) 

6 1 409 S xQ:!O fli'i i日 n lO 61. 0 65 S XQ3G u，'t; 11 27 3 0.8 
M ，12 10 u.O 5(; N N ヨi

yi i i 
112.5 

fl:J 0 " :Ifi 2fi 11 7. 9 66 ， IG~， 176.2 
7556 N 

N 1 :17 23 1.6 122 54 50 19 37.5 
N 11 :16 日 11. 3 58 49 54 1:1 29.9 

674 S XQII7 22 35 2.2 7686 N 只uつu 45 18.6 
SXQ:lfi :m 11 11.1 428 N H ，1G 11 13.G 

:lR 日 5. {} - 39 " 50 39 R 11.<1 
71il日 M 5月 45 5 18.3 6 ， 

;{~j 。。 I:l(l 

93 N 2:1 36 6 3. G 12 0~ 6 I 12. U 
一:，:;7 N 40 4日 1.1 :10.3 Fハ己、 刀凶昨時 I 

" '14 38 1~ l:J.ti 

7645 N :12 古i 12 9.4 -408 N 
N 1 32 41 5. B 

一769:1 N 80 8:1 31 220.6 .tî~" 70 一 64 N :10 31 B 

li2 " 158 9:1 G8 s07.6 5日 N 28 31 7 ，1. 8 

132 N 
N 1 88 55 15 44.9 N 

N 1 21 36 4 2.7 

377 N 28 38 日 5.5 n " 1 2H 2fi B 4.3 

300 " /1 ! 15o 日1 51 557. Z ，. 20 5 
63 M " 1141 117 48 !i7!i.2 fノ " 1'1 I 27 G 1.8 
-472 " :19 65 28 53.4 67 " 137 141 15<1.6 
1612 " 50 49 12 27.5 -210 n 42 1.8 
-512 " 12:1 120 45 494.3 -322 " 38 60 7 14.0 

64 " 187 106 13 382.3 274 " n 1 ，16 56 !日 23.2 
-7567 n " 1 42 32 7 仕7 259 F 11 I 55 巴j 56 7 19.9 

50 ， 
n I 52 90 15 '19.7 233 " 36 35 b 4.8 

5 1 " " 1 47 '70 !日 3:1.1 -488 " 39 7:J 5 11.1 

124 " 50 13 12 42.7 662 " " 1 21 44 3 ワワ

- 98 J夜， " 1 46 73 !s 3再5 " 2'1 .10 3.1 

MD60 " 17 1 18 2 0.5 " H 17 25 3 1.2 

657 SXQ36 44 107 22 50.2 -1 (i 2 " " I 38 52 B 8.7 

MD60 20 28 5 2.1 " 〆" ! c)ι~3 3:1 3.9 
H 

" 14 I 24 5 1.1 " 31 29 2.3 

SXQ:16 20 18 日 1.6 362 " " 167 57 10 2，1. 6 

" 
， 16 26 5 1.6 -353 " H 1 64 65 日 27.3 

- 91 S XQ71 20 18 4 1.4 68 " 143 71 21 163.6 

SXQ35 " 16 11 5 0.6 ME60 " 1 83 66 18 73.0 

" " 14 18 5 0.8 <13 S xQ36 59 72 21 30.6 

" " 1 28 25 6 3.9 69 S XQ11 " 146 39 7 9.5 

122 S XQ85 35 42 14 15.4 S XQ36 " H 14 3 0.5 

S XQ36 27 17 4 1.2 69 " n 1 150 7:1 31 239.3 

" " 1 25 1，1 3 0.8 302 " " 13 12 4 0.3 

MEs() " 1 51 s7 16 '12.1 …217 " 〆F 19 !日 5 0.9 

35 S XQ71 " 1 46 54 18 29.7 " " 16 II 0.4 

7550 S XQ:16 N 1 29 31 。円 4.2 " 33 :11 3 2.4 

- 33 S XQ11 45 38 5 -338 n 11 ! 57 53 10 28.1 

一193 " 32 23 8 3.2 1 9 7 SXQ71 " 1 1，1 56 HJ 50. :1 

2 SXQ;1(j " 144 66 10 21.4 16 " " 1 93 73 25 156.9 

" 2'1 17 2 0.5 70…7693 SXQ35 80 83 :11 220日

" ，11 25 日 3.8 71-440 " " I 70 5:1 23 71.1 

" 29 3，1 7 7.2 I 72 -7 627 " " 1100 39 18 55.7 

1 97 ， :1:1 48 8，7 73-872 " " 1 1s ，13 14 39.9 

11 !日 0.1 Ic1 U 5 ノ ;111 i山U)
p "つ“1】7 20 υ つ 1.1 75 6 8 IlR 21 115. fI 

65 J:l.1 1(1(; ，)C， 271. 0 7() 98 51 20 7B.O 

SXQHfi 1'1二守h H 1 75 / " 1611 'H 16 J7.2 

，1丹 日目 日 20. ，1 j 70 40.3 

70 ノr 7'2. 14 37.ワM 77 90 71 2，1 117.U 

296 iι} 臼 1::::'5 ~1 EliO :1I ワ 日 6.7i 

31 〆 37 65 16 ワμロuηω 11 S XQ36 I g~ n i甘 110.3 
195 SXQ:l日 56 :11 日 12.:1 78 " 18 υ υ 

308 li.l S3 I 1:1.5 9一一 n 27 lfi ;1 I 1 

" 5:1 61 10 内】υ。。。 80 つムμ つ 18 5 1 

391 



第4章調査の記録

第8表石器観察表作)
ったきさ {血盟) 自号館

|山毘lm
大きさ(母国) iTfht 

NO， Hl:t(立償 イh質 [骨 考 ト.10， 。詰 )j 

長 弘首 I事 (g) r，;_ I iu¥ /'t (g) 

8 1 S XQ60 頁岩 206 108 42 539.1 82 125 S XQ60 om 23 "0 号 u 

- 63 " 68 38 13 28.7 -575 .. .. 1 52 :19 II i 20.1 

R i :J 
町，内ソM 20 u 

1 42 .. 12 0.2 -763 

642 .12 2ヲ .1百
45 .. 21 34 3.5 

- 48 s 23 13 3 3.7 763 20 31 5 2.7 

一151 .. 19 17 4 0.7 642 18 21 1 1.2 

1 42 .. 14 s 3 0.6 761 35 ι11 7 8.0 

1 61 .. 36 35 5 3.1 338 .. 35 16 日 11.4 

10 .. 45 39 .6 -763 .. " 
i1129ゐ3υ 
26 3 J. (1 

70 .. M 13 3 3 つu つu 11 17 8 1.9 

4 .. 11 30.2 763 .. :;0 。 当日

64 .. 34 38 5.7 -763 .. .. 2η l 。'ヮe 

L T57 80 42 7 22.8 348 .. M 9 1 21 6 1.<1 

-163 S XQ60 41 49 7 9，3 179 " 
.. 19 日 ワ 0.3 

-1 42 .. 24 18 3 0.8 640 J .lfl 53 。 14.4 

121 M 39 36 O I K4 B i 01 ，j 
η 1内μ 広υ t.:J 

9 " 35 58 17 29.6 -81 2 .. .. 21 :ll 2.0 

179 " " 1 22 15 6 1.0 一1037 3，1 37 6 9.2 

71 .. .. 17 114 0.5 8 1 4 36 40 o.3 

49 .. " I 29 21 6 1.5 :J 4 fi .. 4B 31 1I IUJ 

-1 42 .. 18 19 5 1.2 31 1 .. 50 78 II 27.7 

一142 " .. 117 13 5 0.8 350 63 79 7 24.7 

142 " .. I 28 23 8 :1.7 1131i a5 iω 11. 0 

21 .. 41 46 10 1:1.9 349 E r 同Ij仇 3H 18 I 29.4 

.. " I 20 12 3 0.5 3 <1 8 .. .. I 2i 38 7 t2 

- 82 〆' " I 27 32 4 2.5 -822 H H I 49 69 15 28.6 

48 " u I 34 24 5 3.3 -763 " 3 !日

" 25 19 つυ 1.3 1088 " 110 36 7 7.6 

- 28 " " I 69 46 10 28.5 …1088 " 28 12 8 6.3 

331 
， " I 27 19 4 1.1 -763 r 33 nふ:} 3.1 

1 42 " N I 19 21 2 0.4 352 " " 121 27 自 :J.o 

142 " 27 20 4 1.4 …1088 N 47 50 12 31. 3 

54 N 34 25 4 2.9 " 
N 19 25 5 2.6 

- 16 " " I 42 42 日 6.0 641 " 56 61 21 島1.8

-257 " 33 23 5 2..1 352 l' " 152 31 11 12.5 

- 45 " " 115 17 B 1.6 " 27 2日 11 8.5 

- 12 " 32 35 11 日.1 -816 " 52 4，1 12 27. 9 

160 " 38 31 5 5.7 -'!戸 5 " 57 35 10.，1 

-536 N 27 56 5 5.9 -~5 RQ2 " fil 61 10 30.0 

" 25 18 1.0 一析5RQド1 n I ，1日 .11 日 13.8 

- 49 N 29 20 4 2.1 -~5 RQ5 :ll 48 8 10.5 

日l " 34 30 5 3.5 ~5 RQl 85 日4 25 185.7 -Lir.ii 1li 

142 " " I 21 15 0.8 " " I 152 127 56 65，1.5 

76 " 47 48 4 7.1 974 " 29 5.7 

-161 N N 1 28 31 8 3.0 -876 〆 N I 23 19 1.，1 

60 " " 36 36 5 4.5 -1055 N N 15 :19 1 1.9 

40 " 22 20 3 1.0 -980 " " 175 60 10 :!I.2 

-1025 " " 31 25 3 2.0 967 " μ40  37 日 9.1 

124 " N 14 14 2 0.2 -102 fi " が 55 12 10 20.2 

-142 " " 20 18 2 0.7 -976 " " 11'5 37 5 12.7 

- 27 N " I 31 27 4 2.3 -979 " " 178 68 II 45.8 

350 " " 24 20 ワ 0.8 1002 " I 80 52 28.，1 

- 75 " " 11 1'2 2 0.3 
日77 にυ 1.9 

225 υ μ18  17 3 0.7 -684 " 79 60 l~ ，19.0 

" " 
Jす

48 " 19 17 3 0.6 -7tH ss η7 o.:; 

-417 " 16 ‘'‘》 3 I 070 nμn υ 2自
" 

331 " " 1'1 “ p 0.6 '1000 58 .13 rJ 25.1 

156 " 
H 21 1G 3 。i ! 055 ‘ι ヨ日

-553 " " 90 71 97.，1 1 1] 2 ~ 37 i 日.1

-) 138 " llI 1S1. 2 Fi~+;i 121 102 111 1 :lli 

82 " " 18，1 117 52 665.7 1 050 i 31 ，) 

つ山qG
 



第7表石器観察表(5 ) 
大きさ(削 1m段 大きさ(四) irr!遺

NO， :liU在自 lii'i 日S J雪 NO， ill ~ト {"，'L絞 イrii立 L背 ~ 

1主 総 I手 (gJ lぇ 省自 l!": ( g) 

83 626 S XQ50 J'l'G 57 1 70 12 53.9 ~ 86-620 S XQ60 点tヲ 28 38 4 2.5 

-102 fi " 3 2. ，1 564 " 3，1 29 日 日.6

966 " 33 35 7 6.1 709 " " 135 4 E 6.2 

日00 " 15 5 0.9 40 " " 16 1 20 3 0.8 

801 " " 177 5，1 I 1.1 '19.1 340 " 82 35 11 28.6 

一965 " 6，1 61 12 35.5 806 " " 5 1 33 5 1.2 

883 " " I QQ 18 5 l.l 660 " 79 80 19 58.7 

970 15 21 1 2.2 -1138 " 28 21 5 2.8 

1059 " 10 32.0 846 〆， " 1 21 22 6 2.7 

879 26 20 3 1.2 1 18 r " 1 90 68 13 fト4.8

70 i " 66 74 12 74.4 石~. 113 r " I:J 1 10 υ Q 0.6 

71 0 " 51 45 13 29.2 113 一11，11 " " 1 ，11 '13 8 9.5 

614 " 64 111 18 1 109.2 113 604 " " 1 28 33 8 5.9 

84 " " 1156 130 50 301. 5 1357 52 64 12 32.9 

39 H :32 53 11 14.8 -872 " " 146 33 9 6.1 

72 Ju 35 9 iιi 目 -iii '" 40 18 i i8 1.1 

30 〆F " 132 22 3 2.1 1054 " " 1 3，1 :35 6 札4

ME60 59 47 12 20.7 一334 " " 1 48 86 29 110.2 

71 S XQ60 " 1 29 27 5 4.1 一758 " " 141 55 25 ，16.4 

-329 " " I 33 4 9 11.7 763 差， " I 55 66 ワωサh 50.1 

75 " " 137 44 6 15.4 759 " .Jl ，18 12 20. ，1 

30 " " I 33 28 5.3 650 " 39 32 10 13.2 

- 21 " 2{j 27 5 2.9 617 " " 18 1 1日 3 0.7 

33 " " I 46 44 6 11.9 828 " か 23 35 s 5. 9 
325 " 36 25 6 4.1 1055 N 

N 1 22 27 6 3.1 

38 N H 幻 32 7 7.2 -685 " N 1 55 68 20 51. 7 

97 N " 134 32 7 吾.2 -759 " " 1 48 49 17 17.9 

45 " " 1 25 49 6 4.6 877 " " I 29 32 10 5.3 

92 " " 1 59 65 16 54.1 一1020 " " 1 29 24 7 3.5 

66 M 34 36 5 6.5 -802 " " 1 70 65 20 79.0 

138 " " 19 18 5 1.1 602 " 58 78 20 90.9 

-150 " 28 45 日 4.1 -924 SXQI00 " 135 37 8 7.7 

22 " " 1 54 59 11 34.1 146 SXQ60 " 1 79 85 15 50.7 

一383 " " 143 58 15 23.7 142 " " 1 32 7 4 0.6 

37 e " 1 45 65 16 49.6 802 " " 115 21 5 <1.5 

36 " " 142 39 9 11.1 802 " が 14 14 4 0.6 

30 ， 
" 1 21 33 5 2.9 759 " " 1 50 33 11 14.6 

85 " " 1182 180 68 1712.5 1053 " " 1 55 58 日 20.3 

212 N " 1 70 95 25 156.8 1025 " " 1 31 24 3 1.6 

1008 " " 11 35 5 1.8 2138 ， " 175 64 10 39. 9 

187 " " 1 31 35 11 9.8 -680 " " 1 71 68 31 89.0 

209 " " 1 7'1 64 11 28.8 876 " 21 45 II 6.4 

914 " " 1 40 66 13 22.0 601 " " 1 25 41 9 7.4 

一1012 " " 1 16 26 5 1.2 -996 " " 1 49 34 10 5.9 

1007 " " 131 30 11 日.7 87 " " 1190 122 49 596.5 

91 5 " " 1 35 25 B 4.0 753 " " 19 36 4 1.4 

21 4 " " 1111 102 25 187.4 …609 " " 137 29 4 3.6 

一1009 " " 1 35 58 9 15.2 198 " " 1 78 44 8 24.2 

216 " 95 87 23 149.8 -204 " " 41 52 9 17.8 

1 013 " " 1 33 54 12 18.2 233 N " 80 44 8 23.9 

一1011 " " 134 45 6 7.9 128 " " 72 64 日 37.3 

-1012 ， 
一" 37 48 10 10.8 -561 N " 88 日。 23 116.5 

1008 J 20 ‘M】 r υ 
2414.2 2 

206 " " 83 38 10 23.7 

1 () 1 0 r " 156 53 7 …226 N " 3G 20 4 1.5 

1 061 ， 
:16 12 10 10.9 34 " :11 5.'1 

1047 " r〆')') 31 10 6.3 129 N " 4也 40 5 11.1 

一つ2l υ ノ 95 148 42 ，161. 7 228 " に..η2 5 14.4 

217 " " H5 127 42 587.8 -201 " 
j 36 46 B I.O 

86 " " 207 161 68 999.1 828 " 11 15 o 0.3 

-605 λz " 30 36 6 4.6 788 H 31 3 1.5 

690 ・ 3.0 219 " 14 48 6 10.1 

q
G
 

Q
d
 
qο 



第4章調査の記録

第8表石器観察表(6 ) 

大きさ~ (四) 重i設 大きさ (mm) 寸日tT
NO， tlli-(立問 Ti'i立 l塩 NO， tl!J:(~Ll;~' {I'i'i 'Jj 

i主幅 11苧 (g) 料1 i￥ ( g) 

81 205 S XQ60 一氏ミヨ 25 I 49 5 4.4 ~ 8 9 1 3 1 S XQ60 m~ 10 I 3:l 

"( 8 8 " " I 32 19 ! 2.3 137 M 'Hi 日i 1ι 芭

195 " n I n i 12 1:1 9.5 

1 11 n " 128 ，19 6 I 7.6 1 1 0 " " 129 27 o 

-903 " 33 39 E 11.4 91 ， 26 23 3 1.8 

909 " " I 26 45 8 8.8 109 " " I J9 37 4 '1. 3 

181 " 51 56 日 9 4 " 39 :12 日日

240 " " 15 I 20 2 な5 1 1 4 " 25 1.5 

-232 " 24 50 2.8 - 97 " N I 21) :ili u 
901 " :11 39 9 8.1 -915 " 26 1.5 

一1020 " 30 43 日.7 1 1 3 I 69 51 6 15. ，1 

-121 " " I 58 93 15 58.9 111 r 29 :l8 5.3 

416 " " 14 I 17 日 1.5 91 " " 11 I 22 0.3 

995 " 57 47 。 25，8 363 " 39 58 7 13.1 Ti*ii 124 
223 " 49 33 7 5.6 1 15 " " 115 25 日 2.0 12，1 

乙n i ;)2 
" 

切門 戸

" 341 'I.i 42 1，1.1 12，1 

-902 " " I 40 60 15 28.5 90 " 1:12 日日 56 46ll.日

222 " " 150 34 12 24.9 -568 Fノ :m :lo 11 目白日

126 " 79 10 25.4 一569 " " I 82 33 自 20.8 

-52:3 " 日日 14 百 l日 1159 " 8:1 4:1 日日.日

-195 " ιt 37 14 29.0 -615 " " I 30 5 

913 " 20 31 3 1.4 893 52 5:1 10 

4 1 5 ， 28 37 4.6 " 29 38 6 6.7 

224 " 40 31 日 8.0 -683 n " I 42 37 12 1l.4 

88 .， 2(1，1 ]<1.1 (13 12HZ 625 " 115 311 8 8.3 

一1355 " " I 45 53 日 18.3 -669 " N 1 25 24 5 ヮ。

一1353 N " 17(1 日7112 88目l -103 n 2，1 5 2.7 

134 S X Q 100 n 1 82 73 9 66.4 686 " N I 21 27 11 1.3 

688 SXQ(10 " 1 88 77 19 83.1 612 N 
N I 68 63 13 35.0 

293 H 
N I 88 88 13 87.6 …662 N I N 1119 80 石器 115

一136 " 1 83 72 16 82. ，1 669 " 78 55 20 56.9 115 

114 " " I 58 32 11 18.9 一日 13 " " I 66 61 6 20.6 115 

一1171 H " 195 68 15 91.5 " H I 32 44 12 13.4 115 

300 H " I 90 54 14 69.5 91 " H 1122 74 2'1 109.1 

169 u 
11 150 80 12 37.5 861 n " 13:1 41 10 ~. 1 

641 n " I 20 39 日 6.6 -811 " H I 23 12 1.0 

323 " " 190 104 23 180.3 649 n " I 30 29 11 '1. 0 

1356 H 68 60 10 4l.4 651 u u 1 50 48 2:3 56.8 行法 111 

-294 " " 163 90 13 初.9 656 u " 150 46 18 38.2 111 

136 u u I 78 79 18 76.9 92 u u I 116 96 48 477.2 

898 u 
H I 81 80 17 103.1 MA58 u I 4:3 40 8 15.0 

-316 u " I 25 18 4 1.2 1331 SXQ(10 か 11(1 9(1 '14 '150.8 

611 u 
H I 48 4日 7 15.5 1 324 n 50 I ，1 日 11.<1 

-618 " u 13 23 4 1.2 93 n u I 148 86 40 362.3 

166 u n I 68 55 11 29.0 681 u " 142 ，15 11 12.3 

131 u " I 106 63 20 84.1 298 " 21 18 2 0.6 

111 u u I 62 61 10 37.7 586 M n I 2(1 3，1 日 '1.'1 

89 ， " I 116 9(1 34 164.1 582 u 20 36 8 3.8 

- 86 u u 65 67 自 18.9 1362 n " 14:3 4(1 7 11. 0 

1 1 3 n " 16 28 3 1.4 722 n " 1 ，10 74 20 45.7 

131 N N 20 22 1.4 一74R n 23 23 4 1.9 

95 r N 20 31 2.1 …882 N n 1 2[1 :11 3 2.5 

1 15 N " 8 1 3<1 0.9 854 :10 :15 自 7.8 

-106 J 45 :1~ ワ !i.5 i 9 N 'l? :10 日 1.8 

1 :3 7 " " Ig η M 1.2 213 N 120 I li 2B Lî 6~ 137 

1 1 0 n " 15 10 ワ 0.4 N I N g:{ 2~ l:iK.1i 

1 01 18 i. 6 i 659 31 10 11 1 i 
85 " " 日出 4:1 5 15.2 -860 :12 4 日 りB.2】

134 " .13 46 日 日b 8 U 2 18 i Lli 

171 57 50 6 l3.i 1" リ0115 札;i

90 N " μ‘3‘μ 》 116 I 二一 33 I 53 I 11，[' .1 "rî~~;i llg 

-394 



第9表石器観察表(7 ) 

大きさ(罰則 ト144質 大きさ(阻) 屯f立

NO， I!lJ.f¥'uI'i. {，'f! 
1 E J 。18

NO， 。出 .;r 

i玉有1¥ 1 1半 i主騒 II{ (g) 

9 5 S XQOO fii'i 1，1，1 58 36 171. 7 99-11 SXQ60 fif'f 42 38 6 7.3 

…1 1 0 " :J:I J6 " " '12 3，1 7 u 

725 1 2~ ~H i 9 R.91 - " " 16 1 1.3 

-64 114 33 158.1 モi器 114 - " " 4B 10 1<1. 5 

目。 l " 18 1 19 3 1.1 11 1 ，11 21 8 5.1 

96 185 120 86 1367.7 1 122 39 44 3 5. :1 

ーカ l 6B 5H 15 '1!.9 " 17121 3 1.0 

70 5R !日 43.7 10 1:3 ー〉 O. :3 

62 60 13 27.0 " う‘2 ソ5 A L 7 

90 【 51 1 22 i 80. I 1 一" δリ 5 2.9 

一121 fi " ~H .16 '18.5 “ 今円ζ 、E 2R 日

1 1 s 5 " ，18 29 8 6.4 " " " 8 1 30 3 0.9 

ーが; 1 " 37 33 6 3.9 ー" " 21 18 1.7 

" " 56 38 1 11 12.6 一' " " 13<1 。11 日 6.7 

1 1 46 " 76 64123 49.5 - " " 56 56 8 20.8 

84 1 " " 11150 108 84 1054.1 " " 62 60 7 15.3 

97 " 270 126 66 11251. 8 " 〆〆 31 25 5 2.8 

7 " 40 58 II 12.7 - " ， 28 38 4 3.5 

24 ， " 181 102 23 91.4 - " " " 日 ~U 1 0.4 

1 196 " 43 103 23 74.8 - " " " I :3s 26 5 3. -1 

25 " " 1110 10日 55 I :359.0 - " " " J 22 22 3 1.5 

百二 42 S XQ66 H 1182 108 58 713.9 " " " 19 26 2 0.8 

SXQuO 126 93 44 120.8 " 
0' .. 1:1 1 16 2 0.4 

52 1 " " 120 ワワ 3 1.2 100 n n 1 198 102 52 257.9 

243 H " 149 43 4 9.5 …1 125 H " 13 1 10 3 0.5 

一括1 H 57 60 9 28.9 901 H 
が 38 27 5 5.3 

449 " 21 20 5 2.0 384 H " 124 つ? 1.7 

103 H 29 26 7 4.2 -200 " 55 40 13 

502 " " 1 28 15 4 1.3 991 " 40 23 8 5.9 

一273 支， 36 36 5 5.0 904 .. 53 37 4 5. ，1 

439 " " 1 27 24 8 3.6 221 n 32 21 3 1.3 

507 " 33 48 9 9.8 -230 " 37 21 3 2.1 

1 122 " 76 59 10 27.2 9 1 1 .. .. 173 71 13 67.4 

466 .. 22 3 1.0 1093 " μ58  44 8 16. 9 

49 H 62 46 5 12.2 226 " 20 28 5 1.5 

一465 .. 26 30 5 4.0 982 .. " 1 59 53 10 20.9 

4 9 5 .. 1 42 42 自 10.9 941 .. " 1 33 28 6 4.1 

99 " 190 136 18 241. 0 207 " 48 40 5 8.1 

1 122 " " 1 30 50 9 11. 8 …417 " 16 29 n “ p 0.9 

- " N 54 52 11 24.9 -235 N 35 55 5 7.6 

一" N 28 50 5 3.8 972 " 
457 1 652 5 

8 15.6 

_ H 
'〆 〆 15 27 3 0.8 969 la 25.9 

- " N " 44 50 6 8.4 254 ι， 
" 19 26 5 2.5 

一" " " 29 17 日 4.5 1 84 " .. 1 ，1 44 7 13.1 

1115 " " 27 27 1.8 222 .. 30 21 3 2，4 

1122 n 25 3'1 i日 458 .. 37 46 日 14.6 

1122 " .. 1 28 45 7 6.3 MB58 27 44 11 9.7 

， u .. 39 33 日 6.4 10 1 S XQ60 92 120 50 1<17， 9 

- " .. 痩， 28 22 4 1.8 712 " " 143 42 9 13.3 

" " " 20 13 2 0.6 498 .. 51 46 11 18.6 

- .. n n 18 34 2 1.0 612 " " 1 53 '17 9 17.8 

.. 。 " 15 15 3 0.5 758 " 48 35 日 日4

， n ノ 15 29 1.5 908 n .. 34 26 5 3.8 
" " .. 35 Hi 12.5 -685 " 

ノノ 24 2，1 12 6.5 

1¥1 1 ~1 1.1 一1016 32 38 11 12.9 

11 29 5 6.2 706 15 :H 日 1.5 

15 ?') ? 0.8 8 !1 0 .. " 35 20 日 o.O 

" e 14 11 り 0.3 -759 〆f .. 65 28 ~J5. 2 

1 1 19 .. lii 55 10 34.1 6 1 1 67 35 !日 21.6 

1 122 /〆 39 つ日 5 2，7 sla 18 18 10 l.3 
r一一一

f 20 I1 3 0.5 1 02 120 86 16 75.3 



第4章調査の記録

第 10義石器観察表 (8)
大きさ(田) 重滋 大きさ (mm) ヨll，l

NO， tll士{立;夜 石質 偽 NO， 出土佐官t 七'i1 。描

" 1ミ 幅 I草 (g) 長 相l 1'1 (g) 

102- 1 SXQ60 資5号 77 57 日 22.9 105-451 S XQ60 宕 26 '10 6 5.5 

" 47 44 4 6.9 一炉19 " " 1 63 66 19.1 

2 M qιυ o 39 3.6 一10 il il " 47 41 6 i 5‘s 
3 .. ，13 ，13 5 ηt η t " 74 74 8 34.1 

r 35 25 2.0 1 06 " 189 165 69 1108.7 
H " 1 39 33 5 6.0 810 " 39 '12 12 12.6 

4 " " 111 20 2 0.3 ー108<1 " " 1 :lH :J5 10 日目

4 定， " 1 39 30 5 s.O 597 " 62 I 10 どり
5 " 4:J 48 10. .] 一299 " " I Gr: 57 。 2<1. 2 
8 " t1.{. -715 ， 65 1 83 i 14 i 69. i 
7 H 32 I 1:J 0.9 603 " " 1 16 27.3 

7 H " 1 2日 :32 5 3白4 …319 " 22 65 g 9.0 

B " 23 13 2 0.3 558 " n 1 32 ，14 17 14.5 

9 " " 121 29 3 0.9 一945 " 100 99 19 I 106.4 

10 " 2:3 18 4 0.8 -619 " " 1 80 56 13 40.3 

103 " 228 159 36 2日日日 324 H 
H 11:11 117 35 4:39. '1 

-266 .. 73 57.7 132 " " 143 56 11 22.9 

267 " :34 30 6 4.3 -116 " Il<I 80 45 313.5 

1 140 " 34 35 4 3.4 1 07 " " 1182 113 36 243.7 

899 " 34 51 5 日l -288 n 46 46 11 11.9 

一1097 " " 1 23 3.9 102 " 37 63 日 11. 6 

429 " " 1 40 18 4 2.3 L -125 " 90 73 12 54.0 

-10，j.j n 62 65 5 14.6 964 ，. ，. 1 38 30 7 4.2 

963 " 64 与1 7 18.9 -897 " " 1 85 75 12 42.3 

985 n 67 48 14 29.3 1 96 " n 1 31 34 9 4.9 

-1028 " N 1 70 55 6 24.6 193 n " 164 54 日 13.0 

-595 " 57 62 8 19.6 …971 " " 1 58 65 日 19.9 

一I~ J J " 48 59 7 10.8 973 H " 1 48 30 7 7.2 

379 H 38 37 日 5.3 208 H " 1 64 60 9 24.2 

-579 H " 1 36 60 B 9. 9 -560 " 79 88 11 50.5 

-588 H 24 22 5 1.7 108 n " 1159 96 42 281. 2 

236 n 
H 1 65 113 9 53.0 64 ， H 13 1 12 3 0.4 

238 " " 135 62 8 14.7 331 " 31 16 4 1.5 

246 " " 1 40 34 6 6.7 一 57 n " 1 71 58 13 32.6 

-1098 " 110 55 17 58.3 石器 147 331 n 27 20 5 2. I 

104 n " 1135 120 27 174.7 77 " 13 35 3 1.7 

- 65 " " 1 29 43 8 9.8 19 n 77 93 8 29.3 

918 n 44 51 8 18.3 151 n 61 76 7 15.8 

327 n 57 46 8 16.5 31 H 65 67 日 37.1 

58 " 71 57 12 34.4 71 n " 120 32 3 1.2 

149 " 32 40 6 5.8 日 " 7:l 55 10 32.7 

62 58 69 5 15.4 - 12 n 61 53 II 20.9 

21 " " 1 23 22 4 1.6 …788 H " 1 26 3，1 2.5 

74 n " 1 83 68 11 45.5 -102 " 45 68 13 28.1 

526 n " 1 65 66 7 27.4 56 n 61 60 7 15.8 

105 n " 1236 138 33 232. 9 159 " 63 57 7 16.5 

-696 n 57 69 8 22.8 328 " 75 76 10 27.4 

387 " 17 46 4 2.6 N " 1 31 39 2.6 

1265 " 72 58 7 25.7 138 " " 1 46 小l 7 13. () 

一190 " " 1 33 30 7 7.2 109-551 " n 12'12 113 68 1276.3 

864 " " 1 49 42 6 9.2 110-552 N 177 7B 68 791.2 

-249 N 73 50 6 13.5 11111 N " 114，1 6臼 :12 日5.0

244 .. 41 27 7 5.0 657 .. 50 18 2:1 56.8 

998 N 64 B 25.9 …656 " .. 1 50 46 13 :lB.2 

-12，18 .. H 1 60 41 日 l4.fi 1 12 -21 1 J〆 116 84 30 349.0 

MB5g N 1 2H 3:J 日 4.0 1 1 3 150 8'1 ~I ~12. 3 

一12<13 S XQ60 67 I 40 14.1 707 66 74 12 74.4 

-]:J] 9 " H I 24 24 3 t.:l 710 51 45 13 29.2 

-1247 N 39 38 5 7.4 6 1 4 6，1 1I1 !日 IO~1. 2 

-256 .. 27 44 6 7.0 f 

" 14，1 51 33 167.0 

385 .. .. 1 38 49 6 1 8. '1 721 〆 つ日 31 自 8.9 

n
h
U
 

G
d
 



第 11表石器観察表(9 ) 
大きさ (mm) ifr滋 大きさ (mm) E量級

NO， 鏑 NO， 出土1立tlr! 石質 鏑 幸吉

長約 l早 (g) 長 転1 l享 (g) 

114-645 SXQ60 I j'出 1，14 51 33 158.1 151 152 S xQ71 頁岩 59 38 14 19.2 

1 15 
ナ十三

124 87 I 34 324.3 13 S XQ86 25 10 7 1.9 

662 i19 80 I 30 233. .] 262 r ，13 29 11 7.3 

-669 7o 55 20 56日 222 S XQ71 " I 62 52 8 25.2 

613 u u I 66 61 6 20‘6 -1 13 u 65 83 23 89.1 

-644 u 32 44 12 13，4 43 u u I 58 66 20 51. 4 

1 1 6 u u I 125 76 36 301. 9 264 " u I 26 19 6 3.0 

-616 u N 1 '('( 76 :3，1 17G.9 44 乙' 7，1 79 23 78.7 

690 u 64 34 125，0 8 " 79 68 92.5 

117-11'5 1 u ö~ 日4 25 I 135.7 14 N 61 6 22.5 

1 18-1 76 " 83 63 1 62 80 85 30 177.0 

119-733 H N 1 69 Q') μ J1 67.1 36 N 70 45 25 66.0 

1 20 -1246 N 159 8，1 20 230.3 46 N N 1 63 23 11 10.8 

1 2 1 N 
N 1 198 73 21 251. 7 -249 N N 1 45 50 5 15.3 

1 138 N 
N 1117 72 17 154.3 -335 N N 1 38 35 4 3.8 

553 N 
N 1 90 71 15 97与4 293 N 74 お1 ワワ 77.3 

122-122 u 
N 1 85 40 9 26.5 95 N 76 74 21 94.0 

123-362 N u 1 90 42 8 14.1 38 N u 1 68 60 12 42.4 

124 N 
N 1 78 60 10 34.2 625 N N 1 39 13 6 1.5 

363 .' 39 58 18.1 7507 S XQ36 37 25 10 6.5 

1 15 N u 1 15 25 日 2.0 247 SXQ71 44 33 日 9.1 

341 u u 1 43 42 7 14.1 243 u u 1 80 32 19 71. 0 

125 u u 1 76 37 7 14.8 -220 S XQ86 n 15 26 1.1 

-1224 H u 1 34 21 s 4'} 1 86 SXQ71 u 1 44 46 11 22.1 

…1278 ， 
N I 46 38 5 10.6 322 " " 151 53 10 24.6 

126- 29 " " 1 50 25 11 34.4 220 " " 143 36 7 9.6 

127-554 ， μIII 41 17 64.2 355 " 34 43 17 12.3 

128 -1143 " " 1103 54 10 39.1 -7527 S XQ36 " 1 57 
4岡鍛5 
9 19.7 

129 " " 1 140 54 18 131. 0 28 S XQ71 " 1 88 20 85.6 

605 u .， 1 73 52 16 32.0 150 u 1 48 7 7.3 

1 91 SXQ日1 " 1 65 51 5 49.0 -372 N N 1 25 28 6 2.0 

130- S XQ60 N 1 108 68 31 192.5 1 N " 174 39 14 37.2 

131-374 N " 1 161 54 27 223.7 37 " " I 47 70 18 51.7 

132-1239 N " 1 61 93 B 40目9 70 " " 1 71 50 11 23.5 

133-163 " 83 36 8 16.9 213 " " 1 64 73 31 119.7 

134- 37 N u 1 87 34 11 24.1 291 " " I 38 73 18 36.5 石諮問l

135-686 u " 1114 69 23 104.7 " " 1113 55 29 139.6 161 

136-589 " " 1 77 70 19 71.l 21 " " 1 99 44 32 127.7 " 161 

137-213 " " 1 120 69 29 267.5 1 52 " " 1 156 120 44 431. 9 

138-629 " 127 58 22 142.6 105 " " 1 23 27 4 2. <1 

139-190 " " 1 95 52 13 55.1 -243 S XQ86 " 1 40 51 B 11.2 

140…1 198 " 82 14 41.3 292 SXQ71 " 1 29 39 4.5 

141-373 " " 1131 60 18 80.2 20 " " 1 59 63 14 38.6 

142- 78 u 81 50 12 27，3 254 SXQ86 " 1 36 28 6 4.1 

143-951 " " 147 55 9 19.8 352 SXQ71 u 1 30 50 8 10.6 

144 88 " " I 108 73 16 104.0 158 " " 1 37 35 9 8.6 

145- 26 " " 1 189 66 36 299.1 281 " " 1 56 44 7 11. 8 

146-652 ノF N 1 44 94 19 70.3 26 9 N 56 57 9 23.5 

147-1098 " " 1 110 55 17 58.3 一14日 " " 25 16 3 0.9 

148- 60 " 泥岩 511 255 76 8100.0 -326 " " 1 22 37 6 7.2 

14 9 " " 1 95 92 23 162，6 18 S XQ86 " 21 27 8 3.6 

-218 " " 1 92 61 77.1 -202 " " 1 42 44 11 16.2 

285 75 55 23 85.5 277 S XQ71 " 35 49 5 9.4 

150 炉11:3 " 伊山岩 102 日3 25 319.9 304 " " 33 38 10 9.5 

I 51 SXQ71 頁詰f215 1，17 69 1878.3 259 SXQS6 53 26 11 7.7 

151 ，. 50 64 B 19.0 160 15 16 l.4 

1 34 " ，1η 1 21 128 λ' 24 25 R 3.1 

-116 S XQS6 " η“3 18 7 2. ，1 175 " 7 1.9 

24 1 S XQ71 r 40 34 11 12.1 -276 " " 60 6，1 12 28.9 

66 " J 46 ιt 13 I 37.3 1 95 H 49 39 5 10.6 

- 61 " " 。。ηι 48 - 51 J J 2:1 6 1 

397 



第4章調査の記録

12 、，JnV
 

aaz--

f
t
¥
 

大きさ (mm) 重盛 llH辻

NO， 出土佐緩 M主 。語 考 NO， tl:J土Iぽわ質ト 鈎 ~ 

長 編 長IiIJ I fif' (g) 

|ト一1一一一5一一2一一-一一一3一ー21一7 2 
S XQ71 l'i岩 40 37 8 8.3 1 54 72 S xQ71 民主当 66 ，13 18 ，15.5 石6''; 163 

H 
H I 43 49 8 14.8 62 H 

H I 48 53 ?? 37.5 163 

259 " ，18 4 7 9.6 104 " 15 18 z 0.5 163 

-333 H 23 25 7 2.7 59 " 70 60 17 I 107.2 153 

1 9 2 " " 1 :ll 39 9 10.4 MD59 H 1 58 38 10 19.0 163 

5 H " 1 29 27 7 4.9 583 S XQ36 " 1 106 59 32 158.8 163 

125 " " 1 32 27 自 5.5 1 55 1 S xQ71 1 " 115日 ，16 :lO t:J7.8 
q 8 " " I 11 54 19 58. 9 号 162 212 " 2:1 ~9 4 2日

MD59 H 1 :l8 36 5 10.4 162 163 " 
， 13 23 3 0.7 

-i i u SXQ:{6 " 26 5 I 6. i 1" i62 -2101ii悦 42i 22 i 95.2 イ:i¥i苦 164
-315 S XQ71 " 14 40 6 G.7 162 4 8 6 I S X Q36 I " ! 63 I .10 I 1.1 I 39.0 

309 H 43 19 I 12 10.4 162 1156 S XQ71 〆， 1 128 78 29 119.0 

65 S XQ86 88 47 17 55.4 162 -302 " H I 72 64 16 50.1 

153 SXQ71 " 1 124 98 46 338.0 237 " u I 53 76 11 43.2 

12 H 42 50 12 25.5 330 H 
H 1 36 32 6 6.3 

日 " 3H 25 11 6.4 381 " H I 40 ?? 17 ちl

96 S XQ35 H 1 32 40 日 5.9 H 
H 1 27 21 6 2.7 

132 S XQ86 " 1 22 19 4 1.3 一204 H 36 46 日 11.0 

124 SXQil :JZ :J~ 日 '1.5 -117 " 15 ~2 2 0.6 

328 " " 1 37 70 13 38.1 157 " H 1165 77 33 334.3 

22 " 24 19 ヲ 0.8 92 " H I 27 '13 日 5.1i 

MD59 53 58 10 28.0 143 " H 1 22 18 3 1.4 

111 SXQ71 25 51 10.1 S XQ3G n 1 17 21 7 2.4 

-218 " 115 64 10 25.1 石r，o 160 310 S xQ71 " 1 30 37 5 3.7 

60 " 90 83 33 189.3 S XQ36 " 1 21 13 4 0.9 

154 " 22'1 84 42 586.5 56 SXQ71 " 1111 75 25 204.5 

237 S XQ86 " 1 47 65 13 33.0 -6184 S XQOl 59 20 71.7 

156 S xQ71 " I 43 37 8 11.4 -279 S xQ71 " 1 58 62 16 44.1 

254 " " 1 49 28 10 10.6 
1
158 " " 1207 124 36 153.2 

- 54 " 31" 32 4 :1.1 -682 S xQl1i " 111i 2.1 ワ 1.1 

115 S XQ81i 28 27 3 3.0 -273 SXQ71 " 151 58 11 21. 2 

一164 " " 1 40 45 10 12.4 63 S XQ36 " 1 30 45 10 11.4 

- 11 S XQ71 " 1 50 40 8 11.6 -297 S XQil 67 85 17 62.6 

-154 " " I 25 9 2 0.5 -107 S XQ36 " 141 25 3 3.3 

18 " " 143 43 8 10.6 7601 " " 1 20 26 3 1.5 

57 " " 145 50 7 11. 5 -157 SXQ71 " 14 37 10 13.2 

MD59 32 48 9 7.5 -301 " 55 70 11 36.2 

" " 1 31 30 4 3.0 一 74 S XQ8G " 125 36 5 2.7 

76 SXQ71 " I 30 36 6 5.3 15 9 S XQ71 " 1146 108 38 273.3 

289 " " 143 55 10 19.3 126 " " 1 39 30 8 1i.0 

-222 SXQ86 " 7 I 15 2 0.2 15 " " 150 55 10 25.0 

-278 S XQ36 19 3 0.8 -112 " " 137 42 古 9.3 

624 SXQ117 " 124 21 5 1.9 205 " " 127 44 4 4.2 

176 S XQ86 " 121 30 3 1.9 204 " " 115 11 3 0.5 

282 " " 1 13 23 P υ 1.2 -227 " " 169 60 10 31. 0 

241 " " 1 19 31 3 2.0 306 〆ノ " 167 70 12 58.4 

-295 SXQ71 " 1 58 69 9 25.4 238 " " 15 13 5 0.8 

7 " " 142 41 7 8.6 …276 " 35 52 8 12. ~ 

一336 " " 1 27 29 3 2.2 188 " ノ !日 31 3 1.9 

…278 " " 1 28 31 6 4.1 163 " " 

221 SXQ86 " I 19 13 2 0.7 2 " 35 7 101. 5 

93 " " 1 25 36 3.0 -266 " 1i5 i16.1i 

265 SXQ71 " 1 30 25 3 2.3 1 2 9 " 33 JI 4.0 

320 " 40 40 ，1.9 -142 " :J1i :JIi 3 :1.5 

153 S XQ86 25 20 5 ].(i 67 F つ25 51 5 5. 9 

MD59 " 141 ，18 日 9.，1 47 " " 137 '14 9 11.，1 

S XQ36 〆〆 26 21 3 1.4 199 " :iS I 45 百 11.2 

-174 S X Q86 " 123 2:J I.s - 13 " u I 52 .!01 日 18υd ぅ

22 " 16 16 2 0.9 272 40 33 5 5.，1 

66 ， 10 μ f O. :J 16日 r 

96 
815 3 

3.0 

-284 S X Q71 "1 16 I 1i つ 0.5 160 " 36 21，U 



13 
¥
B
F
'
 

縄

a・后
4
3
E
p
 

f
t
¥
 

Aささ (mm) t抗1武 大きさ (mm) ill滋

NO， :1: 1(川代 iil1 ヰ5 NO， Il:U:lt毘 行1'1 。菌 ~ 

司馬主 J'l (g) 長 耳也 J'子 (g) 

1 U 0 2 1 8 S XQ71 !'U; IH 10 25.1 166-660 S XQ117 :i't岩 19 I 25 ，1 I 1.8 

60 " ~JO 。8:3 33 18自3 73 S XQ85 29 18 。“ 1.6 
d I，Jcl tコ ;{りJX 1 () 5 i " .， 1，1 I ~7 ‘} O. X 

!l1 " "‘ワ i、i 3 " " 1.;ヮoゐ :i2 .1 I 4.2 

4 5 " 1113 55 ~~j i訪日 267 〆 24 4 1.6 

2 1 " 99 .¥<1 :12 127.7 1 54 " " I 38 30 4 5.7 

162 " 1:J2 54 36 157.9 149 " " I 20 27 2.4 

48 Tf 与1 19 Ijo.9 1 50 20 :17 3 u 
MD59 " I 3B :lti 6 10.11 。U っゐ " 23 B 1.6 

[て II 0 当λW:ili Zlj 
16t7 l 

1 ~ u " .13 :H H ~.1 

3 1 S XQ71 3 10 862 S XQ117 

40 5.4 8 …309 " " 1.10 19 1U.-l 652 " I 19 

65 S XQ86 88 47 55.，1 64 S XQ85 65 84 16 60.0 

163 S XQ71 225 6:1 :13 067.9 60 " " I 29 22 
Eリヤ 2.2 

72 " " 166 ，13 18 '15.5 172 " " I 22 32 2 1.9 

fiり " N!  I 53 :つ-つ2 37.5 72 r 
N I丹2 38 11 19.7 

1 04 " 18 0.5 79 " " I 39 33 5 4.3 

59 M 70 60 I 17 107.2 …245 " " I 89 7:l 26 171. 9 行r，;; 171 

MD59 " I 58 
5:fH9j1-1 32 

19.0 72 " " I 79 73 26 173.9 171 

583 S XQ36 106 158.8 i " 138 104 50 403.2 

164 S XQ71 " 115，1 15 27 134. 2 76 " I 20 16 4 0.6 

-21 0 " " 194 22 95.2 S XQ36 " I 85 107 12 78.7 イiEii 174 

-486 SXQ:;6 " 1 ij:J 40 1，1 09.0 - 92 S XQoG 1/ ! 25 日 3 0.3 

i 65 S XQS5 127 122 59 566.3 158 N 34 40 7 8.1 

1 1 5 M μ5:1 27 日 18 37 N 24 25 3 1.6 

1 68 N N I 3，1 25 1.8 …217 N " I 31 22 4 3.0 

1 24 N 11J1J 70 13 日2.9 97 N 39 27 。白 1.5 

1 30 n 
N I 4:1 42 6 9.8 139 " N I 36 42 8.6 

83 " " 141 :l:J 8 6.4 186 /〆 " 19 15 3 0.9 

160 f " I 56 05 11 リゐリ】.u ヨ -110 " 21 18 8 

155 " " I 70 67 13 日日告 1 97 " " 16 19 3 0.7 

27 1 N 
N I :J3 43 7 3.2 31 " 19 34 2 1.7 

177 " 26 :35 7 6.U 34 ， 
" 14 129 0.7 

48 " が 52 60 7 16.2 210 " " 125 20 4 1.2 

193 N .1日 出l 5 4.2 127 n " 12，1 21 7 2.8 

141 N 40 26 3.0 45 N 
N I 37 25 2. 9 

53 N 
N 1 51 24 5 4.2 74 " N 1 22 22 0.8 

81 " N I 53 39 7 13.1 236 N " 17 27 3 1.7 

76 M " 1，13 33 4 I 4.2 1 16 " N I 21 24 5 1.8 

109 N n I 52 ，11 12 22.6 141 N " 11 22 3 0.8 

1 89 n 42 37 8 9.4 16 n " I 79 52 10 49.1 

103 N " I 57 50 8 1 ~J. 4 i 9 " J 15 28 6 1.5 

63 " " 144 41 自 1[..l 89 " n I 21 10 2 0.4 

…21 2 " " 15，1 :J9 13 25.3 日 " " 11 28 10 0.6 

1 78 二日:w 21 7 :1.8 186 n N I 21 28 7 3.4 

86 2:J w 3 0.7 133 " n 1 53 '10 日 13.8 

一217195 
n N 18 2，1 日 2.，1 252 n " 1，13 4 7 5.9 

，11 26 5 5.5 192 " n I 24 ，10 11 6.8 

126 n 55 10. <1 175 n " 12:1 29 6 :1.2 

-1 1 4 " 3，1 35 10 7.8 231 " N 1 25 30 ‘3 1.6 

1 08 " <1日 ，13 日 13.2 " 'F318 3 
，16 
3170.2 2 

:1.1 67 41 1.1 82 " 11 

66 :0 25 6 3.8 672 i SXQ117 .18 3'1 5 (i.:i 

1 95 " " ゾ日 田》 一175 S X QXS I 20 11 ιω 3 0.5 

1 g 4 

一

1 97 Ji 3 O. i 

1 58 日E 69 30 160.5 '[，6;; 1iO 22 S X Q36 75 67 15 97.2 f"i:fii li2 

1f:i6 f J(ili 凸‘hζ‘ .Hlつ7 品9 抗日 13 3.J. 5 172 

161 " N I :15 :36 。 1 68 75 。UυO 50 239.7 
1 5 <1 d I 23 日 <.2 -663 S XQ117 GB :m lli 41.2 

:J 1 1.0 162 S XQ85 ふ 仕4

03 2，1 i 4 !甘 4 1 1 ~J 2x 5 2.6 



第4章調査の記録

第 14表石器観察表 (12)
大きさ(刷) I重量 大きさ (mm) Ii[(h[ 

NO， tll+(なif!l 石!霞 。'iff ~ NO白 vI占 主

I主総!手 (g) i毛幅 1'/1 (g) 

1 68 28 S XQ85 N'治 59 I 37 I 16 I 18.8 193- 6 S X QlOu ri'f: 149 7，1 20 175.0 

21 .. 35 194 587 20o 89 1 3:i ，188. ;) 

i .. 27 24 ! 9 5.3 195-315 n n 1200 

12:1 
114515a2 4 

-258 SXQ36 N 1 29 36 1 15 13.4 1 96 1 1 i .. 当9

- 18 S XQ85 n 19 1 36 a 5. :~ 197 588 n 156 125 25日l

-203 S XQ36 61 60 23 141. 0 198 508 .. n 1 90 36 日 15.8 

169 " 日日 107 28 153. :3 199-T35 " JI:l 5:lllfl IOX. " 

77 u 
11 I 50 36 10 11.1 00 188 76 20 76. U 

-102 SXQ36 53 ，18 7 201 651 n 

r i 1i坦95 1 785 4 2165 ZIg-0 
273 S XQ85 37 19 12 18.21 202 

74 29 “つつ“ 5 ')，; 一22<1 .. 65 1 10 

- 47 H 30 28 5 2.7 226 n 1 77 70 日 ィ13.1

- 58 n " 1 38 17 5 2.5 203 296 .. N 1131 631:17 239.5 

39 .. N 日4 56 8 18.1 204- 18 N 
N 1147 Ti 1 17 141.1 

243 .. N 1 43 47 7 7.9 205…78 F ZCilJ'Ei 108 77 42 420.6 

一137 N 
H ! 39 24 5 '" 206 SXQ1l7 119 116 9;J2. ~~ 

121 ， 
N 1 46 44 6 11.6 …240 N 22 15 円i 1.5 

6 .. 38 54 2 32.1 1 9 " " !日 17 6 1.2 

182 .. N 1 37 4M 11 15.1 234 n 37 45 21 32.6 

1 1 4 n n I 43 59 白 14.，1 -404 .. 〆' 18 1 14 5 1.4 

170-158 .. 官9 品9 30 1 160.5 527 u 80 78 I 22 116. ，1 

1 71 " N 1162 73 26 I 345.6 
H 

MJ62 " 1 :H 3日 11 lt.:J 

245 " 89 73 26 171. 9 236 SXQ1l7 54 4 日 ao 

72 " 7日 73 26 173.7 220 27 J. J 

172 " 〆， 1 135 66 21 181. 7 224 " 36 17 7 :1.1 

22 SXQ36 " 175 67 15 97.2 -5476 S XQ36 " 179 61 19 80.5 石器 220
f 69 66 18 801.5 -412 SXQ1l7 " 190 78 14 8，1. 8 

173- 13 S XQ85 19 18 4 0.9 -235 〆' 68 43 20.4 

174-354 S XQ36 " 1108 77 27 79.3 33 9 " " 161 38 11 20.6 

175 S XQ85 安山岩 92 66 41 295. <1 231 " 47 21 12 10.5 

42 " " I 45 41 40 209.3 4 1 4 " " 1 58 67 15 55.6 

一216 " " 1 82 66 38 86.1 229 " " 1 59 62 24 80.2 

176-705 SXQ67 頁岩 172 66 21 227.3 406 " " 1 63 68 13 54，3 

177 14 S XQ89 " 1 77 72 12 48.7 …234 " " 152 60 35 80.1 

178- 13 " 安山岩 68 81 ，15 308.3 -225 " " 154 89 12 48.6 

179 SXQ86 頁:ぉ 159 117 49 886.8 -223 " 64 56 11 31. 8 

- 58 " " 1 57 自7 25 60.3 -4 15 " " 1 30 1，1 6 2. '1 

-401 S XQ36 " 1 80 99 45 352.3 …509 " 41 27 9.6 

402 " " 1 77 92 43 308.0 -532 " 124 19 7 1.6 

-403 " " 1 92 68 28 141.7 222 " " 1 78 74 [，1 69.8 

584 " " 1 55 42 12 24.5 -526 N " 147 44 13 21. 8 

180-351 SXQ日i " 1 6，1 41 12 19.2 -400 " " 153 70 14 36.3 

181-255 " " 1 73 36 26 62.3 232 " " 1 59 ，13 9 25.1 

182- 38 S XQ93 " 172 28 10 14.5 S K56 " 135 2，1 6 5.9 

183- 20 " " 1 97 54 16 43.1 207 " " 1 103 5，1 27 90.0 

184 SXQI00 " 1 195 162 69 1259.4 …490 " " 1 70 '14 10 76.0 

…228 " " 1 55 65 12 31.4 一167 " " 140 50 27 H.O 

709 ， " 1 68 72 21 90，0 208 258 N 186 92 58 935.7 

643 N 
N 1165 141 60 1138.0 209-254 N 

N 1 94 51 2:1 86.6 

185-798 " " 1 90 102 81 63<1. 7 210-289 8Q5'1 N 1 102 日7 28 175.0 

186-609 N 76 153 67 878.8 J 69 42 11 2U1 

187-293 N 108 80 3，1 871. 7 212 273 N 
N 1 76 40 19 ，16.1 

188-643 N 
N 1165 141 60 1138.0 12 1 266 I " " ! 7~ :l:l ，11. 2 

189-650 " 271 180 79 2873.0 21 4 47 SXQ117 53 56 15 :17.:1 

1 9 0 " " I 120 日目 り】り戸 5ワM 勺 2 1 5 -2日日 8Q5，1 5，1 lR :1:3.8 

← 4 15 108 99 つ・a 32[i.5 216273 日。 Ili Ili.oi 

835 N 75 99 195.6 21 i 76 SXQI17 " I 日2 l!'i 7良i

191 652 " " 1 176 11，1 44 日(i:1.G 21 8 -3日4 !u5 66 ヲ5 108.0 

1 9 " " 1151 82 24 265.5 219 337 11古 1]，1 136.5 

316 " " 1147 81 La L5B.9 11220 ，17 S XQ:J6 7甘 ol 19 gO.5 

" 1 29 ，10 8 6.6 11221 S XQ123 207 78 /'1.日

400-



第 15表高器観察表 (13)
大きさ(四) m!Jl 一lmNO. :H 1 (なWI1 イii'l uiu 

iえ (g)

ヰ5 後

iぇ f'r ( g) 

22 1 MC"~J 1'(干f :15 44 I R 6.3 235 SXQI251 J'l'r~i 369 12:l 1 9:1 3H3S. ~J 
SXQI2:l 46 :UI s X Ç~91 N ! 61 101 ! 13 55.5 
MCう7 N i 50 主5 li 1 T3:J SXQIOO I 31 1131 I ?:l 7.2(1.1 
SXQI2:J 55 '15 ら 9.0 11 S X QI25 24 ! 16 u 

19 ~2 7 I 11.4 303 S XQ91 39 I .1 I 2.¥) 
222 222 105 45 421.9 302 N 67 28 9 13.7 

(i(i 11日 J2 162ち 11 N 6:J I :，1 10 13. 3 
63 6臼

ト一一一一←ー
2<1.5 1 J N 

N ! 21 13 0.9 

101 IIIJ 16 110.8 305 S XQ91 N 70 7'1 H 1 45.2 
N 31 99 ')J 123. R S XQI2~J E 4. U 

1122223 4 
3 S XQI21 ιlil 4 立，) -:W: L1Jm~ o¥:J 157 G5 1 {i"9. i. 
'J N 102 3.1 11 22. ，1 66 SXQ91 133 2.1 1 229." 

2 2 5 S XQ12:1 132 2:， 131. 0 270 N 
N 1 78 74 9 63.0 

226 N 日目 2:3 11 12.7 一集中古fl N 67 日1I 1.1 59.1 
227 N 85 51 17 51日 2 9 9 S xQ91 56 77 11，1 67.6 
228 

寸
M μ10B 67 1 7 OIJ í~ 30 S 90 69 I iO n;i.l! 

229~ N 54 12日 19 57.1 11 SXQ125 N I 40 'HI H 6'1.6 
230 N 〆. 1m s5 4 308.6 11 N 

N 1 53 5ヰ a 23日
231 " " 1 105 日'{I 2G 172.'1 11 N :Jl 6，1 E 12.5 
232 SXQI24 .， 1243 I G~~ 日11 2706.0 ~ 31 7 SXQ白l " 1 (i~ I:J:1 Ji I 12tH 
5 9 3 SXH66 11¥1 14:1 55 I 882.9 ~lhrlJ部 S XQI25 N 1 87 70 I 17 82.5 
1 2 1 " " 1 50 31 !日 15.0 176 SXQ91 N I r)ωυ Q 14 1.1 

S XQI2!] " 111 1 40 :C:.O 一集中部 S XQI25 ， 59 7告 13 55.5 

MB57 27 17 7 1 11 " N 28 45 5. O 

N 1 52 51 11 20.5 304 SXQ91 4 ι15 11 11. 9 

SXQI2'1 " 1 56 6，1 17 32.4 31 4 N N 33 57 12 96.9 
， 

11 G4 52 2711 287 i N 95 19 95.9 
N " 16 23 1.3 -330 S XQ60 74 53 16 57.8 
N N 11 11 3 0.0 11 SXQ12R 49 36 14 15.0 
r 14 70.7 11 N 13 μ ~ O. i 
N N 18 19 3 0.6 31 9 S XQ9j μ51  24 7 7.3 
N 〆〆 10 132 36 348.0 ~306 N 

N 1 81 60 34 140.2 
N 56 25 14 17.9 11 S XQI25 ;]9 27 7 6.2 
N 71 60 21 42.8 …30 9 S XQ91 N 1 09 41 9 11.4 
N 40 21 6.7 ~ 11 SXQI25 39 32 5.3 

M857 3，1 '12 14 17.1 ~ 35 N 20 24 4 1.3 
N 

N I 51 33 日 1U 35 N 30 02 4 J.6 

1282 S XQ60 65 48 11 21. 0 35 N 
N 1 35 35 3 :u 

M857 ，12 28 12 7.7 ~ 35 N 
N 1 5'1 40 5.8 

N 32 2，1 12 6.0 ~ 17 N 
N 1 64 29 16.1 

N 61 3(i 12 18.1 310 SXQ91 N 1 97 60 17 116.8 

SXQI24 25 23 3 1.0 11 S XQI25 N 1 47 27 3 4.2 
N N (is 29 10 14.01 ~ 35 N 

N 1 47 41 10.11 

" N 46 48 12 23.6 6 SXQ91 N 1 90 52 8 36.2 

" N 53 15 5 3.'1 ~309 N 35 51 14 22.3 
， 

u I 45 59 12 30.8 307 " N 1 30 29 10 8.0 
N N 5 7.0 ~ 11 SXQ125 " 124 HJ ].(i 

MB57 J 小l :，9 6 6.3 一集r:fJ8s " 72 1:18 25 289.7 
N " 16 1 2，1 ワω 0.8 54 3 S XQ60 N 1 71 29 11 ト1.9

" 
F :18 6 4.3 310 SXQ91 86 111 16 1II.:l 

MA58 " 38 43 12 17.8 11 F 36 21 4 :1.2 
一1288 SXQ(，U 5:3 日i 3o 162.7 石r.ff 233 11 " 1 92 28 9 lH.1 

SXQIy，11 1:も1 12，1 50 686.3 2:J:J 11 35 1.4 

233 ，. 177 105 50 日'19.0 293 .10 2日 .J.I 

1日日 S XQ60 5~ì 91 i :Jo 162.7 ~IC57 33 b u 
S XQI2.j 1131 1121 50 GoG.3 ゐ1.1 53 ら c、3 11.1¥ 

23<1 S XQ125 ! ! 75 40 368.5 11 s x Ql~:5 そ

，，'J 
!J.i 

67 46 I 5:1 日日日 97 SXQ日l 30 ω， 2.9 
33 S XQ91 289 " ，)日 21 14 

11 S XQI2:i 39 o 7甘 31 8 ，)1 

368 I S XQ91 1.1，/ .. 5.1 5~j 日 13.0 

-401-



第4章調査の記録

第 16 (14) 

大きさ (mm) 重量ま 大きさ (mmJ ;1)1.¥ 

NO. tllU主総 (I質 。詰 Ii NO. lH !-.{I'!.I'lt I行 出S ~ 

長稲 Pま (g) i主名'" l~i (g) 

235- 1 1 S XQ125 l't持 21 1 44 7 5.，1 242 4 
S 5Q X l RG2 75 

12:1 a7 30 .179.1 

3品目 5 XQ91 " 13 1 28 ;) 1.11 243 32 gg 70 51 431.2 

11 S XQI25 66 10 5 15.7 244 37 S XQl11 i~Oi [155 H1 iO i ;J68.5 

35 " " 1 22 3 1.3 245- 27 " 日目 :1~ 10 26.8 

35 " " 1 19 18 1..1 2 <1 6 28 2 
'? I ~l :j 11 1fi .1!i.7 

42 37 5 8.4 247 S X 52百 " 1 86 12，1 261118.，1 

309 S xQ91 M 17 1 18 0.6 " 56 62 14 21.6 。

- 35 S XQ125 62 78 1 12 
3101..7 1 

3 ， 1 6，1 13 

35 M 42 3，1 8 6 ，. I ö‘ l:~ 41 1 17 

35 " 12 つムつム 日 " 57113 18.7 

35 " 33 19 U 1 r 1 'i6 1.1 2G，日

321 SXQ91 N 1 2，1 26 1 2.1 4 8 6 ，. 83 11 17 

一 25 S XQ125 " 1 29 21 3 2‘i 249 F 56 1i211'1 21. 6 

33 " 16 15 3 0.8 250 3 " 55 64113 27.0 

326 5XQ91 " 150 42 3 8.1 251 日 " " 1 48 5711:1 18.7 

;)η25 44 53 6 11.4 ηι2之η2- 1とu " 6~ 4μ 25. ~J 

326 μ 

" 13 1 21 4 0.9 
ノノ " 日2 70 1，1 :J:l.7 

35 S X QI25 211 24 5 0.7 2 G2 ，1511.1 17.7 

qι マ， ηG SXQ91 28 35 8 3.6 日 M " 140 :37 4 u 
-300 J〆 2:j 23 3 J.:J 7 J 13 55 5 1l.J 

391 ， " 1 :m 51 1 10 16.5 254 つι f 日2 !日 1，1 17.7 

一集中部 S X Q 125 .15 69 11 18.0 2 5 7 " " 1 48 5 11.3 

35 " " 1 50 59 1 10 19.8 56 9 " 4 :li 

323 SXQ91 " 1 36 31 7 6.8 251 F H日 02 20 

54 M 16117 4 0.6 5 " " 1 48 15 16.1 

-299 " " 127 27 3 2.1 11 " " 1 6:1 43 12 16.，1 

3 1 5 " 自0 46 9 1 4自.9 1 2 " jf I 62 59 16 20.3 
- 11 " " 1 70 32 6 12.4 258- 1 1 " 6:1 1 43 12 16.'1 

11 " " 152 27 5 8.1 259 5 " " 1 48 42 15 16.1 

11 " 11 17 ，] 0.4 260- 12 d 62 59 !日 20凶3

- 11 " " 135 20 8 3.8 261 13 " " 141i 82 10 18. ，1 

195 SXQ91 " 158 55 5 14.5 262 10 〆/ 40 60 9 11.0 

35 S X Q125 " 113 14 2 0.3 263- 16 " " 1 50 67 15 3，1.1 

324 SXQ91 " 1 49 52 8 13.8 264 1 4 " " 151 31 8 7.6 

一323 " ，11 50 7 12.1 265 4 " " 1 56 3:1 6 6.5 

35 S XQ125 41 28 4 3.6 266-6 91 S XQOl " 1 lG5 13，1 71 1179.2 

35 " 33 60 5 日.2 267 -61.1，1 " " 1 27 18 7 2.0 

398 S XQ91 29 35 4 2.7 268-639 H 104 67 10 53.6 

-%rl]郎 S XQ125 " 1 69 61 13 36.3 269-6172 " " 171 43 15 :H.7 

32日 S XQ91 " 1 35 112 日 0.6 270-62:38 " " 1111 53 19 79.2 

392 H " 1 33 手1 日 4.3 271-6191 " " 1101 (i:! 35 140.0 

35 S XQ125 " 119 31 日 4.3 272 S XQ73 り I'H 98 50 588.8 

-%r)]$ " " 1 52 67 13 36.3 1612 SXQ92 69 (;2 12 57.0 

- 35 " " 1 24 21 4 1.1 646 S XQ73 " 1.10 :14 10 lJ.:l 

175 S xQ91 " 147 29 2 -634 N N 1 34 25 5 3.，1 

33 S XQ125 N 1 11 24 2 0.6 746 " 19 1 30 日 2.G 

195 S xQ91 " 1 55 47 7 14.2 41 S XQ71 " 1 46 38 12 14.1 

35 SXQ125 f; 145 50 50 12.G 1 88 S XQI02 :lO 30 3 :1.，1 

35 " 日十
4 3.4 718 S XQ73 " 127 32 6 5.2 

543 S xQ60 2.5 738 " 19117 7 J.:l 

35 SXQ125 " 1 26 27 2.5 736 " " 125 !日 7 UI 

67 " " 1 ，16 53 17 1 29.5 イ:Jr.ii 20，1 1 10 :Jli ，J，i 日 11.:: 

233 S xQ91 11 ! 125 10 37 352.4 234 -640 51 11 "，1.7 

- 11 SXQ125 " 1 39 .1っu 8 7.9 23，1 752 15 1.1 

68 S XQ91 7日I58 り】U勺 i0.7 2:3-1 G :Jl; 1:1 :1 

236- 38 S KI-18 正ellli'‘; 日 1 -18 1:1I:i.1l1 -7 -1 11 13 1 6 I 

37 l SQ34 n~占 102 ! 54 18 I I 682 川JつI l “h 勺t 

238 3 1 SQ35 同U1と134 日5 788.4 i 3 9 :，9 U IJ..I 

39 S XQO:i !fi5 I:i~ 日2 lつ:12.4 4 :l H にi? SI 17 2<1. 7 

240 5 SQω 1'[む 5li !.Ii 141 :~. n 

24 1 SQI36 40 [ 21 79 日目
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17 (15) 

:}，:dt: I間
ili二Uli.1i'iIli臼

一λ:さき {岳部} ITUit 
NO， {îí~ [告 考 NO， ぬ 占き

i主将 /'j (g) iえ 弘司 1';: (g) 
72 - 84 S XQ73 uf'i 2，1 :10 5 :1.，1 283 69 S XQ80 Hfi 4 30 7 5，2 

" 20 1.5 4 1 4 50 I 9 16.0 

仁三日5

35 日 1.1 [i 1 5 SXQ9~ ¥ Jf 1 S~J 10 1 17 4l.Z G~ii 
，17 5日 12 27.6 一Il:H 64 ，14 i 17 58.2 282 

8 fj " ，11 日i 10 21.!j ~ s q " " I 120 109 '10 42.7 
1 7日 S XQI02 75 92 9】 126.2 イ:;r.ii 27日 896 S XQ80 28 25 5 2.9 
177 5:3 50 

221 1 
;'9.7 '!.(詰 一日 7O " 31 29 11 S.8 

1 8 fj " 5f， 11日 115.f; 中ιl日n 577 刀 初 7 5.6 

|1271748ii s x Q73 29 21 10 1.0 "ワtワ7R 73 30 ，18 6.7 

170 15 545.1 15 00 
リにつι つι " ，15 ヨi H 7.t: 1 U 8 g 109 26 390.5 
491 N N 16 :<0 日 l.5 285-457 " " 1 ，14 25 70.0 
440 " " 16 :14 6 2.6 286 " 57 66 14 43.9 
1 :i7 ， 45 H 21.3 8 1 3 57 58 11 33.3 

32 " 10:1 8:J 43 275.9 石;苦;281 368 " 40 39 8 10.6 
之uu SλQI021 " 3日 144I日 9.5 1287-464 N 1102 出] 100.6 
一508 SXQ7:J "ワuυQ '1:J 7 7.0 11288 36 M 〆r 臼4 56 21 91.5 

1 02 S XQ102 ;]7 35 E 5.4 S XQ92 μ226 1，10 I 70 110".9 
433 SXQ'/:l " 1 :17 25 10 6. B -1320 " " 1;)，1 

348 7 
10 11. 8 

699 " 
， 
!日 53 7 5.6 日48 N G ょ1.5

92 " 19 48 8 6.7 …i70 ， " 132 4 5 4.9 
-1 8 1 SXQ102 93 i:J 28 195. 9 石器:;280 一1598 I " " 12 れl 2.8 

274 S XQ73 113 I 71 I 29 155.4 -123 :J " " I 50 92 8 24.3 
635 " H ヲワ 1.0 -1713 " " 19 2'2 5 2.0 

291 " 22 31 5 2.7 …1 528 " " I 28 1，1 5 1.1 
-365 " 30 46 。。 9.2 137B " 20 28 5 2 'J 

68 n 
N I 24 37 I 8 6.5 -1431 " 72 16 n2 

1 50 " 24 41 4.1 881 " 31 4 u 
…320 " 30 38 7 7.9 825 " N I 48 ，11 5 u 
637 " N 1 20 23 -167s " 2fi 2S 5 2. 9 
36 " 23 29 3 u 871 " 28 33 12 7.8 

662 " ノノ 13 19 s O. 9 1274 " 35 25 5 '1.1 
1 82 SXQI02 " 157 53 17 52.，1 石*:;279 1382 " 44 31 5 6.0 

1 83 " 57 6fJ 20 68.3 279 26 S XQ73 84 73 15 59.7 
275 S XQ7:1 1，12 66 '10 254.9 1816 S XQ92 " 160 109 12 54.2 

180 S XQI02 53 47 18 :16.0 …1463 ノ 52 45 10 20.9 

-1790 S XQ92 98 日l 27 189.8 一1:331 " 41 5'1 10 9.0 

7 1 4 SXQ7:t 25 50 日 20.9 1166 " " I 52 65 7 16.3 

-696 H " 158 42 12 8.2 一12，15 " " 132 16 5 1.6 

276 SXQ73 " 11:17 72 41 337.1 940 " " I 47 39 7 fJ.II 

27 " 117 50 15 913 -1 fj 01 " 70 73 15 52.0 

634 " " 1137 72 25 2，1，1. 0 624 " 46 37 6 8.3 

277-665 " " 1207 12，1 119 12'12.7 -273 " " I 43 52 7 11.0 

278 " 1，11 80 3fJ 165.9 IIH J 45 36 10 12.2 

178 SXQI02 μ75  92 25 126.2 1606 " 20 21 日 1.6 

-177 " " I 53 50 21 39.7 18日2 " 49 54 10 19.8 

279 " 11:1 60 23 120.7 -1931 " :J8 40 5 7.4 

182 S XQI02 " I 57 53 52.4 -365 " 46 41i 12.5 

-1 83 " " 1 57 69 20 68.:1 -1158 " " 18 25 6 2.3 

280 181 " " 1 93 7:J 28 195.9 102'1 " 28 31 日 4.1 

8 1 32 SXQ7:1 10:J 8:1 4:1 ?7~. 9 1618 a IlIi 27 5 
282 SXQSO " 1117 45 21 日1.4 ←1311 ， 

ゲ 26 17 5 1.6 

615 SXQ82 5f! ，10 41. 2 990 ，18 31 ~マs 

一113，1 ιi 11 1:12.1 60 i 2B 日 8.1 

S 3 S X QoO IIi ~b 15U. (1 1.10b 30 I 21 
一10 O 5 ~Ii 31 5 ~l4 1.199 21 2.0 

1 U 7 ~ 1I t ‘】 Jil 1HD 50 36 6 1 

4 8 ')、ii白 :;5 u 1 ii7 " i7 1，1 初.'1

629 IO 3fJ 日

10ωi 1 

" O 3 f :37 31 5.6 

4 1 Mηg 4 、口予 1 575 00 2性 。 4.9 
lii4(i H :1O 29 ，1.9 1171 " I "i I 21 日 S心，.ゐ3 
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第4章調査の記録

第 18表 (16) 

きさ [血盟] 耳 k，ささ(別11 offl，t 

1'0， illU立区 {i'e:t i桂 再 1'0， 出i附何i 日I!:! ~ 

長 事品 (g) 19! 

289 -18 I 9 S XQ92 !U:El! 20 25 5 2.0 290- 57 S xQ92 (i'ti 3:1 3日 6 7.0 

1526 r 82 51 16 38，6 1485 〆 26 Jd 日 ，1. 0 

I 076 " 37 35 6 6.8 -1587 :J5 3.7 

628 " " 1 50 36 6 5.6 867 H ，10 9.5 

一1321 " 40 28 8 3.6 1 (1 B I " 21 17 1.2 

-1259 " 39 

6232 2 8 

11 14.0 一I630 " '13 88 10 27.3 

-1922 " 10 2.8 663 " 53 I 69 l'i 35.5 

664 H 40 10 8.7 968 " 28 18 日 2.3 

954 " 45 47 6 9.5 7 1 F 60 32 8 9.4 

856 " 55 64 13 18.6 11:;，1 r 30 :10 6 .j_6 

-8 0 4 S X Q80 31 51 8 10. 9 683 H 1 27 2'1 5 2.3 

-1461 S XQ92 46 11 ト1.9 648 S XQ73 30 11 12 8.3 

一1258 " 28 26 5 2.8 …392 ι10 ，10 12 11.3 

-12 9 7 30 38 3" 3.1 1 97 30 HJ 8 .}. J 

1156 30 35 1 11 1.1 9 0 SXQ日2 31 。。 5.6 

1011 H 20 ワムυ ワ 9 3.4 803 35 つ5 6 4.3 

1134 " 日 42 12.2 一1，1 H 40 1'¥.2 

7 i " 125 20 2.1 I 59 () " :18 25 8 lfi 

1 88 " ι41 :i6 日 1:i.7 -1 ij 0 7 " 38 55 16 li.5 

-957 " 69 37 10 13.3 585 H 55 :J5 14 J:J.2 

358 H 38 41 12 12.3 12 H SXQ7:J 36 76 13 21. 0 

767 H 43 55 日 11.4 -872 S XQ92 25 2，1 

84 5 56 10 18.0 965 .. i I日 67 15 H.O 

I 6 9 7 " .. 1 35 47 11 10.2 943 .. .. 1 ，11 ワM円り 4 :J.，I 

68 1 .. 48 79 15 36.8 -17:17 N 5リ 45 b 8. U 

一I251 " 48 37 9.1 866 63 82 II 48.1 

1023 r 59 26 10 10.7 83 " ， 1 52 17 :37.6 

ー1592 ノ 27 35 8 3.2 126U 58 II :m.o 

752 47 44 一lH7 30 51 11 10.9 

一1772 ，17 12 H.9 一1153 " 41 。 16. ~ 
I 945 " 31 37 8 5.8 -864 N 42 i乱。
865 .. " 11)】りQ 29 10 6.4 I 2 ~ 7 f 36 .10 6 

1265 N 54 26 10 7.6 -717 .. 35 26 5 5.2 

1273 F 32 8.0 1 lli 2 ， 1 ヲ3 1.6 

…12<13 r 12 31 ! <1 日目 1 07日 " 80 29 10 11. 6 

N 21 8 4.8 895 ，10 54 日 10. I 

'15 N " 13:j I 9 12.2 I 165 25 15 O. 9 

967 .. 2:1 8 ci.:J 953 ， 
N 1 '1<1 4 u 

1 1 ，16 5 1.2 一I0りl :lO 5 J6 

[i H 4 36 36 9 8.9 66 () ， ~1S B I 5り

一'152 N 39 4.6 -1013 N 25 Ig 1.7 

1003 N 28 日 !441 118'1 N '12 7'1 

54 r 45 I 5，1 9 i 15自 CI 89 " 2~ 

1004 ， ， 11 28 5 1.4 -107 I S XQRO I 7，1 (il 24 11，1ιi 七日;， :lll 

9 6 N " ! 51 100 IR ，16.，1 千i)Hl :117 1 56 " N 1 73 63 27 110. ，1 :nl 

1085 d ! 。目q、， 日 L 9 i " 317 1012 S XQ'j2 目 :1. H 

3 9 8 ，. ，14 55 14 23.8 317 29 1 200 111 (¥:1 日:1:3.6

一1141 " :34 25 4 3.2 317 148 '" 
，10 の4りd のι 

36 1 ，. N 

319 5 
2.] 1 り :1" 

8S 

111 5.o 

一161，1 " " 3 t.:l 1，1:10 iH 100，0 

1539 10 30 5 0.8 1151 ::0 11 8. e 
i ./ i 0 (i[i [J(，~ 15G2 。i(i tJ 】t;l

14:，7 55 21 ，19.0 31; 1 ~I つu 弓u 

90 H 
H 1 19，1 112 50 763. 5 712 I~ 11 II 5.6 

2日l s xOln~ :1，1 5 4 8 8 
i“ 日

I a <1り SXQ訪日 lB 15 4 l.J 1，1 H " ~)り fii み IiSC;.!l 

一IB<I " 〆， 1 29 [..11 一I7 B討 lil 111 11 i :J~. 2 

-1391 r 5 ワ5 964 ~亡J 

~I 19.1i 1927 " Ili I 7i fi 4 U.7 11 

689 25 46 の。 7.2 947 ，. !IIJ LO 1IJlI 

1 62" " 20 28 !日 1055 " " 1 ，J[i :u 日
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第 19表石器観察表 (17)
大きさ (mm) )zきさ (mm) i量長I

NO 川

(g) 備

i'; NO， t!Jl位置 Ei1立 備 Jt 

i三官II J l'l 長編 i手 (gj 

9 1 627 S XQY2 j'({'; 21 ! JI 1 6 3.0 1292-999 SXQ80 I r出 I33 51 1 12 11.1 
117，1 l3.5 一11 " " 1 26 4411l 8.8 

-252 ， 

16 足日 1 l 19 n " I 26 19 8 2町3

404 " 66.6 990 " 30 37 7 4.6 

1:1持。 " I 25.5 " " 1 130 70 1 3'1 382.5 干iii¥l 310 

一1112 " 57 38 8 lO.1 293 " ll14 l26 34 278.6 

一17 :19 " ，18 1 52 l5 37.5 980 " " 12l 25 1.7 

-Ino " 23 I 29 6 2.3 一11臼fi u 2~ .14 5 1ーも

一19.10 39 55 l2 19.5 -996 2 52 10 6 9.2 

1791 :lG 日2 l5 29.，1 891 .， 1 21 42 1 10 1.2 

一1i 0 b " 11 にJつP 10 17.8 2S8 " I 27 2.6 

1 7自2 J 3日 43 5 4.3 -841 .. 10 38 6 7.7 

一177，1 .. ，13 49 12 16.4 -827 .. 小i 37 日 1.1 

一780 " 46 16 9 12.3 -640 .. μ27  35 4 2.9 

一142，1 " " 151 68 22 55.8 712 " .. 1 39 46 7 8.4 
'1 0 Il 212 90 6~ 902.7 i 1347 31 37 3 3.9 

108 " " 159 52 16 40.8 694 .. " 1 36 34 6 7.9 

14 96 点Z :12 15 6 2.0 -813 .. .. 18 1 26 日 2.7 
-161.1 2.1 10 4 0.9 349 " 25 27 7 3.3 

1489 H .. 1 27 39 3.4 727 " " 1 56 48 16 23.1 

-100:1 .. 30 37 B 6.1 972 " " 1 33 28 5 3.8 

1 626 " " 19144 II 8.0 一567 " " 1 32 33 5 5.8 

327 " ~O 6~ 1M 29_ 1 …994 n 25 35 5 2.4 

1 426 日。 76 15 89.3 773 " u I 3G リ 40 日 9.7 

71 9 " " 1 29 42 5 4. 9 760 " 41 51 10 13.4 

657 " .. 125 38 2 2.6 …798 " " 1 29 25 5 2.2 

1 194 " 1 24 29 :1.5 一1368 " が 27 33 5 3.2 

967 N " 118 20 5 0.8 -668 S XQ92 " I 33 41 6 5.3 

1536 " " 134 32 B 7.0 647 " " 1 42 29 6 7.6 

1738 d 26 32 3 3.0 -888 N 41 28 5 5.0 

-866 H 47 26 7 7.7 -952 .. 42 37 R 9.7 

685 " " 1 31 14 3 1.7 1 l 76 " " I 43 50 5 10.0 

…1535 " " 18 22 。7 1782 ， 
N 1 29 37 7 7.3 

1399 " 42 34 9 11. 2 432 " " 19 36 3 2.0 

1 1 19 S XQ80 26 18 2 1.0 713 N 43 53 20.5 

508 N " 178 87 11 65.1 -980 " " 133 33 7 6.2 

14 18 S XQH2 N I 5，1 86 14 67.8 石器 321 …1230 " " 151 30 日 7.8 

一1Ii 81 N 
N 1 22 56 7 9.3 1074 " " 1 60 47 15 33.8 

609 N 
N 1 32 40 B 5.5 702 N 27 31 日 3.3 

1014 N " i日 35 7 3.2 -1139 " " 132 38 5 5.0 

日60 " N 1 39 40 8 11.6 1477 " N 1 30 39 6 4.0 

-1062 " " ! :H ，19 5 5.9 1 183 " " I 23 26 8 4.5 

1265 N 
N I 25 23 4 2.1 1572 " " 41 47 5 4.1 

662 N N 15 22 3 0.7 1689 " N 26 21 3 1.1 

一1<187 " 22 :15 5 2.8 294 " N 180 85 48 607.6 

597 SXQ80 N I 20 '14 6 .J.6 1 l 08 " " 50 41 7 12.6 

1088 S XQ92 N 1 28 43 8 7.4 829 " N 26 17 4 1.6 

-1522 N N 19 3:1 10 3.7 -408 ， 
" 52 54 11 25.3 

ー1747 " " 36 38 7 7.2 1594 " 
，. 35 28 g 4.l 

1797 N " 33 26 9 ，]'9 -1788 〆〆 " 35 38 告 11.7 

14日7 24 36 3 2.0 -761 " " 50 54 10 17.1 

972 23 26 3.3 1053 " J 40 56 11 15.9 

977 " .. 23 5! 3.0: 1 7 ，< " 2甘 25 1.1 

1 5 :13 SXQ02 .. 29 25 5 2.5 17日i .. ι13 57 日 14.3 
885 S X Q80 21 '~F) 3 1.6 l 643 r H 5 邑O 31 

337 f 29 54 13 15.1 一789 J " 38 .II 3 3.6 

日目 l Eリ eム通 11 13. O - 0 ~1 ~H dにの乙4 111 11.7 

1 1 13 29 I 2，1 I 6 3.5 1517 F 35 77 22. G 

-974 " .. 36 :n 7 しi -116，1 一" 3，1 6，1 25 :H.5 

986 I 21i I 31 ゐο 一1733 27 35 11 7.3 

日目 5 " 1" I ，le I 41 I H I 12.7 日目

.. 33 e5 5.0 
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第4章調査の記録

第20表石器観察表 (18)
大きさ (rnm) i111il Aきさ (mm)

NO. I tJl土佐波 G'l'I 出I ト.JO. fill!j I i砧 1]" 

長 転手Ii手 (g) i三 名'" 1'; (g) 

29<1 619 S XQ80 m:i 42 43 ! 9 10.5 298 -1 !i 81 s X QY~ t[{t! I日iX百
1.1 :n.U 

526 日34 S XQ92 " 1 33 50 13 トL8 í}~1 5~j. :j 

I1G日 日 J.J 1 ~ 

il 

¥fi 日
目6{!日1 

141 H 
H 1 40 1 'IH 5 989 " R:i 1.¥ 

1nz r 1.1'; I 7.1 .1:1 :m. o 行r.H 約百 日自，1 12 11 5 !J. 0 

295 ， 150 93 45 698.5 882 ，1(i 11 17.0 

597 N " 1 30 .1<1 7 6.2 34 8 ち!I 日日 :n'l 

11.'1:1 54 自 i.O.i. 18 62 10 10 6日i

-11 2 171 
" 

258 1 
15 :14.4 60日 158 ん12 。 114 

， 301 3.1 11 6.8 
299 -1671 

" 111;1; 112 H I 2:12.1 

1 5!i H .， 。， I 37 I 10 5.9 川151

1 25 fi " 23 42 4.3 一1 6 ! " " I.!G 00 日

1 219 " 2G 39 9 1.1 〆， 27 29 5 2.5 

503 ， 41 50 8 15.1 -1306 " :lo 5.9 

1 651 " " 19 1 30 4 2.2 1812 5'1 ~~) 11 26.3 

5 9 4 "、 "" 
~l [.， 'j i と、J亡U け、， 9.5 

-872 " 174 77 16 71. 3 1161 " 21 :1:1 日 2.6 

一1387 " " 1 48 26 日 4.8 -1346 M 31 8 :u 

1244 " 3，1 ，19 12 17.2 1231 :JG 4 7 7.1 

1 181 " " I 26 4 2.7 石器 315 -12 .16 。 lt.:l 
D 5 6 S XQ80 日[i !JIJ Hii. 9 :1l5 -1810 ， μ63  。。 10 つ7.1
1 071 S XQ92 "つMにU 2G 3 q 旬 5 1115 " " 1 .18 5CJ 10 2".1 

900 " N 1 ，1，1 つつ ，]. 6 一Ilfi:J 4.1 .11 H 11..1 

848 " " 132 24 8 3.0 855 M .， I .15 11 21. :1 

1 9 2 7 " " 146 52 7 It.J 1723 ，. :lfi 1:1 1.8 

1 779 n 1日 20 2. R 1 723 " n 1 31i 13 1.8 

-1948 " " 1 37 46 日 14.2 872 N 37 6 6.7 

…1250 u " 142 :19 7 5.8 …I 5 ~ ~ u ~ ，17 45 10 18.0 
1 673 u " 1 :13 33 8 6.3 1373 H 54 43 日 15.11 

…1.128 " " 110日 7:3 ，11 276.8 石器 308 …14 G ~ 41 35 ~ 10.0 

" 。9 49 7 7.5 -16H " H I 25 I :J5 日 3.8 

296 N n行 182 108 74 488.2 1600 H 2H :15 10 5.9 

一933 " " 1 29 20 3 2.0 300 u 128 70 37 237.8 

1435 H 
H 1 108 73 21 136.1 一1925 " H 1 31 51 8 日.1

107 " 30 40 6 4.2 1599 
μ 

H 1 46 5.1 7 9.5 

I 388 N 37 19 7 4.2 110，1 " " 1 ，12 50 13 21.4 

-832 H 
H 1 80 100 27 132.7 …1655 N " 133 43 9 11.1 

674 H 
H 1 30 29 日 4.0 1844 H 31 3:1 日 8.0 

1436 " " 1 38 92 27 70.4 1789 H 118 63 29 179.4 おm;318 

778 H H 16 37 11 2.3 30 1 H か 11日 日5 3:J 2H3.2 

…1 037 " H 1 54 86 12 25.1 1153 " 30 ，12 7 5.8 

975 " 48 ζ14 7 14.7 1281 " H 1 :J3 34 日 5.:1 

-1457 N N 1 5，1 39 10 17.9 3 S XQ80 H 1 38 20 11 5.8 

1525 H u 1 n 48 10 35.9 957 u " 1121 94 32 27日.3 行:m:106 

1642 H 31 3日 7 1:i.4 S XQ92 126 74 36 16<1. 0 

-839 " " 147 48 8 16.2 一1371 " :J5 .10 2 5.0 

1785 " " 14，1 33 8 10.8 956 S XQ80 :17 らl 日 12.1J 

1118 " H 1 :Jo :37 4 5.3 443 " u 1 36 出l Hl.l 

297 " 1276 123 74 19.11.4 243 ，. " 1 :17 16 3 ~1.7 

一1，139 H u 1 96 96 13 97.5 …1 588 SXQ92 " 1 38 ι19 8 1:1.1 

863 n ，12 7.3 948 " N 1 41 .13 11 19. :J 

681 " N 1 26 110 7 6.4 1138 S XQ80 !日 日 UI 

372 N 36 41 10 9.2 590 I.U 

935 .. ι14 :1日 7.0 10日日 S XQ92 58 20 Q 7.6 

1 <191 51 16 む 3.4 4-2 3 S X Q30 1(1 

I 669 " 1 ;1時 40 f) 5.1 l i G G S XQ92 ι 日 :l.g 

--68867 5 
Jι】】'} i1 i 7 5自 1:11 ~Hi 守1に 10 II‘1 

H 3.1 30 3.6 60，i ~jJ 日 :lι! 

1106 S X Q80 n日 112 66 mJO.5 行総 J[l5 110，1 :30 11 ~1. J 

2司8 S XQ，J2 :17日l 171 31 いり :l.n 

177 9 57 1 iI 19 6<1.，1 …1362 .. ヨ当 iり 11.7 
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21 (1 g) 

J、きさ {恩院) fJfらi 大きさ ifn~l 

NO. t!¥L{:'L1?l iil'! ト!O. LI立!~i 七 t'i 品' 

Hf. (0 ) 前iJ (.:) 

:J!) -950 S XQ9~ {Ui 5.1 50 10 28.6 3 1 93 XQ9s fi'/;- :lO 7 2. H 
:3 [] 3 LJ<I 守lぃ討 .11 lKiI.O :J 2 7 " .1X 19.7 

509 S XQ80 Stj IU GO.9 2:J 8 :lL 1 

3 i 6 SXQ日2 5!1 I.ii 11 自 !j()f) " f沿 !o r、。‘' 

-852 11 I1 15.5 G 7 f ;;1 ;;:1 ~ 10.3 

8 8 " :li 2日 8 5.1 253 " 70 (iO 日 25.9 

-859 u 1:J 32 10 日o ニηュ。。 ι円1亡2 9 I.o 

11:11 日，1 1 - 16 J n i 2匁、A 2{J :u 
一1o}) 7 F :H ，11 u B 9 18 日 :3.0 

~ r .1，) 11 1:1 ~ H II 
〆， :JH 。 13.8 Z白J口川 つつ 日 4.9 

8 G :3 " ，19 '1 ~í 10 2 1 7 J w ::o 5 2.2 
737 " :15 27 t7 18 1 u 1 'IH o7 I1 28.0 

15日 '1') ワルワム 日 1.[1 8 1 ! G2 6 

30，¥ 98 89 :18 207.0 !j 3 0 n 1 :lO 41 5 3.9 

1 1 19 ，)<1 d円nム 8 告 :11; IB 3 i.~ 

38 87 ，1<1 日7.R 4 1日 " μ'11 :10 5 3.3 

165 :15 30 21 IIi.G -41:io i n :31 I :Il 日 8.5 

1 520 出i 23 日 -280 " 1 29 ，10 7.9 

" " 135 :18 lo n'il -238 60 59 10 l(i.7 

636 H 日日 日i 16 98.3 30 :m 17 1.8 

305 -1 10 (i SXQilO 27s 112 o6 1790.5 つd つι5 " 42 8 119 

306-957 " " 1121 94 I 276.3 一日目。 " " 1 :15 !日

307-1421 " 10(i 5rl 18 1 113.0 1 7 " 15 1 20 日 [，9 

308-1.128 S XQ92 ，. II00i 73 ，11 27G.7 8 i 9 38 31 4 6.0 

309-14:l2 N 145 74 43 37U -279 " " I '13 46 5 3.8 

310-1080 SXQ8u " 113u 70 I 34 :JC)~. 5 174 3，1 31 9 7.9 

:111 120 45 12 1 229.8 183 n n 1 :15 :Js υ 。 6. (1 

1071 7，1 日l 24 114.4 -271 n n 1 3:1 :15 9 8.2 

-156 n 73 63 27 115.，1 1 9 9 " " 35 '18 。。 15.3 

312 S XQ92 120 4 12 52.5 -184 〆J " 30 48 10 日7

-1778 n 70 44 9 28.5 204 " n 1 25 14 7 2.5 

1256 n n 1 65 44 10 24.0 156 n n 13 19 0.7 

3 1 3 n 99 4 21 91.9 151 n n 1 92 39 23 52.4 1'<''' 340 
1，122 " 99 47 21 89.4 -104 ，1 n 

" 15 12 5 0.8 

SXQ80 " 121 26 5 2.5 230 n n 71 68 15 50.li 

314 846 S XQ92 " 1 8li 69 15 77.2 21 n n 3 47 5 目。日

3 1 5 " 64 8:3 40 。138.7 88 n " 47 48 。 16.8 

956 SXQ80 66 82 42 161.(1 240 " " 33 ，10 17 18.，1 

-1181 S XQH2 " 1 106 7:1 ι11 276.8 一194 " " ワ“只U 29 日 5.(1 {i:lii :J31 

31 6 -1172 " " 165 61 l討 58.0 303 n n :16 33 7 3.6 

31 7 " " 1128 55 :口 IHI 80 " 35 15 8.，1 

1 770 '〆 " 1 fi(i ，12 21 ι15.5 " n 1 69 7H 2，1 110.7 

1，137 " 55 ，12 21 4(1.0 " μ2，1 16 3 1.2 

1085 " " 128 :1:1 6 '1 日 493 " " 19 16 3 1.0 

一1141 " " 13，1 25 3.2 209 Fノ " 109 61 2:1 12:U {ci:lii 331 

398 " ，1，1 5" 114 23.8 958 " :n 26 :1.8 

9 3 6 " 151 100 18 46.，1 58 fノ μ25  1.7 

101，1 " IlIi J円「υ 3 1.:1 576 " " 1 EJ 2，1 日 1.8 

3 1 8 7H 9 " 118 6:1 29 179.，1 -184 " :17 27 5 3.3 

319 -1799 " " 1 8，1 35 21 :19.2 154 r I 31 50 11 I 26.6 
320-1440 " " 1 82 相 20 日O.(i 278 n "‘)') ぉ I5 2.G 
3 1 ，118 ， 15.1 oo 1.1 ti7. g 785 9G !J6 [ ~J 97.9 I Ai*li ~1 :10 
3 SXQ9f， 130 4 ~-l 日lG.G 3 3 " Hl(i 6fl 円つ 100.7 

-49i2 5 

J [0 11 I!).i [0'[(1 IS ワ5 b 1.8 

4 b 7 !日rノ :)0 n 1 i :!. B L:J 

1 7日 S~l 。δ 9 ')、円】円1 G 5 6 16 19.6 

978 " !日 υ" 10 IR.iJ 658 58 15 53.7 

295 百日 lUJ .j 0 3 ~O ，[日 11 札口

ι1 i日 1:1 6:3 )')f) 1 R :1，.1 

200 10 より 351 53 :15. 9 

-407-



第4章調査の記録

第22表石器観察表 (20)

大きさ (mm) if[騒

身 ji NO il f川百 I石

大きさ (mm) if(f詰

NO， iliU主ifl {it空

も
lぬ I '崩 ij' 

5長0 信，¥I I￥ (g i 

323-554 S XQ96 rrむ 328 1 11 I S X Q96 Il'i民 11 1 15 28.3 

-11 9 " 52 15 9 9.4 12 " " 143 63 10 26.6 

1 023 " 38 49 3 6.5 4 1" 11 ヨ 113 

-484 " " 131 39 3 2.6 908 ，IH 41 自 12.4 

133 " 58 47 υ 。 16.7 6 " :10 :!9 i 10 札口

4 4 1 " 21 38 7 5.3 458 " 市:
:11 8 5.8 

3 9 4 J‘' " 148 59 9 15.3 ! 261 U 26 
54123-5 1 

350 " 21 !日 2 Ll 406 μ 2fi ~.I 

一341 " " I ~~ 22 5 L4 257 Fメ " 1 :14 1B b 2. ，1 

-507 " " 13，1 5，1 8 432 " 11 6.7 

210 H 27 39 -IもI " H ~. o 

128 H 28 51 D 6.3 334 " 12 1 26 L3 

312 " " 191 52 20 |石総 332 312 H 1 31 22 5 3.2 

31 8 " 99 43 17 70.8 332 318 " 39 45 日 110 

324 " 110 134 90 677.5 490 " 18 1 19 8 l.6 

27 55 oO Lii 60. i I ，j .::. J tl-i 130.2 

59 " " 1 :16 37 10 112 835 " げ 100 86 21 119. 9 

60 " 22 28 3.8 -10:15 " 78 66 211 84.1 

912 " 15 22 4 1.1 1033 " 67 15 54.，1 

684 " 26 2日 3 1.5 -838 " " 177 67 15 '12.2 

148 H " 165 64 27 86.5 一10:J " 01 H 1~ :J.i.i 

31 H 57 31 8 12.8 837 " 63 59 15 11.<1 

159 " 53 91 33 136.8 -111 " " I 60 72 14 55リ.5

1 48 " " 12 1 13 3 0.2 840 M " 133 49 12 16.5 

一 75 H 30 55 10 11.1 fi器 343 -836 .lG ，16 3 日.4

354 " " I ?? 26 7 3.2 834 " 157 :1(， 10 11.4 

-1050 " 21 30 7 3.5 833 " H 1 39 42 11 10. i 

633 " " 142 45 5 11. 6 330 185 " 96 56 19 97.9 

-563 " Z(). 13 7 0.6 331 F " 1 78 75 29 129.2 

1013 H N 1 57 39 12 -194 H H ヲ28 29 百 5.9 

<1 1 8 f 
H 1 45 29 3.9 209 " 69 日i 23 123.3 

674 " " 154 49 11 23.3 332 " " 1 165 52 24 16:3.7 

274 " H 1 35 18 5 2.5 312 " 日l 52 20 92.9 

一426 " " 1 70 67 16 53.2 31 8 " " 1 99 43 17 70.8 

-343 " 41 32 9 9.4 333-1072 .. 71 色つ町υ 16 36.5 

257 " " 132 44 日 8.4 334 -1026 " H 1 Rfi 55 日 !日 5

720 " 27 36 6 6.5 335-689 " 70 68 17 50.1 

-386 " " 124 34 6 4.2 336-940 " 48 :ll 8 5. G 

133 " " 137 44 15 15.8 337 64 " " 1 80 34 13 25.8 

285 " " 143 46 15 20.3 
N " 1 G9 :l5 17 27.6 

342 " H 1 82 74 18 103.8 339…31 1 H " 111:1 ti5 29 1，10.5 

313 " " 72 82 15 62.1 1340-151 " 92 :)9 2:1 52.11 

325 N " :15 41 35 (1. 6 " ワ 100 27 17 27.7 

521 " " 39 22 6 4.4 342-871 H 65 50 15 ，1，1. 0 

-224 N " 44 24 6 5.2 343- 75 N H 1 :lO 55 10 11.1 

326 " " '11 42 311 2，1. 0 344 ノノ μ99  5~1 28 8(J.2 

一216 n H 40 17 5 2.7 306 " H 1 2(} 28 10 3.5 

138 " " 39 17 7 3.1 201 ， 
H 1 :n :u 

291 " " 37 16 4 i日 367 F " 1 :lH 3，1 10 1G.7 

296 N " 32 17 6 2.6 988 r 
H 1 70 5X 18 日0.9

一 56 " " 45 27 8 1 8.8 345 90 SXQ99 H 1 101 1 77 1 :1:1 

351 " N 46 20 346- 5日 N 1oo 日l 56 叫10.1

327 N 58 29 12 2自.9 :3 4 N 1G4 150 72 1031日

66 [) " " :10 19 日 2.9 44 B:i !日日 !日:i.:i

:187 F H I :lli 日 日.1 1 7 :;0 
i 1120..日1 

74 " " 40 6 59 ，，9 1o 

<1 j 1 !“ 1，11 ワ】ワ臼 5 I 22.0 

-764 " 2，1 o.3 日2 ノ〆 EJ 35 10.1 

216 " 50 28 日 10.7 32 H :17 1:1 7 

328 15J 95 18 184.1 4 Ti ロ

-373 J 
N I 52 66 18 1 55.0 5 1:1 日 I~. 1 
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第23表石器観察表 (21)
Aささ (mm) 1f(llt 

Jillfmlh 

Aきさ (mm) .fif.t 

NO， /1¥1.(，'，.i?，' イi'l1 。泊 )} NO， b自 )} 

iて 官 11; (g) l生 暫b J'i (g) 

:1，17 9 s X Q~~ 1'0'; 1~ :j(} 日 l仕7 350 -112:1 SXQ性2 ui'; m 115 :n 176.9 イ Î (，~ :155 

<10 " 
|17f0 1 

~7 D I 25.2 351 S X Q 102 " I11R 6，1 :w 16:1日

~ :J H 1" 日I111i -26 " 2日 !日 J.7 

4 -1，) :n 日 11.4 73 " ，12 2，1 5.7 

4 :i :I~ :i:i 1:1 1~. 1 44 1 SXQ7:! 2~1 H 5 6.1 

:19 :n :17 5 1.，1 3 " " 1111 6:! 27 150.4 心部; :156 

:i2 " 11 70111 :12.2 :J 5 2 S X Q 102 " 1 124 70 :17 261.2 

" 1:; 21i 238 " " 1 27 21 !日

5 I .. J ~I 1 11 2 0.:1 -6 0 9 S XQ73 26 28 2 1.5 

37 日 5.1 55 SXQ102[ " [ 35 [ :15 !J') 

1 '1 17 O. <1 一I:} <1 ;i2 I 29 

B <1 21 2 0.5 S X Q80 20 11 0.6 

O <1 :11; 10 日.1 1 43 S XQ102 " 1 20 29 4 2.0 

5 H 11;向 8，1 56 490.1 イi(':{ :141i 197 " 27 25 3 I.R 

:1 <1 H S XQI02 11i7 ，)1 :lIi :m.1i 28 " " 1 :15 日:1 10 12.5 

426 s x Q7:~ 55 Gs 26 101 :l {ì:~ii 359 625 S XQ73 " I 126 64 32 2:16.4 イ;7，4357 

-<159 " :1:1 :m 11 日5 353 S XQ102 1:!Ii 日2 :n :J.10.6 

5:1 [) 1H 1 :12 " 2.8 1 7 1 " 30 45 7 6.6 

一176 " " 1 :n 4 ! 日 6 1 8 S XQ73 " 145 :14 7 13.0 

1 ~ 4 S XQ102 " 1 2，1 九↑ 108 S X Ql02 " 1，1 39 日 14.:1 

;J 2 () SXQ7:1 " 1 59 '12 1，1日 7 I ， " 1:16 31 2 E日

fl H S XQ102 4，1 55 !日 ?7.Z 1 6 8 " " I 51 58 10 18.8 

I 2.:1 " 21 日 .u 104 " " 121 37 !日 7.0 

1 2 <1 " 2:1 ，1<1 10 3.6 596 SXQ7:I N 18 35 5 15 

-1 23 " N 1 :m 51 日 6.5 24 N 59 日9 28 114.7 

;j 2 li SXQ7:1 :11i 40 7 Ii.O I 08 SXQ102 " 114 :1:1 日 9.3 

1 5 H S XQ102 2:1 29 2.:! 1 I 6 M " 1 JI 22 6 4.7 

179 " " 1 :16 28 6 u 23 SXQ73 " 1 84 6:1 24 1:!:l.4 イ i~:{ :15日

o17 SXQ7:J 18 

出
6.2 237 S XQI02 " 1 32 :11 5 2.9 

l:Jfi S XQ102 u ! ~H 1:1.0 -5 1 7 S XQ73 " 19 ;]0 7 15 

551 S XQ7:1 "リ25 I.Ii 354- 18 S XQ102 " 1111 fi6 32 192.2 

1 35 S XQI02 " 1 (i0 71 17 56.0 355-1423 S XQ92 " 1 132 ，15 31 176.9 

69 " " 1 62 17 13 :18. H 356- 3 S XQ73 114 日:! 27 150. ，1 

107 " 21j 20 7 2.4 357-625 " " 1 126 64 :12 2:1日.4

29 " :14 4 :1.2 358 23 " " 1 81 1)3 24 l:n，1 

1 (j 7 S XQ7:1 :11 1，1 1.1 359-426 n 11 I 55 66 26 101. 3 

374 S XQ102 2:1 1:1 。li 360-327 S XQI04 " 1 7H 29 19 :17.9 

:1 <1 ~l ， 
n 1 11i0 Xli 48 50り:1 361 n " 1 119 7:! 25 :16.6 

1 1 0 n れi 27 日 10.1 !日 2 " " 1 :16 2日 :1.:1 

529 S XQ7:1 :18 '1:) 7 日:1 80 " " 1 22 22 2 0.8 

1-，日。 14()
S X Q 102 :m 11 11i 2:1.1 -233 " " 1 21 25 1.6 

7 fi " i! 
7PI1Ll l 
tl 11;2.:; 167 n " 1，11 26 2.6 

79 " 11li 21i 2%. :1 1 68 " " 1 :17 41i :1.2 

" I:H 711 :川 261.0 192 " :10 2:1 4 1.7 

47 " 22 :1，1 7 '1.:1 !日 7 r 
N 1 28 :10 :1.:1 

1 ()[j " 2:) :12 :1.，1 " N 1 '1<1 :11 日 [i. (1 

111 " 。111 :18 7 7.1 !7日 ，. 
N 1 5:1 ，¥<1 日 14.7 

20:1 " '1:1 ，!:I 7 11.:' 227 J " 1 :Hi :15 1 1.6 

fi7 " L{】 日 リμ:. 2 3 " 日i 2，1 2.2 

1 7 [i " " 1 '1-1 :'，1 1，1 1f1.，1 :1 5 " ~~2 日l 1 ，) 

:15 -205 " " 1 :'0 !j，1 7 1'1.!; 1 74 
:214 5 

12 10.1 

J 1-:11 :1.1 日7 20 2.!j 1 07 

日日 日 :)~ ょ:1 日。 r げ 1(1 I!J O.l】

:10 1 .. " 1J :¥:1 ') 0." ~ 0" " ，. 1 2o 5 :1.1 

!i!i 1:1 I ，11 ワ5 44 1:1 f日 1:1 IliH 

07 I!J 日 1.1 日[) 17 I~I 0.，1 

11 J 1.1】 ← 2 1 3 " 1 ‘3 J..1 

1 7 ! 日 0.:1 :i f-) 2 1:，lj :10 1:':1，，1 

1214 9 l 

5 :I:i 7 '1.1 2 [):J ，. :iO 52 日 11.2

" :11 i ~ 1 H :i :1 237 

20 !I iH :J(I 1.lli:1 S X CjHL 11 り十i
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第4章調査の記録

第24表高器観察表 (22)
大きさ (mm) i[[ht 大きさ (mm) mht 

NO， 11:上位置 正i'i'l 鎚 NO， H\-H\i_/~I~ 干i白 出;1 巧

l 艮幅43 雌 I(g) H 品。 1'1 (g) 

362-222 S XQ104 f(!ti 4 I 11.4 366 1 1 9 日XQ10.l l，{，r'i 7.1 日5 日

99 7 7.，1 285 " " i.;l 

199 N 23 d η f -] !J 
11510 0 

札:1

" ，12 日9 M 10 10 1;;.5 -206 〆， 137 話 308 

21 3 " " 1'111:: 0.4 22，1 " " 1 90 83 20 117.5 

87 " " 1 2，1 25 4 1.9 272 " :15 :，0 4 6.3 

21 2 H " 181 日7 7 I 27.1 1 50 " 日fI ，，:: 11 1 ~J. :， 

4 1 " " 1 円1 65 11 517 
3360 5 

， 15 
Iυ 8 

10 

43 " 勺2 35 " i il7 凸日5 1;8.2 

-180 " :10 :16 7 5. iI :i G 7 " m 11I 12 280.11 
42 " 5 ワ".ベu I 3日 " 日日 日日 ワ日 :ï~. 11 

-199 " :17 31 む G.1 28 ;l5 2，1 7 '1. 8 

363 " 132 71i :J'1 100.0 282 14 57 13 25.2 

1 00 " 〆， 141 40 11 [<1.2 1 08 75 82 16 49.9 

1 7 " " 1 ，10 :J1 9 8.9 fJl 5:i TI !日 .117 

307 " 11 156 Kυ 。、白 り“oヮs J U “リ:JX G ::.1 

286 " 
4316 1 229 1 

r υ 3.9 1 4 .18 '10 

166 " 7 5.5 109 r " 1 52 o:l 6 15.6 

133 " " 1 :15 19 1 1 2 " :15 :1'1 日 日.::

124 ザ 55 ，17 lIUJ 356 F 41 7.6 

301 " 2:1 47 4 4.4 9 " " ¥ :，:1 品11 1(1 16.1 

102 " " 1 49 58 1.1.0 つ ，. 23 25 7 3.3 

333 " " 131 30 。:J.u -;)5:3 "リ5 リ')ムリ 3 l.8 

~73 " ::3 J.) 自 6.o 1 2 1 .1守Jι 3 15 3 1.1 

3 O <1 r 120 86 7~J. Ii 2 9 5 " :1.1 2 1.0 

1 8 " 52 54 10 17.4 317 " " ¥ 35 2日 4 3.3 

20 ， 15:1 6:; 6 16.4 262 " 38 110 5.6 

106 " 5~1 42 5 8.2 " 日日 :i? 17 :10日

-162 " " 128 I ~J l.S 368- 20 SXQll5 52 30 B 12.4 

334 ，. :IG 9ω8 2.s 369 39 J ~~lU{!l石 30 ~O 日 iJ.(J 

132 " " 125 27 日 1370- 61 " L~iYi :日日 日 .1!l.2 

268 " 28 28 5 2.2 371 S XQI50 " 11，1<1 7，1 :)，1 255.8 

一121 " N 1 :13 30 7 4.5 179 ， 85 ö~ 18 1::0.5 

136 " " 1 :15 39 自 7.0 1 43 N 84 79 22 I 25. ~I 

-305 F " 127 31 1.8 1372-153 M 91 :J:l 1:1 :17.8 

285 r 27 29 :1.2 373 149 ，. 75 114 15 '17.2 

140 " N 1 23 21 5 1.9 374 N 1118 gG 56 :!7().1 

304 N 
N 1 :19 28 2.2 一154 " G2 55 21 5:1.7 

283 " r !日 12 2 0.:1 4G N N 111 18 2 0.6 

256 N " ](j 2 0.2 - 64 N " 181 :10 111 52.5 

1 28 " " 111 25 J O. G - 61 N 日 ~I ，11 1:1 法I.li

1 34 " 、口 4 日 6.2 95 N :10 ，11 12 11.9 

" " II 1 20 7 0.6 -242 N 日l :n 19 :1'l.li 
， 

N 1 15 15 2 。:1 52 N :11 日 S.ti 

" " 17 1 10 2 0.2 173 " 25 ，11 II.Ii 

365 " 1:18 1H '15 2:117 1 I 4 " 日l 2:: 1.5 

-215 N 日7 ~J() 20 125.日 1 35 ~!O li 4 1.'1 

313 " " 1 ~JJ 72 1:1 '15.0 I 2 N I~J リ2.5

4 1 0 " 日目 42 日 7.7 205 18 1 ~I 0.2 

1 33 " Hι12 IH 11 !日日 354 !日 7 2.:i 

254 N 

H4f17 0 
60 10 17日 105 ， 

|十l

!日 1:1 IU 

260 N :12 1 i 3 ，t:1 17.'2 

73 5 日 iり 511 1:1 ::X.9 

29 [i ，HI I :，:1 日 ，1.4 lil 1.1 ι¥11.:1 

咋).( o (i 1 1[; 
1日5 

、日、
3 G fi l'/'i 132 

一II日 67 616 。，.，
11 

I 56 " 11 I1 '1.11 2 I ，1 :iU 。'i.li 
1 <¥ I " " hh :16 15 2B. u 一日日 7 :11 

51 li ;{s. "{ I 44 
ti)，{R) l 

340 
， 6:> 51 1I 

勺
F I 4 ，j.j 1:':1 !日



第25 (23) 

)<ささ (mm) f君主i メ;きさ (盟国) ifd.止

IJjl.(l'f.ij!i fiγi Jう NO， tllU主従 fii'q 鑓 考

hl !'i (g) 長級 I'i (， g) 

137745 175 
S XQ15心

1200 

29 
7リ2 

1 :] S XQ150 上{t_:i 110 86 35 97.9 

05 LO J" 5 2，6 

1 55 n n 1 95 91 25 日9.3 34 H 11 I 18 。.6
56 " 15 75 2U.2 34 " 15 I 27 I 3 0.6 

1 82 N 
N 1 24 23 5 LB 34 n 12 1 16 2 0，6 

26 N 
N 1 fil 37 7 11.2 一 34 N 32 6 6，1 

32 
， H :1 I 46 担? 。l

:377 " li 1 15 1 1 " .19 2;; lU 10.5 

一148 H 38 36 3.8 -1 9 7 24 :12 4 2，5 

51 I H 1 74 30 1 6 1 3，7 3 fり 115 24，2 内日Z 向

27 r 22 0.8 127 25 30 7 :J.9 

55 u ，11 24 2.9 27 " M 17 I 26 6 1.9 

23 u 
N 1 41 26 2.4 1 4 6 " " 1 35 44 10 8，3 

1 9 6 N 1 35 21 ワ 1.7 348 " 20 26 4 1.3 

69 n u 1 :]8 :32 4 3，2 345 N N 18 1 18 4 1.0 

10 ヮt " /f I 33 '10 Q ‘J 日6.5 つM れ07 N H ワq n 7 ? 4 

日2 " H 19 I 71 12 27，8 一203 u H 1 66 79 10 29，8 

63 " fi:1 :12 7.1 358 N N 18 1 14 2 0.3 

173 N 21 22 0.9 50 " N 1 44 49 11 15，9 

-227 N 
N 1 40 38 5 4.0 -1 78 N N 19 1 11 6 0，8 

16 H N I .13 33 8 札7 213 N 37 18 7 3，7 

1 4 8 N 
H 1 :13 18 1.4 -1 80 H N 19 I 19 2 1.1 

1 38 H 
H 1 25 23 378 1 7 SXQ151 H 1114 66 17 89，6 

126 H 
N 1 25 48 8 7.0 379- 18 F n 1 64 134 19 1 133，5 

70 " n 16 I 12 3 0，5 380ー l SXQ154 90 55 17 98，0 

2 1 0 N N 11112 2 0，2 381 19 N Ii<山岩 258 186 47 2228，7 

140 H n 1 21i 34 5 2，6 382 S X Q160 頁長十 234 226 84 1158，9 

139 N N 9 I 18 3 0.4 7 n 
N I 66 76 15 5且6

1 42 N 34 53 9 13.0 4 " " 145 54 13 24.3 

215 " 38 21 乞υ 4.5 日 " " 142 27 10 10，9 

69 " " 1 26 17 6 2，1 - 11 " 55 511 14 32，4 

212 f〆 " 1 22 11 3 1.0 5 " 44 37 12 13，6 

28 " " 155 50 11 26，3 2 " 67 98 39 187.4 

6 " " 1 '11 /15 11 15.7 i " " 114U 122 5:J 828，2 

102 " " 134 43 7 9，9 日 " " 1 28 20 2.4 

223 " μ43  礼l 自 7.2 383- 76 SX46 安Lui自 80 81 61 552.4 

49 " " 129 65 7 日，7 384-139 " 116 81 57 693，9 

149 〆 75 44 15 47，2 石l* 373 385-1321 S XHI9 頁岩 29 9 4 1.1 

" " 1 21 19 2 0，6 386 -2 8 3:1 ， " 1 ，10 25 6 5，9 

" " 112 15 2 0，3 i 387 20<1 " " 143 29 日，11

376 " 156 86 36 336，0 388 -1617 " " 1 36 21 日 4，9 

4 " " i 2:l 31 i 11 ii 3 8 9 -1 ii ii 31 19 3. (; 

71 N " 133 30 8 5，7 390 -12 H 5 F 51 22 日 8，1 

208 〆r " 141 3H 10 日7 391 -1 260 " " 1 24 19 16 2，8 

1 8 1 " " 12，1 15 8 1.3 392 85 " 112 51 24 129，4 

98 " 27 13 3 0，8 393 S xQ，13 " 1 3D 1:10 26 210，7 

38 " 
r 9111 O，J RQI2 H " 172 113 22 123，4 

39 " " I c{ [;J フ U，{ QG ! 35 1" 88.3 

202 " 25 25 5 2，4 94 " " 59 59 日 29，8 

-179 " 85 6H 18 130.5 h器 " " 53 30 日 12，3 

224 " " 125 55 4.8 RQll " " 57 42 9 17，(j 

10 " 17 2 0，6 95- 1 5 " 日l li2 11 34，0 

30 " 16 52 1l.4 96…日 " " 65 63 lG ，10. -1 

87 " " 143 30 6 4，6 397 9 " " 83 61 11 67，8 

94 " 33 59 18 25.3 398 1 4 oU 31 10 11.1 

226 3 31 :JU 日 o，U 399一一 SXPll 33 5 1.5 

205 n " つ O. ，1 400一一 " 2U つ 1.0 

20 1 41 23 i.:J 401 5 ~5 39 日 6，5 

205 11 i 7 i.:l 402-177 ノ " つ9 15 7 2，7 

r) J! 5日 60 10 :)7.:， Dr，i! 371 ，103- ~4 " J 79 5 9.，1 

~.I 7B 125.:1 I n :l7! 404 自 ~i6 23 3，6 

A
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第4章調査の記録

第26褒石器観察表 (24)
大きさ (mm)

蹴 116it I Hli:{'L釘|州
ノ、ささ (mmj 重lit

NO， tll-l:f立i~ 石積 トwι 。;1! ..， 
長 布d l芋 (g) 長官II I I平 (耳)

405 SXQ17 n包 132 85 26 281. 4 435-11691 SXQ，j:J I J'u"; i 28 36 8 11、0
-1483 H " I 85 87 25 215‘7 I 1433 21 10 3，5 
-2106 " " I 58 71 16 65.7 436 " |η117 1100 25 223.2 

4 0 6 -2 1 88 " " I 10 μ 孟》 0.4 ! 11 I !O 1100 ?') 164.5 
407 " 54 36 7 18.0 一10742 " 36 59 25 :Jo.7 
2139 " " I 24 32 6 4.7 10659 " 7'1 25 18 21. 9 
-9567 " 34 37 13.3 ，j 37 -7 8 5 " 日Ii 75 19 83.1 

408 153 M " I 81 H 11 39. '2 438 111 日:1 27 172. 9 
4 09 -2157 M 86 45 12 55. ，1 ー11406 " I 85 62 23 [00.5 
4 1 0 -2 1 56 91 I 43 I 19 I 10.0 ー11183 87 60 20 72.4 ! 
41 1 -2 184 " I 36 13 8.3 439-10749 " 5，1 ，12 14 31. 5 
412-748 " " I 56 26 日 9.5 440 " 46 78 16 49.0 
413…751 " " I 35 27 8 6.4 …11130 ， " ¥ 36 63 16 34.7 
4 1 4 -2 1 60 " " I 45 32 6 日i 9633 " " I ，15 52 8 14.3 
4 1 5 -2 183 " " I 60 33 6 10.6 441-12279 79 29 12 27. ，¥ 
4 1抗日 170 " " ! 89 15 39.8 ム8合性4 門2-7の8GυFυ o2 3i 12 ':U. j 

4 1 7 -2 0 6 9 " 安山岩 78 75 32 167.4 443-12842 SXQ44 " 19 I 12 0，6 
418 SXQ20 頁是i 72 88 34 124.4 4 4 4 -8 8 1 1 " " H 11 ワ

03..7 9 -26 1 2 N " 1 69 53 14 37.7 445 -994 5 " 35 21 6 
…2 5 7 7 " 76 43 14 40.3 4 4 6 -9 1 7 2 " " 144 31 9 9.1 
-5066 N " I 69 73 17 46.4 447-7327 " " I 34 16 5 3.0 

419 " 54 51 17 20.0 448-10162 " 43 27 4 5.1 
-5691 '〆 " I 49 33 8 5.9 449 -8 :1 7 0 " " I 50 27 5 6.5 
4 7 2 1 " " I 49 23 8 7.8 4 5 0 -9 9 3 5 N " I 40 28 日 9.7 
4 7 0 5 N 

N I 29 27 7 3.4 451-10528 N 〆， 1:34 23 8 6.8 
…5 6 3 6 " " I 34 20 5 2.9 452 J " I 80 32 10 26.0 

420 N 
N I 50 67 25 72.1 -8230 " " I 36 28 8 8.7 

-54 27 ， " 144 38 14 20.6 8792 " " 1，17 32 10 17.3 
5 8 7 0 " " 117 20 H :3.0 453 -9 2 9 5 " 56 47 15 43.2 
一51 3 6 " " 1 45 37 10 12.8 4 5 4 -8786 " 険山岩 76 87 32 176.3 
一542 9 " " I 40 25 10 3.8 455-12087 S XQ45 E主岩 75 54 21 92.7 
-5 1 58 " " 144 41 14 21. 2 456-10981 M " 1 87 52 14 66.8 
2 2 7 5 " " 147 31 B 10.7 457-11907 " " I 77 36 16 36.7 

4 2 1 -2 5 3 1 N " 1167 65 33 206.0 458-12102 " " J 39 39 日 12.1 
422 SXQ21 N I 102 75 21 134.5 459-10967 N " I 71 55 23 58.7 
4 6 0 8 " " I 76 80 16 101. 7 460-10910 " " 135 28 7 6.3 
-4609 " 50 80 II 32.8 461 -12470 N 

N I 46 50 11 28.7 
4 2 3 -4 6 1 8 " 97 47 12 65.2 462 13 SXQ03 N I 153 92 76 807. 9 
4 2 4 -4 5 9 3 " N I 60 45 17 42.0 463- - " " I 68 52 18 51.6 
425 -6 9 8 3 " " 1137 230 50 1532.1 464 SXQ87 255 140 155 :1522.0 
426…24 4 8 SXQ22 N I 80 67 17 85.1 9 " " 14 32 7 8.9 
421 -6 9 7 5 42 56 10 22. 9 " N I 28 26 3 1.5 
4 2 8 -3 8 3 3 " " I 58 50 17 47.7 5 " N I :15 31 :1.8 
4 2 9 -6 8 1 5 N 

N 1 30 26 6 3.8 - 13 " " 122 41 5 10.7 
4 3 0 -3 8 3 9 " " I 34 22 2 2.2 - 42 " " I 24 20 5 1.5 
431-245 9 " " I 85 43 15 53.4 9 N " 1 'Jl 42 5 8.6 
4 3 2 -3 8 1 7 " 95 58 21 1l0.8 11 ， " 144 36 5 10.8 
433 -3 7 Q 9 " 54 31 12 ~U. ，j ;jb " " 1 5，1 100 39 220.31 
434- " " 1 51 40 13 192.8 13 " 68 69 17 自7.3
435 SXQ43 " 1 87 75 30 95.9 B " 38 3，1 トl 13.3 
10679 " " 161 45 14 36.9 42 N H 31 25 日 .J.4 

-11227 N 40 33 13 16.8 18 '〆 " 75 55 1，1 42.5 
97n " " 135 26 G 4.6 37 " N 15 5 1.1 
10674 N N 30 28 9 6.7 33 " N 80 79 14 日u
11686 " " 1 27 35 12 7.2 rι 3 " .. :38 。 13.4 
9 8 2 5 F N 17 32 4 2.0 日 ， 

" 12 6 1.，1 
一12569 点' 28 19 3 2.0 - 32 N 

" 100 65 38 。~~75.S 
10682 N " 15 18 3 1.5 7 〆r " 15，1 36 日 14.0 
-97<1 ，1 Jノ ， 24 13 l.5 5 80 26 138.2 
-10676 " " 15 14 1 0.8 6 60 :37 日 5. 9 
12477 N N 18 ?? ヲ 1.4 日 " .. 17 LI_j~ 
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第 27表石器観察表 (25)

大きさ 続投 大きさ Cmm) ffilit 

NO. li'11 uiii 考 NO. :1:1一位従 h'l'I: i晶 考

長 もtb Jf; ( g) 者A 1守 {宮)

464 
M M 1 1552 2 

Hをg
11 210 7 

18 147.8 4日日 S Q5.¥ 交111M~f巾 150 2，1 t1R7. rJ 

11:! 8り 5~jô ， 0 " 159 156 36 1288ι5 

23 S X QX7 61 X:i 21 i出i
T5 VfEQ555 4 

1o3 ]<18 38 mO.5 

23 14 19 D 71 1 ~)O 1:19 ! ~íi 日78.9

3 1 70 1i4 11i 78.7 491 S X P'12 N，'r:;- 26 13 1.3 

20 65 72 19 88.4 44 924  SK04 巴i頁lむ!主 105 I 62 42 391. 8 
38 ， 120 t:li 討戸、円i 1:10".0 93 S KP65 l∞I 96 Hi 67. ，1 
'11 〆 I臼 日:， ! 5 ~ï. 7 日7 45 94. 0 

1 4 ， 
" 169 80 13 i 6:3.6 ML60 39 つつ 4 2.7 

39 " " 1(( ~l'I 21 78.7 496 !η7G 3 η114 21.4 

29 勺S 6.7 i 4 97 MK59 4:1 
51 5 1 
24.0 

1 2 " 7.1 円υワμ 17 69.4 498 MM53 " 12Z:l 70 666.8 

21 2 :lli 22 9 6.9 499 M154 " I 73 25 7 10.4 

30 " :l2 26 1.5 500 " " 1 42 :J2 7 10.5 

11 " 70 l:lO 日2 564.8 501 M101 90 76 28 182.1 

ワワ " 〆， 14ワ '~~: 日 1.1，1 弓fI2 M 157 " 1 20 13 4 0.7 

465 S XQ1:m 14:3 207 57 1882.8 か1154 " 135 35 日 7.0 

MDS:J 7，1 8日 28 158.4 504 M 155 89 52 17 53.1 

34 S XQ138 78 105 17 I 174.5 505 M154 N 1 a~ 45 20 49.0 

40 N 75 101 35 140.2 506 MJ61 " 1 76 34 !日 :JIi.2 

61 " 42 64 14 29.2 507 " 1 23 15 5 1.3 

65 " BO 107 38 211. 2 50日 MG51 92 32 18 41.4 

MD53 53 72 15 53. (1 509 M 1 57 65 19 8 5.4 

49 SXQ138 N I n 100 18 120.1 510 11 165 40 20 36.9 

36 N N 1 52 8:3 21 72.8 51 1 MH55 31i 22 50 3.3 

32 H 123 55 52 288.0 51 2 MJ56 42 30 8 3.8 

60 n 9:3 220 42 634.5 51 3 MH56 59 34 14 20.1 

466 H 296 175 116 3146.5 514 MH55 " 1 57 63 16 37.9 

- 53 n 126 126 37 3，13.1 515 MH56 36 25 7 5.7 

132 H 92 102 33 loO. U 516 MI57 " 1 43 39 11 14.4 

MCo2 H 1 95 142 31 282.6 517 H 41 45 12 18.3 

55 SXQ138 95 100 22 145.2 518 88 50 

5 1 H 11，1 111 33 347.9 519 M157 114 82 48 364.5 

64 n 101 12:3 34 245.0 520 MG52 " 1 107 36 14 41.6 

48 " 日目 150 8'1 975.5 521 MH53 H 1 104 47 26 115.9 

50 n 56 85 30 86.1 522 MG53 n 1 85 53 19 77.8 

46 n " 178 117 51 402.0 523 " 93 50 24 72.0 

28 n W 制 118 25 159.1 524 " n 1 53 69 20 65.2 

467-281 n n 1 42 27 6 7.4 525 MG52 " 1 92 50 15 6，1.1 

468-321 '〆 38 25 63.8 MH59 59 41 14 28. 9 

469-320 n 71 40 16 '12.4 527 MH58 " 131 54 20 28.9 

470-184 1 O~i 49 I lS 31. G 11528 ivIH57 59 マt 14 21. ，1 

471 2 ，10 14 5 3.8 115:! 9 MH59 47 86 12 29.4 

472-177 H " 1 53 22 日 7.6 530 MH58 n 1 98 68 40 191. 9 

473-232 n n 1 79 ，1:1 1.1 50.0 531 MG57 n I 108 48 23 103.8 

474 57 " (/ 155 35 10 15.4 532 MG55 39 68 12 18.8 

475-192 n n I 7'1 7，1 17 101. 8 533 MG55 ν130 52 29 144.3 

476-13G 勺t内μ 8.1 1勺t 12ι勺tηふ 53怜，1 MG53 93 '~Cl Ir， 5>1. 8 

477 68 " llli 48 121. 8 535 ME58 " 84 5:J 16 59.2 

478-284 〆〆 " 17" 39 7 20.0 536 88 88 16 100.8 

479- 16 " 50 ，16 10 23.8 537 MF58 N 1172 143 43 985.5 

480-255 f ~m :JI 日 7.7 538 MF57 " 19 19 4 1.7 

481-197 " ι'dl行 171 I 74 41 50日7 539 MD58 〆' 138 68 16 94. 9 

482-145 N " 1157 1I :12 4，13.5 540 MD59 N 88 :ll 10 25.1 

483-1 0 11:1 日l 9“1'-，“ l 日必 11 541 ME60 日U 2Y 12 25.6 

484 1 1 0 9~ 31 229.4 5 <1 2 LT58 日l 50 11 :l7.1 

485-223 97 ii6 :17 281.0 543 MD57 N 85 ，17 11 35.71 

486-160 〆/ 2 107 99 63 (H3.3 544 LT57 117 5，1 102.7 

487 1 1 7 " N I 1:15 118 o:l 円，1つ】5，7 54 乱lF61 55 66 日 18.0 

488 58 nお 8i {( I制 7 ::; <1 6 MB57 61 28 9 5.日

489- 49 S X Q!4:1 ，;【i 11 i 547 121.l 
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第4章調奇の記録

28 (26) 

大きさ j、きさ諮) ift:ht 

|山l仲間NO， li'['I 
{g j bit 

J号 NO， 1i'1'1 6ifi F， 

i主主t.i I 1苧 i之恥 11'; (gJ 

4日 長11':09 rC!i 90 78 I 23 12t2 596 MA52 1，1 

5，j 9 L 050 "" I I:J 必話 58 lo i日

550 L L50 107 82 i :l:! %.1%.0 9 8 L T52 " 11116 日l l詰 60.9

55 1 Ms57 51 67 12 38.0 599 ME61 84 4 20 62.0 

;) 5 2 MA58 76 5，1 23 77.2 600 MJ55 8告 10 16日

553 MD59 64 30 

2i8062H9.守45 :i 

601 
LL i HL453i H 

日 I:J.:I 

26 554 MA58 ;)0 ~2 02 6 :)， ;) η 
r 

555 N luu 51 16 ij [) :1 rvlN~f) 10 1:.'.:1 

556 MC58 111 62 ワムロU 149.，1 60" MD57 69 30 !日 :16.1 

557 MA57 I n 173 日I 42 480，6 605 i ME，j告 N i 111 ，j，j 16 ，11.6 

MA57 160 190 ワ臼Uロ 日11甘.0 [j 0 5 A・.1A5B IUG 宍山K j“:'7 1111.4 

" 

m:伊jll1H日749日1 52 的2 0 

:1:1 181. 7 290 196 62 2587，2 607 

560 Ms58 日o 3，1 13 37.1 608 Ms51 24 8，1. 1 

56 1 MA59 5:1 41 11 20，5 609 ME56 20 t:I3，5 

562 Ms59 35 42 11 12，7 6 1 0 19 92. ，1 

日日 1 MC57 ν 礼1 :m 10 ワ日 1 6! 1 ME55 !4 17 47.6 

564 61 47 8 15.4 61 2 MC55 " 117，1 1l:1 ，18 

565 Ms58 ノ， 167 60 12 :13.9 6 1 3 MD5日 108 !日 48 66.9 

566 Ms59 :19 29 60 5， 9 6 1 4 MG61 N 1 9:1 :J8 15 ω日
567 N " 180 81 18 102.2 6 1 5 Ms51 " 1 98 55 23 76，0 

568 m 87 88 22 1，11.5 616 L L49 n 1 57 140 29 176，0 

569 LT59 " 185 58 II :JO， 5 6 1 7 Ms54 " 169 :17 1:1 Hl.8 

570 MD60 78 71 14 71.3 6 1 8 MB53 18 日1.9

571 LT57 " 1 129 78 24 184，6 619 MD5，1 14 31.:1 

572 1'.1D59 " 1 70 58 16 49.1 620 1'.1C58 " 1114 80 20 119，9 

573 Ms60 " 1 123 113 52 758，8 621 MM57 主主文お 132 51 28 307.2 

574 LT56 " 1231 87 47 780，1 622 ME46 i'Lをf145 98 43 227.8 

575 ME60 " 1 75 66 17 623 L 555 安山岩 94 64 2，1 222，5 

576 LR48 112 81 36 265，5 624 lvlC，16 J!i約 188 lO8 46 s9t.:1 

577 ME55 136 132 40 日25.:J 625 Ms5'1 安山岩 123 82 49 <112.0 

578 M1'.155 n 1 22 H 6 1.3 626 MF62 DEW 103 103 43 sl0，5 

579 ML60 " 12，1 H 4 0，5 627 E主宕 157 69 34 311. 6 

5目。 MI57 36 12 3 1.2 628 1'.1F5:1 " 1 94 43 24 69，1 

581 MG55 " 14，1 1'1 1.7 629 1'.1M57 " 1 65 30 14 44.1 

582 LQ49 :15 1:1 l.li 630 " 17，1 47 21 sI.:J 

583 MB5，1 29 25 日 4，1 630 " 17，1 17 21 sI.3 

584 MA53 115 35 8 日5 631 1'.1D56 " 177 ，1日 30 82，6 

585 1'.1L57 " 1 50 21 10 6，8 632 LT56 !I I 75 44 12 :m.6 

586 MD55 85 51 25 60，9 633 LT58 6.1 23 !日目

587 か，1151 " 179 4 2:1 64.1 " 1 37 5.9 

588 ME55 89 39 2s 74，0 635 ML55 ノノ 7H ，J.I :12，9 

5 s 9 MlvI5J 日1I ι15 15 G:3. G G3G MAS4 lilJ l~) 1 ;jS詰

590 Ms52 1U2 45 28 Wi，2 637 M 150 38 3<1 11 1')') 

591 85 43 15 38，7 638 " 17日 ，j[i 11 35. ，1 

592 LT55 " 1 85 52 20 60，4 639 MK55 ，15 :i7 1:1 21.1 
593 " 191 45 21 82.9 640 MG61 " 15:， 50 !日 :，6，5 
594 1'.1F60 " 1 70 43 16 ，10，0 64 1 ~J8 

616 3G 
:19:1，2 

MIにuワt I マiハり 12ιUρハUゥl に5[) 5 '71! .11 15 40.2 64内ι 1川¥ID5、j5
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第 1節年代測定

l 学習院大学放射性炭素年代測定

( 1) 1991年度分(1991年7月22自付報告)

1991年 6)j27日受領致しました試料についての年代測定の結果を下記の通り御報告致しま

す。なお年代備の算出には 14Cの半減期として LIBBYの半減期 5570年を使用しています。ま

た付記した誤差はβ線の計数値の標準偏差σにもとずいて算出した年数で、標準偏差 (ONE

SIGMA)に相当する年代です。また試料のβ線計数率と自然計数率の差が2σ以下のときは、

3σに相当する年代を下限の年代値 (B.P.) として表示しであります。また試料の3線計数率

と現在の標準炭素 (MODERNSTANDARD CARBON)についての計数率との差が 2σ以下

のときには、 Modernと表示し、 δ14C%を付記しであります。

百日

Code No. 

GaK -15803 

試料

Charcoal from岩瀬遺跡

試料一1 SN08 

Charcoal from岩瀬遺跡

試料 2 SN16 

年代 (1950年よりの年数)

8.430 土 130

6.480 B.C. 

7.460 :::t 170 

5510 B.C. 

以上木越邦彦

GaK -15804 

( 2) 1993年度分(1994年3月28臼付報告)

1994年 1月10日受領致しました試料についての年代測定の結果を下記の通り御報告致しま

す。なお年代値の算出には 14Cの半減期として LIBBYの半減期 5570年を使用しています。ま

た付記した誤差はβ線の計数値の標準偏差びにもとずいて算出した年数で、標準偏差 (ONE

SIGMA)に相当する年代です。また試料のβ線計数率と自然計数率の差が2σ以下のときは、

3σに相当する年代を下限の年代値 (B.P.)として表示しであります。また試料の β線計数率

と現在の標準炭素 (MODERNSTANDARD CARBON)についての計数率との

のときには、J¥!Iodernと表示し、 O
14C%を付記しであります。

2σ以下

2 岩瀬遺跡の考古地磁気調査

( 1 )はじめに

岩瀬遺跡の焼土遺構、 炉跡等から試料を採集し古地磁気研究を行った。研究の目的

A
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第5章 自然科学分析

言己

Code No. 

GaK -17801 

試料

炭化物 from岩瀬遺跡

試料-1 CSQ77) 

年代 (1950年よりの年数)

10，050 土 150

GaK -17802 炭化物 from岩瀬遺跡

試料-2 CSXQ60炉1)

8，100 B.C. 

10.910 ::t 170 

8.960 B.C. 

以上木越邦彦

は獲得されている磁化の性質を調べること、および年代を推定することである O

( 2 )試料および、処理について

採集試料の一覧表を第 29表に示す。表には遺構名、便宜的に付した試料名、 の種類、

考古年代が示しである。焼土の場合はポリカーボネイト製のキューブを地中に挿入して試料を

採集した。集石遺構の場合には、現場で水平線、磁北の方向を石に記入しておき、実験室内で

水平を再現し、コアピッカーを用いて直径 25mmの円筒状試料を作成した。一つの石からで

きるだけ多くの試料を作成するようにした。

作成した試料に対して、スピナー磁力計を用いた磁化強度、方向測定、段階交流消磁操作に

よる磁化の安定性チェック、熱磁気分析による磁性鉱物の同定、キュリ一点の測定、段階熱消

磁による最終加熱温度の推定、帯磁率測定を行った。

(3 )測定結果および考察

古地磁気測定による配石遺構の織化方向分布はばらつく傾向にあることが試料全般に共通の

性質であるO 例えば、 SQ30および SQ35試料の交流消磁後の磁化方向分布を第 278図、第

279図に示す。磁化方向が大きくばらついた分布をしている。しかし、偏角方向に引き伸ばし

た系統的な分布傾向が見える。また、磁化の反転している試料があることから、 SQ30、SQ35

第 29表岩瀬遺跡採集試料一覧

遺構名 試料名 遺構の種類 考古年代

SN08 IW08 焼土 縄文時代早期

SN16 IW16 焼土 縄文時代草創

SXQ21 北側IWX1 石器集中部 縄文時代前期

南側 IWX2 11 11 

SQ30 IW30 集積炉 縄文時代草創

SQ33 IW33 !I 11 

SQ35 TW35 11 11 

SXQ60炉跡、1 IW60 炉跡 縄文時代草創

SQ68 TW68 集積炉 11 

SQ77 IW77 11 縄文時代早期

SXQ125 IWJ25 石器集中部 ノノ

SQ127 IW127 集石炉 11 

SQ153 IW153 11 11 
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第 i節年代測定

は}I[の氾濫等による境乱を受けており、石自体が回転、あるいは反転したものと考えられる。

石の形が属平であることからも、外部の力によっ しになるよりも同転作用の方が大きかっ

たと予想、できるG 発掘されたときの状態は多分、それほど強くない提言L作用を受けた後の状態

であろう。

SXQ60炉跡1の測定では磁化強度は集石の中心部分が周辺部に比べて大きく、強度 s磁化

方向のばらつきは周辺部の方が大きかった。この事実から、よく焼かれた中心部の石が外部jに

移動した、あるいは、石自体が回転したと考えてよいであろう。 SQ68では磁化方向のばらつ

きは配石の外側の試料の方が大きかった。また、 SQ77では同じ石から採集した試料でも磁化

方向、磁化強度に大きな変動が見られた。このことから熱の影響は局部的でありその石が移動、

N 

τ二で¥
@ 

.0 
骨 。
@ 

@骨 。
Wト。

7 

@ 

S 

第278図 S Q30試料交流消磁後の
磁化方向

N 

/ @ 。
..-一一~嘩

事

@ 噛

@ 

十

S 

第279図 S Q35試料交流消磁後の
磁化方向

a 

b 

c 

o 10 20cm 
o +---， γ~ ぺ〆~アペfU'T1レア i ぺ2LL ~ミ三三三百~
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第 30表岩瀬遺跡考古地謡気測定結果一覧

j皐構名 試料名
試料 編角 伏角 95%信頼精密度パ

考古地磁気推定年代
数 (度) (度) 区間(度) ラメータ

SN08 IW08 30 4.87 56.84 5.06 62.75 6000B.P. ~6500B.P. または

8000B.P. ~8500B.P. 

SN16 IW16 23 3.60 60.69 5.15 52.30 10000B.P. ---11000B.P. 

SXQ21 北側 IWXl 3 37.56 28.22 69.03 4.27 

南側 IWX2 5 17.71 35.01 53.79 2.98 

SQ30 IW30 30(52) 18.13 57.69 25.21 1.60 10500B.P.より古い

SQ33 IW33 11 (15) 52.99 14.26 28.07 2.83 

SQ35 IW35 12(21) -3.15 55.37 11.81 8.62 10500B.P.より古い

SXQ60 IW60 8 53.44 72.41 45.07 2.47 

SQ68 IW68 28 -37.71 5.22 43.08 1.38 

SQ77 IW77 に31 29.96 68.9~ワJ HにJ.ワ1そA主 3.(、38
SXQ125 IW125 10 45.94 41.69 29.68 3.61 

SXQ127 IW127 5 11.50 69.62 69.74 2.16 

SQ153 IW153 10 -95.88 32.28 63.65 1.54 

回転したことが明らかである。

石が外部の力によって動かされたとき、石の持つ残留磁化方向は元の方向を中心にして正規

分布すると考えられる。この仮説を元に伏角を推定するO 第 280図は SQ30試料の伏角の頻度

分布を示したものであり、伏角 45度を中心にほぼ正規分布していることがわかる。従って、

SQ30が磁化を獲得した当時の地球磁場の伏角は 45度と求まる。同様の処理により SQ35は伏

角53度が得られる。琵琶湖湖底堆積物の堆積残留磁化を調べた Yasukawaら(1973)の伏角

変化と比較して SQ30、SQ35は10，500B.P.より古い年代を持っと予想した。

SX21は焼土かどうか疑問が持たれていたが、磁化強度、方向の分布から考えると焼土では

ないと結論できるだろう。 SN08，SN16の焼土は共に安定な磁化を保持しており、 SN08は

6，OOOB.P .'-~ 6，500B.P.または、 8，OOOB.P.""8，500B.P.、SN16は10，OOOB.P."" 11，OOOB.P.と推

定できた。

熱磁気分析を行った結果、キュリ一点が SN08で578
0

C、SN16で561
0

Cとなり、磁性鉱物は

磁鉄鉱であることがわかった。

段階熱消磁を行って磁化の減少傾向を解析して最終加熱時の温度分布を求め、 600
0

C以上の

温度で焼かれた石、部分的に 200
0

C以下、および200
0

C以下の加熱温度と推定できる石の分布

を示した(第281図)。分布状況からほとんど全ての石が焼かれているがその分布は集中してい

るわけではなく、 }IIの氾瀧の影響があるものと思われるO

(4 )まとめ

集石の石自体が回転、移動していると予想されるため残念ながら詳しい年代の推定はできな
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かった。しかし、磁化の性質、ぱらつき只合から菜石の移動、回転の予想が可能であることを

しfこO

文献

Yasukawa， K.， T. Nakajima， N. Kawai， M. Torii，トJ. Natsuhara and S. Horie (1973): 
Paleomagnetism of a core from Lake Biwa (I)， J. Geomag. Geoelectr.， 25，447山474.

第2節火山灰同定

l 岩瀬遺跡の火山灰分析(1991年震分)

( 1 )はじめに

岩瀬遺跡の発掘調査では、湾岸段丘の良好な地層断面が作成された。そこで、野外地質調査

を行って地質層序を明らかにした。さらに土壌についてテフラ検出分析を行い、すでに噴出年

代が明らかにされている示標テフラを検出して、遺跡の土層断面中に時間軸を設定することを

試みた。分析調査の対象とした地点は、 MA51区北壁、 MF51区、日目56区東壁の 3地点であ

るO また野外地質調査後、 MG57区と MI57区で採取された試料が送付された。これらの試料

についても、合わせて分析を行った。

(2 )地質層序

①MA51区北壁

この地点では、 l深層を覆う土壌の最も良好な断面が認められた(第283図)。土壌は、下位の

いわゆるローム層 (5a層以下)と、上部の黒ボク土 (4麗〉に大きく区分される。ローム居中に

は砂層が挟まれているほか、色調の暗い、いわゆる暗色帯と呼ばれる土層も認められる (6b層)。

②MF51区

この地点では、ローム層上部に、複数の暗色帯が認められた(第284図:8層、 10層、 12層)。

③HE56区東壁

本地点では、黒ボク土の良好な断面が認められた(第284図)。また、他の地点で認められな

かったローム層の堆積が認められた。

( 3)テフラ検出分析

①分析方法

示標テフラを検出するために、基本的に 5cmごとに採取された試料から、 17点を選択して

テフラ検出分析を行った。分析は、次の手Jll買で行われた。

1 )試料 15gを秤量。

2)超音波洗浄装震により、泥分を除去。
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3) 800Cで恒温乾燥。

4 )実体顕微鏡および偏光顕微鏡下で、テフラ粒子の特徴を観察。

②分析結果

1) MA51区北壁

テフラ検出分析の結果を、表31に示す。いずれの試料にも、火山ガラスがごく少量認めら

れる。火山ガラスは透明で、平板状のいわゆるバブル裂と、繊維束状に発泡した軽石型から構

成されるO これらの試料には、顕著なテフラの降灰層準は認められない。

2) lVIF51区

いずれの試料にも、火山ガラスが少量ず、つ認められる。顕著なテフラの降灰層準は認められ

ないものの、試料番号6および7tこ含まれる火山ガラスは透明で、繊維束状やスポンジ状に発

泡した軽石型、平板状のいわゆるバブル型、さらに分厚い中間型ガラスなどから構成されるこ

とでほかの層準とは特徴を異にするO また試料番号16には、若干多くの火山ガラスが認めら

れるO 火山ガラスは、透明なバブル型と繊維束状に発泡した軽石型から構成されるO このよう

に顕著なテフラの降灰層準は認められないものの、試料番号7および16付近にテフラの降灰

層準のある可能性が若干ながら考えられる。

3) HE56 

いずれの試料にも、火山ガラスがごく少量認められる。火山ガラスは透明で、バブル型と繊

維束状に発泡した軽石型から構成される。顕著なテフラの降灰層準は、認められない0

4) MG57区

試料番号 lには、火山ガラスがごく少量認められる。火LL!ガラスは透明で、バブル型と繊維

束状に発泡した軽石型から構成される O 顕著なテフラの降灰層準とは、考えられない。

5) MI57区

試料番号2には、火山ガラスがごく少量認められるO 火山ガラスは透明で、バブル型と繊維

束状に発泡した軽石型から構成される。顕著なテフラの降灰層準とは、考えられない。

(4 )考察

今回の分析で検出された火山ガラスの大部分は、基盤の地層中に大量に含まれると思われる

ものである。ただし可能性はごく小さいながら、 MF51区の試料番号7および 16付近にテフ

ラの降灰層準のあることが考えられるO 前者は、火山ガラスの特徴などから、十和田火山起源

のテフラの可能性がある。仮に宮城県北部と河様に、岩瀬遺跡で認められる黒ボク土の基底を

約1万年前とすると(早田， 1989)、試料番号7付近に存在する火山ガラスは約1.0-1.3万年前

の十和田八戸テフラ (To 豆p，町田ほか， 1984)に由来するのかも知れない。

また、試料番号16付近に若干多く含まれる火山ガラスは、その形態や色調などから、約
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2.1-2.2万年前に南九州姶良カルデラから噴出した姶良Tn火山灰 (AT町田， 1976)に由来す

る可能性が考えられる。 ATは、秋田県男鹿半島をはじめとして宮城県北部や山形県北部にお

いても検出されている(白石ほか， 1988，平田， 1989、八木場早田， 1989)ことから、岩瀬遺跡付近

にATが降灰したことは確実と考えられる。いずれにしても、検出された火山ガラスの最が少

ないことから、これ以上の言及はではない。

( 5)まとめ

岩瀬遺跡において野外地質調査が行われ、土層の層序が明らかになった。また合わせてテフ

ラ検出分析が行われたものの、明瞭な示標テフラの降灰層準は検出されなかった。しかし、農

は少ないながら十和田八戸テフラ(約1.0-1.3万年前)と姶良 Tn火山灰 (AT)に由来する可

能性がある火山ガラスも検出された。このことから、さらなる調査分析により、石器包合層の

編年ができる可能性があることが十分に考えられる。今後も、発掘調査の際に火山灰編年学

(テフロクロノロジー)により調査分析が行われ、テフラに関する資料が蓄積されていくことが

必要であるO

文献

町田 洋・新井房夫(1976)広域に分布する火山灰姶良Tn火山灰の発見とその意識. 一科学， 46， 
p.339-347 

町田 洋@新井房夫・小田静夫・遠藤邦彦・杉原重夫(1984)テフラと日本考古学 考古学研究と関係す
るテフラのカタログ .古文化財編集委員会編「古文化財に関する保存科学と人文・自然科学J，p.865-
928. 

白石建雄@竹内貞子@林信太郎・林聖子(1988)秋田県男鹿半島で発見された姶良Tn火山灰.第四
紀研究， 27， p.187叩190

早田 勉(1989)テフロクロノロジーによる前期旧石器時代遺物包含層の検討一仙台平野北部の遺跡を中
心に一.第四紀研究， 28， p. 296-282 

八木浩司@早田 勉(1989)宮城県中部および北部に分布する後期更新世広域テフラとその層位.地学雑
誌， 98， p.871司885.

2 岩瀬遺跡の火山灰分析(1993年度分)

( 1 )はじめに

東北地方には多くの第四紀火山が分布している。これらの多くは第四紀をとおして大量のテ

フラ(火山砕屑物、いわゆる火山灰)を噴出してきた。これらのテフラ層については、放射性年

代測定法や考古学の編年学的な成果さらに古文書などに残された記録などから噴出年代が明ら

かにされているものも多い。したがって、これらの示標テフラ層の降灰層準を遺跡の土層断面

から検出し、それらとの層位関係を明らかにすることによって、遺物包含層の堆積年代や遺講

の構築年代を明らかにできるようになっている。そこで岩瀬遺跡においても、地質調査を行っ
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て標式的な土層断面の土属の記載を行うとともに、テフラ検出分析を行ってすでに噴出年代が

明らかにされている

(2 ) 

①MA59区

本地点では、岩瀬遺跡の標式的な土層断面が認められた(第282図)。ここでは磯信(層淳

一フフ ることがi式みられることになった。

128cm以上，擦の最大径380mm)の上位に、下位より褐色砂質土(層厚12cm、IX層)、褐色砂層

(層厚12cm、確層)、褐色砂質土(層厚31cm、VII'層)、黄色砂質土(層厚16cm)、褐色砂質土(層

厚5cm、以上VII層)、褐色砂傑層(層厚18cm、擦の最大径7mm入黄褐色紗質土(騎手18cm、以上

v1層入暗褐色土(層寧15cm、V層)、黒褐色士(閤厚18cm入作土(層厚llcm)が認められた。

②MC52区

ここでは、ローム層のブロック混じりの暗褐色土(層厚15cm、V層)のートj立に、下位より

色土(層厚28cm、fv層)、暗褐色土(層悪6cm、恵層)、

(層厚lOcm、I層)の連続が認められた。

③5号炉

炉土Ilが検出された本地点では、遺構の上位の土層をよく観察できた。ここでは、炉を構成す

(層惇3cm、E層)、黒褐色作土

る蝶群を覆って黒色砂質土(層摩5cm)が形成されており、その上位に1x層以上の土層の堆積

が認められた。

(3 )テフラ検出分析

①分析試芋!と分析方法

MA59区と lvIC52区の 2地点の土層!新面におい に5crnごとに採取された試料のう

フラの降灰層準を求めるこち、 5cmおきの試料 18点を対象にテフラ検出分析を行い、

とになった。分析の手I!国は次の通りである。

1 )試料 15g

2)超音波洗浄装置により泥分を除去。

3) 80
0
Cで恒温乾燥。

テフラ粒子の特徴を観察。4 ) 

②分析結果

テフラ検出分析の結果を、第32 よ 33 IvIA59 は、 の

されなかったものの、全試料にごく少量の火山ガラスが認められた。とくに火山ガ

ラスの濃集する層準は検出されなかった。軽石の特徴はいずれもよく似ており、平板状のいわ

ゆるパフソレ型ガ、ラスのほかに、繊維束状に発泡した軽石理のガラスも

うスの色調は透明である。

られた。火LLIガ
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MC52区では試料番号1と2に軽石型の火山ガラスが多く認められた。火山ガラスに

はスポンジ状に発泡したものと、繊維束状に発泡したものの 2種類が認められる。火山ガラス

の色調は透明であるO その試料番号3以下の試料については、 MA59区の試料と同じような

平板状のいわゆるバブル型ガれる火山ガラスはごく特徴が認められた。つまり三

られた。火山ガラスの色調はラスのほかに繊維束状に発泡した軽石型の火山ガラスも

は検出されなかった。とくに火山ガラスの濃集するこれらの層準には、透明である。

(4 )考察

よび直属中に軽石型火山ガラスが多く検H 岩瀬遺跡においてテフラ分析を行った結果、

テフラの降灰層準のある可能性も考慮すると亜居中に火山ガラスに出された。

このテフラについては、黒ボク土中に層位のあることから、完新世に堆積したテフが大きい口

ラの可能性が大きいと考えられるO 岩瀬遺跡に近い岩手県湯田町の大渡E遺跡の発掘調査では、

すでに黒ボク土に約5，300年前に十和田カルデラから噴出した十和田中揮テフラ (To~ Cu，町

カルデラから噴出したと推定されている十和田 a 火山灰 (To~同ほか， 1984)と915

a，町田ほか， 1981)の一次堆積層が検出されている(仁tlll.吉田， 1993， 

られるテフラは、 Toあると

えられる。される可能性が大きいと

火山ガラスの形態も併せて考慮すると、

Cuまたは To-aに
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第32表岩瀬遺跡 MA59区のテフラ検出分析結果

軽石 火山ガラス
試料

色調 最大径 主主主主主主 色調 形態量

透明 bw>pm 

3 十 透明 bw>pm 

5 十 透明 bw>pm 

7 イ句 透明 bw>pm 

9 十 透明 bw>pm 

11 十 透明 bv!>pm 

13 4 透明 bw>pm 

15 十 透明 bw>pm 

17 十 透明 bw>pm 

19 + 透明 bw>pm 

+ 透明 bw>pm 

特に多い，十++

ー・認められない.pm:軽石型， pw:パフソレ型.

試料

2 

3 
5 
7 

9 

11 

第33表岩瀬遺跡 MC52区のテフラ検出分析結果

軽石

』主至廷主 色調 最大径 量

十十十

+++ 
十

+ 
+ 

+ 
+ 

火山ガラス

色調 形態

透明 pm 

透明 pm 

透明 bw>pm 

透明 bw>pm 

透明 bw>pm 

透明 bw>pm 

透明 bw>pm 

十++十:特に多い，十十+:多い，+十:中程度， +:少ない，

認められない.pm:軽石型， bw:パフ、、ル型.

岩瀬遺跡における前回のテフラ分析では、四}麗中に約1.2万年前に十和田火山から噴出した

十和田-八戸テフラ (To-HP 町田ほか 1984)に由来する可能性のある火山ガラスが検出さ

れた。しかし今回の分析では前回ほど明確に検出されなかった。これは今回の地点が、前回の

分析地点と比較してテフラ降灰当時安定して土壌が形成されるような環境になかったことに起

因しているのかも知れな ~)o いずれにしても 2 回の分析の結果、いずれの土層中にも量は少な

いながらも火山ガラスが存在し、またさらに上部の黒ボク土中には火山ガラスに富むテフラの

降灰層準のあることも明らかになった。今後遺跡内の全土層を対象として、テフラ組成分析や

屈折率測定など、示標テフラとの精度を向上させるための分析を行う必要がある O

( 5 )まとめ

岩瀬遺跡において地質調査とテフラ検出分析を合わせて行った結果、車層に約5，300年前に



第5京 自然科学分析

十和田火山から噴出した十和田中諏テフラ (To-Cu)、あるいは 915年にやはり十和田火山か

ら噴出した十和田aテフラ (To-a)に同定される可能性の大きいテフラの降灰層準が検出さ

れた。このテフラについては、さらに屈折率測定などを行って示襟テフラとの同定を行う必要

がある。

なお前述の岩手県湯田町大渡E遺跡においては、 To-CuとTo aのほかに、約 2.1 2.5 

万年前に南九州の姶良カルデラから噴出した姶良 Tn火山灰 (AT...町田ー新井， 1976)が発見さ

れている(中JlI， 1993)。岩瀬遺跡付近では、今後の調査によりさらに約3.1-1.4万年前に浅間

火山から噴出した浅間一板鼻黄色軽石 (As-YP)や浅間一草津黄色軽石 (As-YPk) に由来

する可能性のある二口火山灰 (FtA，小岩・早田， 1994)、約1.2万年前に十和田火山から噴出し

た十和田一八戸テフラ (To-HP)、そして約 6，300年前に南九州の鬼界カルデラから噴出した

鬼界アカホヤ火山灰 (K-Ah，町田・新井， 1992)など広域テフラの降灰層準の検出される可能

性がある O 今後本地域においてさらに土層の堆積状況の良い地点を探し、調査分析を行う必要

がある。
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第3節植物遺存体同定

1 縄文時代草創期炉の植物利用

( 1 )はじめに

岩瀬遺跡(秋田県平鹿郡山内村土淵字岩瀬所在)は、奥羽山脈から横手盆地に向かつて北西流す

る横手川の右岸に形成された河岸段丘ょに位置するO 横手川沿いの段丘上には、縄文時代の遺

跡が数多く知られ、縄文時代の環境や人間活動を知る上で重要な地域といえる。本遺跡周辺で
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も、虫内 Iおよび虫内盟遺跡、小田IV遺跡、土谷地遺跡において、自然科学分析を用いた古植

る検討が行われ(…部未公表入過去の環境や人々の生活の一端が明らかにな

りつつある。

今回調査が行われた岩瀬遺跡では、縄文時代草創期~晩期jを中心とした遺構@遺物が検出さ

れている。今回の分析調査では、縄文時代草創期の集石炉SXQ60から採取された土壌試料を

対象として、燃料材に利用した植物の覆類を明らかにする。すなわち、土壌試料全点、について

植物珪酸体分析を実施するとともに、土壌試料中から採取された炭化材および種実遺体の同定

もあわせて実施する O 縄文時代革命j期の燃料材に関する検討は、周辺地域における類例が知ら

れていないため、当該期の植物利用を知る上で貴重な資料が得られるものと期待されるO なお、

当初食生活の一端を知るために骨 s貝類の したが、試料中に骨@貝が認められなかっ

たため、今回はこれに関する検討は行わない。

( 2)試料

試料は、縄文時代草創期とされる集石炉 (8XQ60)から採取された土壌試料 5点(試料番号

1 ----5)である(第34表)。植物珪酸体分析は、試料番号 1"""'5の合計5点を用いた。炭化材試料

は、試料番号 1から 4点、 2から 1点、 3から 2点、 4から l点、 5から 2点、合計 10点を抽

出した。また、種実遺体は、試料番号lから抽出された 1点、である O

(3 )方法

①植物珪酸体分析

試料数gについて、過酸化水素水 (H202)と塩酸 (HCL)による有機物と鉄分の除去、超音

波処理 (80W，250KHz， 1分間)による試料の分散、沈降法による粘土分の除去、ポリタングス

テン酸ナトリウム(比重2.5)による重液分離を)1頃に行い、物理@化学処理で植物珪酸体を分離@

濃集するO これを検鏡し易い濃度に希釈した後、カバーガラスに滴下し、乾燥させる。その後、

プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。

検鏡は光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現するイネ科植物の葉部(葉身と葉鞘)

の短細抱に由来する植物珪酸体(以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)および葉身の機動細胞に由来する

第 34表分析試料一覧

試料番号 層 相 試料採取遺構 時代時期 備考

褐色シルト湿り砂 8T8 8XQ60炉跡1 縄文時代草創期 屋外炉

2 褐色シルト混り砂 818 8XQ60炉跡2 縄文時代草意11期 屋外炉

3 褐色シノレト質砂 818 8XQ60炉跡、3 縄文時代草創期 屋外炉

褐色シノレト混り砂 818 8XQ60炉跡4黒土 縄文時代草創期 屋外炉

b 培褐色シルト混り品、 818 8XQ60炉跡5石組みの内側 縄文時代草創期 屋外炉
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植物珪酸体(以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、同定@計数するO なお、近藤@佐瀬(1986)の分

した。また、イネ科植物が燃料材ーなどで利用され換I+iされる場合、短細胞列@機動

細胞列といった組織片で認められる例もある(佐瀬， 1982， 1993;大越， 1985)。このため、焼土

については組織片にとくに注自した。

②種実遺体同定

試料を肉限および実体顕微鏡下で観察し、種類の同定を行った。

③炭化材同定

試料を乾燥させたのち、木口(横断面).柾目(放射断面).板自(接線断固)の割断面を作製

し、走査型電子顕徴鏡(無蒸着 e反射電子輸出型)で観察 e悶定した。

( 4 )結果

①植物珪酸体の産状

分析の結果、植物詰駿体は全く検出されなかった。

②種実遺体同定

穣実遺体はイネの穎であった。以下に形態学的特徴を記す。

e イネ sativaL.) イ

穎(籾殻)が検出された。穎は淡褐色。大きさは縦軸8mm、横軸4mm程度。穎の表面には

微調1Iな額粒状突起が密に配列するO

③炭化材同定

35表に示す。炭化材は、 NO.1中の 2点が組織の劣化が激しかったため同定に

はいたらず、観察できた範肝iで木材組織の形態を記した。その他の試料は全て広葉樹で、オニ

グルミ、ハンノキ属の一種、カエデ属の一種、 トネ 1)コ属の一語の 4藷類が同定された。各語

額の-主な解剖学的特徴や現生種の一般的な性質を以下に記す。なお、和名@学名等は、主とし

て!原戸J日本植物図鑑 木本編 I.n>JC北村 e村m，1971， 1979)に従い、 一般的性質な

どについては「木の辞典 第 l巻~第 17巻(平井， 1979 -1982) も参考にした。

窃才ニ夕、JL-ミ mandshurica Maxim. subsp. sieboldiana (Maxim.) Kitamura) 

タ}vミ科

散孔!jyJで年輪界付近でやや急、lこ管径を減少させるo ~百孔は単独および 2~4 倒が複合する。

し、壁孔は密に交互状に配列する。放射組織は向性~異性重型、 1"-'3細胞

Ihtヨ 1ι .Aハ
'l'rH、I -.士U 年輪界は!現瞭。

オニグルミは、北海道から九州までのJ11沿いなど

力口Iは容易で iが少なく、保存性は低い。

る落葉高木である。材の硬さは中

として、洋の東山を通じて広くよれ 1ら

れた。ほか どの用途も知られている。
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@ハンノキ属の一種 (Alnus8p.) カバノキ科

散孔材で、管孔は単独もしくは放射方向に 2，....，.4個が複合する。道管はi皆段穿子しを有し、

孔は密に対列状に配列する。放射組織は向性、単列、 1-----30細胞高のものと集合放射組織とが

ある。年輪界はやや不明瞭。

ハンノキ属はハンノキ (Alnusjaponica (Thunb.) Steud.入ヤシャプシ (A.frima sieb. et 

Zucc入ミヤマハンノキ (A.crispa (Ailon) Pursh 8u1コsp.maximowiczii (Call) Hult)など

国内に約10種が自生する。いずれも根に根鰭菌が共生しているため痩地でもよく生育する。

材はやや軽!炊~やや烹硬で、加工は容易、薪炭材や各種器具材ーなどとして用いられる O

.'.7り近{以種 (cf.Castanea crenata Sieb. et Zucc.) 

環子し材で孔閤部は 1，....，.4列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列

する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1，....，.15細胞高。

年輪界は明瞭。試料は細片であり、組織が近似するコナラ属コナラ亜属コナラ節の可能性もあ

るため、本報告では近似種とした。

クリは北海道西部@本州@四国@九州、iの山野lこ自生し、また植栽される落葉高木であるO 材

はやや重硬で、強度は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高l¥o 土木@建築@器具@家

@薪炭材などの用途が知られているO

@カエデ属の一種 (Acersp.) 力エデ科

散孔材で、 は単独および2，....，.3個が複合し、晩材部へ向かつて管径を漸減させる。

は単穿子しを有し、内援にはらせん肥厚が認められるO 放射組織は向性、 1，.....5細胞幅、 1，....，.30細

胞高。細胞壁の厚さが異なる 2種類の木繊維が、木口面において不規則な紋様をなす。年輪界

はやや不明瞭。

カエデ属には、イタヤカエデ (Acermoねo Maxim. subsp. marmoratum (Nicholson) 

Kitamura)やイロハモミジ (A.palmatum Thunb.)など約25種が自生し、また多くの品種

があり植栽されることも多し可。属としては琉球を除くほぼ全仁に分布する落葉高木~低木であ

るO 一般に材はやや重硬@強靭で、加工はやや困難、保存性は!こド程度である。器具@家具@建

築ー装飾る施作品薪炭材などに用いられる。

@トネリコ属の一種 (Fraxinus8p.) モクセイ科

環孔材で孔園部は 2，.....3列、孔閣外で急激に管径を減じのち漸減するIコ道管は単穿孔を有し、

壁子しは小型で、密;こ交互状;こ記子IJする。 (-~異性窓型〉、 1 ，，_-'3 給路*語、 1'---'40 細胞

あるが、 20細胞高前後のものが多い。輪界は明隙。

トネリコ}需には、シオジ (Fraxinusspaethiana Lingelsh.)、 トネリコ (F. japonica 

Blume)、アオダモ CF.serrata CNalwi) Murata)など約8種が自生する。このうちヤマトア
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第35表炭化材の樹種間定結果

番号 試料名 時 代 用途 樹種名

針葉樹

SXQ60炉跡1 縄文時代草創期 燃料材?
カエデ属の一種

トネ J)コ属のー撞

広葉樹(環孔材)

2 SXQ60炉跡2 縄文時代草創立13 燃料材つ ハンノキ属の一種

SXQ60炉跡3 縄文時代草創期 燃料材つ
オニグルミ

3 
ハンノキ震のー撞

4 SXQ60炉跡4 縄文時代草創期 燃料材? トネリコ属の一種

5 SXQ60炉跡5 縄文時代草創期 燃料材?
オニグルミ

トネリコ属の一種

オダモ (F.longicuspis Sieb. et Zucc) ・マルパアオダモ (F.sieboldiana Blume) e アオダモ

は北梅道@本州@四国@九州に、ヤチダモ (F.mandshur・icaRupr. var. japonica Maxim.) 

は北海道@本州、I(中部地方以北)に、 トネリコは本弁I(中部地方以北)に、シオジは本州(関東地

方以西).四国@九州に分布する。いずれも落葉高木である。材の性質は種によって異なるが、

一般には中庸~やや重硬で、靭性があり、加工は容易で、建築@器具@家具@旋作@薪炭材な

どの用途が知られる。

(4 )考察

5 点の土壌試料中には、植物珪酸体が全く認められなかった。集石炉は、径 1~2m の浅い

窪み中に焼けた河原石が炭化物とともに多量に合まれている(秋田県埋蔵文化財センター， 1993)。

分析を行った試料中にも、細かい炭化物が多量に含まれており、燃料材にイネ科植物ことが使

用されていれば、植物珪酸体が少なからず認められるものと考えられる。今回の結果は、燃料

材にイネ科植物が使用されなかった可能性を示唆する。

一方、抽出された炭化材からは、針葉樹、オニグルミ、ハンノキ属、クリ近似額、カエデ属、

トネリコ属、不明散孔材が同定され、これらの木材が燃料材として使用されていたことが明ら

かとなった。これらの樹種は、周辺の虫内 I遺跡、小田町遺跡、上谷地遺跡等で、行った炭化材

も確認されてお与〈部未:公表入縄文時代を遥じて周辺地域で

入手可能であったと考えられる。これらの結果から、集石炉の燃料材は、特定の樹種が選択さ

れていたのではなく、周辺部で得られる様々な木材が利用されていたことが推定されるO

なお、試料番号lではイネの穎(籾殻)が 1点検出された。穎は保存状態が良好であり、現

ものに近l'o土壌試料中から植物珪酸体が全く検出されなかったことや、本追跡の現地表

面が水田として利用されていることを考慮すると、後代の撹否しに伴うものか試料採取時に現生

の穎が試料中に混入した可能性がある。
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2 MCライン西壁の珪藻分析@植物珪酸体分析

( 1 )珪藻分析

①はじめに

珪藻は、 10-----500μmほどの珪酸質殻をもっ単細胞藻類で、殻の形やこれに刻まれた模様な

どから多くの珪藻積が調べられている。また、現生の生態から特定環境を指標する珪藻種群も

設定されている(小杉， 1988 ;安藤， 1990)。一般的に、珪藻の生育域は海水域から淡水域までと

広範囲に及び、中には河川や沼地あるいは油などの水成環境以外の陸地においてもわずかな水

分が供給される環境、(7lJえばコケの表面や湿った岩石の表面などで生育する珪藻種(陸生珪藻)

も知られている。こうした珪藻種あるいは珪藻群集の性震を利用して、過去の堆積物中の珪藻

化石の解析から、遺跡を埋積する堆積環境について知ることが可能であるO ここでは、こうし

た珪藻化石を利用して、岩瀬遺跡の堆積環境について検討するO

②試料と処理方法

試料は、 MCライ ら採取されたお点である。これらの試料は、以下の方法で処理

した。

1 )試ifiiから ト-log程度を取与出し、 1 ι ノ;弘し、、..f寸 )~手タ I :'$長刀寸/T:-.七円与
o I'-"I久」 ノ" V'-I上>'1../、 五に可制 /J¥"三 ijj.j/L  

た後懸濁液を回収するO 放置後上澄み液を除去し、 30%過酸化水素を加え、加熱@反応させ、

有機物の分解と粒子の分散を行う。

2 )反応終了後水を加え、 1時間程してから上澄み液を除去し、細粒のコロイドを捨てる。こ

の作業を i二法み液が透明になるまで繰り返す (7IDJ程度)。

3) ビーカーに残った残波は、遠心管に細粒分のみ回収する。

4)マイクロピペットを用い、遠心管から適量を取り、カバーガラスに滴下し乾燥さる。 乾燥
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後は、マウントメディア(封入剤)で封入しプレパラートを作成するO

作成したプレパラートは光学顕微鏡下600，.....1000倍で珪藻種を同定し、殻約 200個体を計数

する。なお、珪藻殻が200個に満たない試料は、プレパラート 1枚分を精査した後、検鏡を

止めた。

③結果

IvICライ ら検出されたま主藻化J七は、 43分類昨 17属 36 ある。これらの lま

試料 NO.1から検出されており、他の試料からはほとんど検出されていなし」これは、試料

NO.2，..，_，4は堆積物が土壌のた

ため、珪藻化石が流失したものと忠われる。

NO.1の試料では、 Rhopalodiagibbaや Rhopalodiagibberulaなどの底生種が多く、

る なく、その他の試料は堆積物が砂質の

藤(1990)が設定した沼沢湿地付着生種の Pinnulariaviridisや Pinnulariamicros-tauronな

ども比較的高率で随伴する。また、小杉(1986)が示す陸生誌藻の Hantzschiaam -phioxys 

も出現している。このことから、 No.1の試料は、沼沢地的環境が推定され、また周辺ではジ

メジメした場所も同時に存在したものと推定される。

引用文献

安藤一男(1990)淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復元への応用.東北地理， p73-88.小杉

正人(1986)陸生珪藻による古環境の解析とその意義.一わが国への導入とその展望 .植生史研究， p

29-44. 

小杉正人(1988)珪藻の環境指標種群の設定と古環境復元への応用.第四紀研究， pl-20. 

( 2 )植物珪酸体分析

①はじめに

植物睦酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02)が蓄積したものであり、

植物が枯れた後も微化石(プラント@オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。この

微化石は大きさや形態が植物群により固有ーであることから、土壌中から検出してその組成や量

を明らかにすることで過去の植生(おもにイネ科)を復元することができる(杉山， 1987)。

ここでは、岩瀬遺跡の試料について植物荏酸体分析を行い、イネ科栽培植物の検討および追

跡周辺の古植生@古環境の推定を試みた。

②試料

試料は、 ]¥;1円ニ J1'-ノノ /1 ら採取された No.1r~No. 10の10点である。

③分析法

植物珪酸体の抽出と

手順で行った。

は、プラント e オパール定量分析法(藤原 1976)をもとに、次の

叶
べ

U
A
T
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1 )試料の絶乾(1050C• 24時間)

2 )試料約 19を秤量、ガラスビーズ添加(直径約40μm、約0.02g)

楽電子分析天秤により l万分の 19の精度マ秤量

3 )電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W• 42KHz. 10分間)

5)沈底法による徴粒子 (20μm以ド)除去、乾燥

6)封入剤(オイキット)中に分散、プレパラート作成

7)検鏡。計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、 400倍の偏光顕微

鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ偶数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラー

ト1枚分の精査に相当する。試料 19あたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体と

ガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 19中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体 1

招あたりの植物体乾童、単位:10-5g)をかけて、単位面積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を算

出した。ヨシ濡(ヨシ)の換算係数は6.31、クマザサ属型は0.75である。

④分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりであるO これらの分類群につい

て定量を行い、その結果を第37表、第38表および第285図に示した。写真図版に主要な分類

群の顕微鏡写真を示す。なお、 Aタイプについてはイネ科以外である可能性も考えられる O

〔イネ科〕

機動細胞由来:ョシ属、キピ族型、ウシクサ族型、 Aタイプ、クマザサ属型(おもにクマザ

サ属)、タケ亜科(未分類等)

その他:表皮毛起源、棒状珪酸体(おもに結合組織細胞由来)、未分類等

⑤考察

1 )イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるもむには、イネをはじめオオ

ムギ族(ムギ類が含まれる)やキピ族(ヒエやアワ、キピなどが含まれる)、ジュズ夕、、マ属(ハトムギ

が含まれる)、オヒシ (シコクビ:が含まれる)、モロコシ属、 トウモロコシ属などがある。

分析の結果、本遺跡の試料からは、これらの分類群はまったく検出されなかった。

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、 としたものの中にも栽培種に山

来するものが含まれている可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については

今後の課題としたい。

436 
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第 37表植物珪酸体分析結果 (単位 x100個/g)

分類群¥試料 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

イネ科

ヨシ属 7 7 

キビ族型 15 

ウシクサ族型 36 15 

Aタイプ 22 

タケ亜科

クマザサ属型 306 273 69 8 30 15 7 15 

未分類等 73 74 8 8 
骨場骨弛骨弛 ・ーーー・・暢副島働暢ー

その他のイネ科

表皮毛起源 22 15 

棒状珪酸体 218 118 8 8 

未分類等 531 384 8 8 23 8 8 7 8 
a・4凶枠・仲#暢・・・ a ・・・・骨骨 4・喧ーー. a ・ ・圃圃圃岨・ 件・ 4砂場場嚇嚇柑輪唱抽柏崎ーー棺物情 4崎両昏抽喚柑抽輪特喧合 唱喧喧・ 4・ー-ーー

(海綿骨針) 8 7 

植物珪酸体総数 1230 885 76 15 68 23 23 15 23 

2 )植生および環境の推定

MCライン土層の試料 No.1 ""'No. 10について分析を行った。その結果、試料 1では、クマ

ザサ属型が約 30，000個/gと多量に検出され、棒状珪酸体も比較的多く検出された。また、ヨ

シ属やキビ族型、ウシクサ族型、 Aタイフ。なども見られた。試料2もこれとほぼ伺様の結果

であるが、検出される分類群の数や植物珪酸体密度が減少している。

試料3では、クマザサ属型が 6，900儲/gと比較的少量検出されたが、その他の分類群はほ

とんど見られなかった。試料 4""""9についてもこれとほぼ同様の結果であるが、樟物珪酸体密

度はさらに低くなっている。試料 10では植物荏酸体はまったく検出されなかった。

以上の結果から、堆積当時の植生と環境を推定すると次のようである。試料1と試料2の堆

積当時は、クマザサ属を主体としてヨシ属なども少量見られるイネ科植生であったものと推定

される。クマザサ属型には、チシマザサ節やチマキザサ節、スズタケ節、ミヤコザサ節などが

まれるが、植物珪酸体の形態からここで検出されたものは、その大部分がチシマザサ節およ

びチマキザサ節に由来するものと考えられる(杉山， 1987)。これらの植物は現在でも日本海側

の寒冷地などに広く分布しており、積雪に対する適応性が高いとされている 1996)。な

お、ヨシ属が見られることから、調査地点周辺は比較的湿った土壌条件であったものと推定さ

れる。

試料 3""'9の堆積当時は、クマザサ属が少量見られるイネ科植生であったと考えられるが、

河川の影響など何らかの原因でそれ以外のイネ科植物の生育には適さない環境であったものと
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主な分類群の植物体量の推定値第38表

イネ科ー

0.47 0.46 ヨシ属

タケIlE科

クマザサ属型 0.12 0.06 0.11 0.23 0.06 0.52 2.05 2.29 

※m37表の値に試料の仮比重(1.0と仮定)と各植物の換草計数をかけて算出。
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第 39表分析試料一覧

試料番号 経j 種(和名/学名) 試料番号 樹 種(和名/学名)

No. 1 トネリコ属 Frαxmus No. 16 ニレ属 Ulmus 

No. 2 ニレ属 Ulmμs No. 17 コナラ!属コナラ節 Qμercus sect. Prinus 

No. 3 トネリコ属 Fraχinus No. 18 トネリコ!扇 FrαXll1US 

No. 4-1 ニレ属 Ulnws No. 19 トネリコ属 FrαXUiUS 

No. 4-2 トリネコ属 Fraxinus ト~o. 20 トネリコ属 Fraι丈lれ山

No. 5 コナラ属コナラ節 Quercl時間ct.Pri丸山 自o.21-1 ニレ属 Ulrnus 

No. 6 コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinus No. 21-2 トリネコ属 Frαxmus 

No. 7 ユズ 1)ハ属 Daphniphyllμm No. 21-3 ハンノキ属 AIημs 

No. 8 ハンノキ属 Alnus No. 22 ニレ属 Ulm立S

No. 9 ニレ属 Ulmus トJo.23 カエデ属 Acer 

No. 10 ニレ属 Ulmus No. 24 ニレ属 Ulmus 

No. 11 草本 harb No. 25 トリネコ属 FraχL孔us

No. 12 トネリコ属 Frαχi孔us No. 26 トリネコ属 Frαxmus 

No. 13 トネリコ属 Frαxmus No. 27 カエデ属 Acer 

No. 14 ニレ属 Ulmus No. 28 トネリコ属 Frαxmus 

No. 15 ニレ属 Ulmus No. 29 コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinus 

No. 30 焼士塊

学.12: p.29-41 

室井縛.1960.竹径の生態を中心とした分布.詰士竹類植物園報告， 5:103-121.

3 炭化材同定

( 1 )試料

試料は以下に記載した 30点であったが、 1試料内に炭化材が複数種類含まれるものや、炭

化材でないものもあった。したがって、最終的には計32点の炭化材の同定を行った。

( 2 )方法

試料は割折またはカミソリを用いて新鮮な基本的3E折面(木材の横断面 e放射断面母接線断

面)をつくり、落射顕微鏡によって 75~600 倍で観察した。品j撞同定はこれらの試料標本をそ

の解剖学的形質および現生樹木の木材標本として対比して行った。なお本試料は試料そのもの

が小さく、焼け膨れなどで保存状態も悪く、長好な各断面が作成しにくかった。

(3 )結果

同定の結果、 7分類群が認められた。結果は第39表に一覧するO なお、各分類群の顕微鏡

した。

以下に同定された分額群の特徴を記す口

a. ハンノキ属 Alnus カバノキ科 一 図版 83 1 

横断面:小型の道管が、単独あるいは 2，...__数個放射方向に複合して均一に散在する散孔材で

ある。

ハ叶
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第5主主 自然科学分析

第 40表炭化材樹種同盟結果

No. 2 SXQ 60炉跡l 覆土 (α) 間o.17 SQ 77 覆土

No. 3 60炉跡l 覆土 (6) No. 18 SK 79 護士

No. 4 SXQ 60 1;戸跡1 石器集中部 No. 19 SQ 90 覆士

No. 5 SXQ 60炉跡、2 覆土 (α) No. 20 SQ 103 覆_1

No. 6 SXQ 60炉跡2 覆土(む) No. 21 SQ 127 覆土

No. 7 60炉跡3 護土 (α) No. 22 SXQ 143 覆土

No. 8 60炉跡3 覆土 (6) No. 23 SK 148 覆土

No. 9 SXQ 60炉付近 自o.24 SK 119 覆土

No. 10 SXQ 60炉跡4 覆土 (α) No. 25 SXQ 152 護士

No. 11 SXQ60 ;炉跡4 覆土 (6) No. 26 SQ 153 覆士

No. 12 SXQ 60炉跡5 覆土 (α) No. 27 SN 157 覆土

No. 13 SXQ 60炉跡5 覆土 (6) No. 28 MA 58区 区 b

No. 14 SXQ 60炉跡5 覆土(山川o.29 MA 57 区一 C上

No. 15 SXQ 60炉跡5 覆土(石組外側)I No. 30 L T 58区

放射断面:道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔である。放射組織は同性である O

接線断面:放射組織は向性放射組織型で、単列である。

以上の形質からハンノキ属に同定される。なお、ハンノキ属にはハンノキ@ヤシャブシ@ミ

ヤマハンノキなどがあるO 落葉の高木または低木で、日本では北海道@本ナ1'1o四国@九州、|に分

布する。強さなど中庸の材で、現在では建築@家具@器具@薪炭@旋作などに用いられている。

b. コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinus ブナ科 図版83-2

横断面:年輪のはじめに、大型の道管が、 1'"'"'数列配列する環孔材である O 孔潤部外では、

薄援で角張った小道管が、単独あるいは 2'"'"'3鰐かたまって火炎状に配列する。早材ーから晩材

にかけて、道管の径は急激に減少するO

放射断面:道管の穿孔は単穿子しであるO 放射組織は平伏細胞のみからなる。

接線断面:放射組織は同性放射組織裂で、単列のものと広放射組織からなる複合放射組織で

ある。

以上の形質からコナラ属コナラ節に同定される口なおコナラ節にはカシワ@コナラ@ナラガ

シワ@ミズナラがある。溶葉高木で冷温帯落葉広葉樹林の主要高木の一つで、日本では北海道@

本州@四国@九州に分布する。域して強堅な材で、現在では家具@建築@器具@薪炭@椎茸ほ

だ木などに用いられている。

C. ニレ属 Ulmus ニレ科 図版83 3斗

横断Lfu:年輪のはじめに、中型から大型の道管が、 1'"'"'2列配列する環孔材である。孔園部

外では、多数の小道管が接合して、花束状、接線状、斜線状に比較的規則的に配列する。早材

440 



第3節植物遺存体同定

から娩材にかけて、道管の径は急、激に減少する。

放射断面道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は向

性ですべて平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は!可性放射組織型で、 1"--7細胞幅であるO

以 tの形質からニレ属に同定されるO なおニレ属にはハルニレ s オヒョウ eアキニレがあるO

また

ではやや重硬な材で、

、日本では北海道@本ナ[，[c e九州哲志十認に分布する。種類によっ

@建築 e器具 e薪炭 e旋作などに用いられているO

c. カエデ属 Acer カヱデ科 i君!坂83-5

横断面:小型で丸い道管が、単独あるいは 2-----4放射方向に譲合して散在する散孔材である。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は向

性ですべて平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は向性放射組織型で、 1-----5細胞i隔である。

以上の7f3質からカエヂ属に問定される。なおカエデ属にはイタヤカエデ@テツカエデ@ウリ

ハダカエデなどがあるO 落葉の高木または小高木で、日本では北海道@本州@四国@九州に分

布する。材はやや強靭かっ堅硬で、現在では建築@家具@器呉@楽器@運動具@彫刻@薪炭@

旋作などに用いられているO

e. ユズリハ属 Daphniphyllum トウダイグサ科 図版83-6

横断面:小型のやや角張った道管が、ほぼ単独で均一に散在する散孔材であるO

放射断固:道管の穿孔は階段穿孔版からなる多孔穿孔で、その数は多く細かし )0 放射組織は

異性であるO

接線断面:放射組織は異性放射組織型で、 1-----3細胞i幅である。多列部@単列部とも 10細胞

高以下のものが多く、それが上下に連結しているものが多い。

以上の形質よりユズリハ属に同定される。なおユズリハ属にはユズリハ@ヒメユズリハ@エ

ゾユズリハがあるO 常緑の高木あるいは低木で、日本では北海道 e本州、I0 四国@九州、|に分布す

る。

f. トネリコ)露 Fraxinus モクセイ科 図版83-708

横断面:年輪のはじめに、中型から大型の道管が、 1-----2列配列する環孔材である。子L園部

外では、小型で丸い厚壁の道管が、単独あるいは放射方向 2~3 個複合して散在する。早材か

ら晩材にかけて、道管の径は急激に減少するO

放射断面:道f苦の穿孔は単干しである。放射組織は!riJ性である。

接線断面:放射組織は向性放射組織型で、 1-----3細胞幅であるO

以上の形質からトネリコ属に同定される。なおトネリコ属にはシオジ@アオダモ@トネリコ

A
斗
A
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第 5章 自然科学分析

などがある。落葉または常緑の高木で、日本では北海道@本州@四国。九州、lに分布するO 材は

竪硬かっ昔、靭な良材で、現在では家具@建築@器具@運動呉@楽器@薪炭などに用いられるO

g. 1手本 Herb 図版83… 9

横断面:維管東が存在する。

放射断面および接線断面:維管束が梓軸方向に配列している。

以 tの形質より

( 4 )所見

される。

同定の結果、多いものからトネワコ属 12、ニレ属 10、コナラ偶コナラ節ムハンノキ属2、

カエデ属l、ユズリハ属1、草本1であった。これらの樹種の中には暖温帯に分布する照葉樹

はなく、すべてが冷温帯の溶葉広葉樹に属するものを主に含む分類群ばかりであるO このこと

からみて周聞には冷温帯落葉広葉樹林が分布していたと推定されるO 同定された樹種は冷温帯

落葉広葉樹林から普通に得られる種類である。また、トネリコ属とハンノキ属は湿地に生育す

る種が主となるため、ここでは湿地林を形成する樹木と推定されるO よって遺跡周囲に湿地が

存在していた可能性がある。

参考文献

島地謙@伊東隆夫(1982)図説木材組織，地球社.

島地謙ほか(1985)木材の構造，文永堂出版.

日本第四紀学会編(1993)第四紀試料分析法，東京大学出版会.
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各章まとめ

岩瀬遺跡は、東北横断自動車道秋田線建設事業lこ保わって平成3年と 5年に実施された調査

で、主に縄文草創期より晩期に至る遺構や造物が確認された。縄文時代の検出遺構は、竪穴住

居跡2軒、竪穴状遺構2墓、炉跡8(内2基は不明瞭)、土坑40墓、薬石炉17墓、石組炉 1墓、

焼土遺構11基、土器集中部3ヵ所、藤集中部4ヵ所、石器石材集議選構5ヵ所、石器集中部50

ヵ所、柱穴状遺構7基で、縄文以外のものは土坑1墓、焼二上遺構1墓、炭焼成遺構2基、溝状

遺構4条であるO 以下に、草創期と阜期を中心にして、 (1)，....， (4)の項目に沿って述べる。

( 1 ) 汚道A，.....，Iと基本層位

遺跡からは、縄文時代早期初頭頃より中期まで現河川側に移動している河道(河道 A""I)の

痕跡が確認できた。 河道の切り合いで、草創期から中期までの先後関係を捉えることのできた

多くの遺構や遺物がある。さらに、河道Aよりも古い磯層や砂層の基本層位より、草創期の

遺構や遺物が多く見つかっている。これら河道堆積層と基本層位によって、草創期より中期に

かけての遺構@造物の同時代性や変選を理解することができた。

一方、河道の変化を把握できたことは地質学的にも重要であるO 遺跡は南郷直段丘の末端に

立地しており、段丘聞が河川に近い徴地形の変化を伴って形成されていることの理解を、具体

的に示したことになる。また、新しい河道ほど河床面が低くなるのに対して B河道のそれは

高く、 A，....，C河道の東西流路に対してD河道以降の流路が南北に変化するO これら早期の 2つ

の河道の在り方は、他の河道形成とは異なる気候変動に対応するものかもしれない。

( 2 ) 遺構

造跡、で検出された遺構のうち、草創期の竪穴状遺構(1基〉、草創期の炉跡 (8基のうち 2基は

不明瞭).早期の集石炉(14ヵ所)、草創期から前期の石器集中部45ヵ所(各16・21・8ヵ所)、草創

期の石器石材集積遺構 (3ヵ所)が、特に遺跡を特色づけている。

竪穴状遺講のSXH66は、草創期の磯層上面で緩い窪み状を呈したもので、中央側に火熱を

受けた磯の範囲がある O さらに、磯面の上面も含んで多量の石器が出土しており、竪穴住居跡

の可能性を考えている。竪穴住居跡は、東京都前田耕地遺跡(宮崎 J 1983)等で検出されてお

り、希有な{YIJとして本遺構も加えることができょう。

炉は多く検出され、ほとんどが土坑や浅い凹みを伴う集石状のものであるO 草創期の遺構に

伴うと考えられるものは、 SXH66、SXQ369 60 • 125で、見つかっており、本文では遺構に伴う

ことを考慮して他の集石炉と区別して扱った。早期の SXQ127は掘り方をもたず、平坦面に

焼けた多量の礁を充填させた例である。
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草創期から早期の石器集中部は、径が 1m以下 (SXQ32)から径が8m程 (SXQ60)のもの

まで37ヵ所を確認した。乙の中には、少量でも総体に集合状態を示すもの、逆に、複数の

器集中部が区別されないままー集合状態として扱ったものもある O また石器の出土状況には、

SXQ32のように殆どがチップで占めるもの、石核 e製品 e剥)十やチップを含んでいるもの

様々である O そして、石器を集め移動して捨てたのか製作と同時に廃棄したかの、厳密な区分

はできていないが、各時代毎に石器製作を行っていたことはト分に認めることができた。

草書IJ期から早期までの石器石材集積遺構は、 4ヵ所検出された。草書Ij期の SXS57では、 4 

j誌の扇平な両面調整石器が、長軸を揃え して出土した。本県の綴子遺跡では、 7点の石

槍が一括で出土したとされ(栗島， 1990)、SXS57も北東北のデポの資料として注目されよう。

( 3 ) 土器

草創期から阜期までで、基本土層と河道の年代を決定するのに大事なのが、 X層で SXQ60

の爪形文@無文土器、 IX層下位でSXQ100の蜂起線文土器、 vn層で SXQ36の縄文土器、 V層

でSXP98の尖底の無文土器、河道A堆積層中位でSXQ104の撚糸文系土器等である。河道A

の堆積層はVI層に収束するので、 SXQ104 の撚糸文系土器は SXQ36 の縄文土器よりも新し ~'o

さらに、爪形文@無文@隆起線文土器は草創期に含まれ、撚糸文系土器は口唇部の肥厚してい

る特徴と併わせ早期の範轄で、尖底の無文土器は早期中葉であるO また、 SXQ36のような口

器部が把嬉して胸部に縄文を施す土器は、新潟県室谷洞窟から出土しており広義の井草式土器

に対比されている(小林， 1994)。本遺跡の例は、口唇およびその内面直下に押圧縄文を施して

おり、この施文手法が室谷洞窟の例より古い要素と考えられる。よって、 SXQ36出土の縄文

土器は押圧@回転縄文をもっ多縄文系土器と考え、草創期の範|轄とした。

(4 ) 石器

草創期から早期にかけての石器には、石核@調整の整っている両面調整石器@調整の粗い両

面調整素材@石槍@石斧@石箆@石鎌@石匙@石錐@掻器@削器@鋸歯縁石器@二次加工ある

まIj片等の石器があり、外に多くの接合資料が得られた。石槍や石斧は、製作段階の失敗品が殆

どで、これらの量に比べて両面調整石器と両面講整素材は飛び抜けて多い。石器製作で捨てら

れた、奈IJ片やチップの量は膨大であるO 接合資料では、両面調整石器@石槍@石斧@石箆等の

製作過程を辿れる資料に恵まれた。さらに、造物から偲別の遺構間の関係を整理すると、①S

X Q60-91-1 00-124-125-SXH66、②SXQ36-71-85-86-117-SK56(覆土)、③SXQ92-73-80-102と把

され、 SK56を除いて①~③の各々が向時期に存在したことが裏づけられている。また、 4 

点の石匙が草創期の SXQ60el00に伴っていることや、早期の SXQ96から舟底状の石核より

剥離したl幅広で小型の縦長奈Ij片が出土したことは、特筆されてよい。

-444-



図
版
1

竪
穴
住
居
跡.. み

プ
J

メ

e
dh
-U円肱F

• • 
. 、

，. 

• 
SI46烹b



r r ~ ， • ， ， ， ， ". p・，-， 

図盟!!N 1ílII(:::~手鍋軍事



図
版
3

土
坑
川

ι."‘ 
ミ~'!i

. ' 
sι1'4荷烹β



図
版
4

土
坑

ω

、

、

、

、

4 
SK1C埠北ト

、

、



図
版
5

土
筑

ω



、

、

、

、

、

、

、





図
版
8

集
石
炉

ω

、

、
、

、

、
、

、. 

、

、
、



f句.141

4 〆.:I~-y~ 

Ji i訴事;J
、‘ -f:主ー:ザL‘
v匂~l'~r~~り~

§噴出目骨 也漂図

. ， v 
，凋，孟4、..1~: _ J.

ド J、岬玲ヤ:情

ゆ，!ハ.

乎内可 園 内 94

・f
 f 

J 



、

-、

、

、

、
、
、
、

、





、

、

、

、
、

‘ 

、
、
、

1 

‘ 

型事続
土
遺
構

ω・
炭
焼
成
遺
橋



図
版
は
様
集
中
郵



、
、
、

、

、

、

、
、

‘ 

、

、
、

、

‘ ?'..T 

図
版
H
川

土
器
集
中
部



図
版
日目

石
器
石
材
集
積
遺
構



、

‘ 

、

、

‘ 

、
、

， 

、

、



図
綴
げ
石
器
集
中
部

ω



‘ 

‘ 
、

、
、

、

、

、

、

.‘ 
-、

‘ 

、

、

‘ 



図
版
内

石
同
歯
集
中
部

ω



気

・. 

• 

、

、

、
、

‘ 

、



図
版
幻



、

-、

、

、

、

、





‘ 

、

、

、
、

、
、

、

1
1
4
 

‘ 

、

図
版
刷
出

石
器
集
中
醤
mw



国
語
お

苔
園
高
集
中
旬

ω



図
版
お
草
創
隠
縫
合
資
斜

ω
、

-、

、

、

165 

、
， 
、

‘ 
， 

、



図
版
幻

草
創
湖
接
合
資
料

ω

166 

152 

60 



版隠28 
回

田

、

置

E 
E 

明
、圃臥 、

回

E謹F
. 

4酬 、

、

、

、
、

153 

、
-守

一'岨

』置.四

--国間

j且

ES 
， 

‘ 

‘ 



図
版
羽

思
創
期
鎌
倉
蹟
料
併}

157 

id 

62 

168 



版図30 

ー・-'¥ • .'li.咽圃. ..-.' .. ・・.... "-~・園田・四 冒.' . 

w 、w ¥1/ 
間吃可
也白 *z t 、，

ーヲ63 

206 

、

、

、

、

、
、

、

、

、

‘ 



図
版
お

軍
帽
周
期
憎
ま
由
貿
斜
縄
問

155 

156 

圏



， 

、

159 

図
版
幻

草
創
期
鑓
含
資

話

、

、

、

、

、

、
、
、

65 

、

' 



図
版
ね

草
創
周
期
復
品
由
貿
料

ω

66 

1!泡

169 



、
81 

図
版
"

草
創
期
銭
品
目
資
料
川
間

-、

、

， 

‘ ， 

82 

83 



図
版
お

冒
輔
創
期
接
合
資
料
師
側



、

、

81 

図
版
お

思
掴
輔
期
後
品
国
資
科
M
川

~ 

-
~ 

、
• 

88 



図
版

車
創
期
縫
合
資
料
問

37 

89 

90 

91 

92 



. 

版図3ll 

、
、、斜

03) 
、

95 

、
、

問
、

‘ 
、

94 

， 



96 

101 

図
版
ぬ
草
創
期
媛
品
目
田
園創刊川
刊



司圃圃圃圃圃唱..  田園圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃‘

一 一ー

99 

図
版
紛

輔単
創
期
鎌
倉
蹟
斜

ω

、
、

、

‘ 


	akbunkazai263_Part4
	akbunkazai263_Part5
	akbunkazai263_Part6



